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例　　言 
１．本書は日本道路公団北海道支社が行う北海道縦貫自動車道建設（七飯～長万部間）に伴い、財団

法人北海道埋蔵文化財センターが平成１２年度に実施した八雲町山越３遺跡、山越４遺跡の埋蔵文

化財発掘調査報告書である。

２．調査は第１調査部第４調査課が担当した。

３．本書の執筆は第Ⅰ～Ⅲ・Ⅴ章を藤原秀樹が、第Ⅳ章を立田　理が、第Ⅶ・Ⅷ章を藤原・立田が担

当した。第Ⅶ・Ⅷ章の執筆者については文章の各項の文末に記してある。

４．遺物の整理は山越３遺跡を立田が、山越４遺跡を藤原が担当した。

５．現地調査時の写真撮影は山越３遺跡を立田が、山越４遺跡を藤原が担当した。室内での遺物撮影

は第１調査部第１調査課長立川トマスが行った。土器の展開写真は小川忠博氏に依頼した。

６．炭化物の放射性炭素年代については、㈱地球科学研究所に依頼した。

７．炭化種子の同定については、札幌国際大学、吉崎昌一・椿坂恭代氏に依頼した。

８．黒曜石の原産地同定については、京都大学原子炉実験所、藁科哲男氏に依頼した。

９．火山灰分析は第１調査部第１調査課花岡正光による。

１０．石器の石材鑑定は第１調査部第１調査課花岡の指導のもと、立田・藤原が行った。

１１．土器、石器などの実測・トレースは柳谷りさ、小林晴美、木下はるみが行った。

１２．出土資料および記録類は、八雲町教育委員会で保管する。

１３．調査にあたっては下記の諸機関および諸氏にご協力、ご指導を頂いた。

　　　北海道教育庁文化課、八雲町教育委員会、長万部町教育委員会、森町教育委員会、七飯町教育

委員会、八雲町立野田生小学校、八雲町教育委員会　三浦孝一・柴田信一・横山英介・安西雅

希・吉田　力、長万部町教育委員会　佐藤　稔、森町教育委員会　藤田　登・荻野幸男、七飯町

教育委員会　石本省三、南茅部町教育委員会　阿部千春・福田裕二、函館市教育委員会　野村祐

一、木古内町教育委員会　鈴木正語・菅野文二・三上英則・大矢内愛史・木元　豊・山田　央、

上磯町教育委員会　森　靖裕、上ノ国町教育委員会　松崎水穂・斉藤邦典・松田輝哉、虻田町教

育委員会　角田隆志、伊達市教育委員会　大島直行・青野友哉、秋田県埋蔵文化財センター　五

十嵐一治・小島朋夏



凡　　例�
１．本文および図・表中では以下の略号を用い、原則として確認順に番号を付した。なお混用を避け

るため、山越４遺跡ではＢ地区検出の遺構について「Ｂ」をそれぞれの略号の頭に付けた。

　　　Ｈ：住居跡、Ｐ：土壙、Ｆ：焼土、Ｃ：炭化物集中、Ｓ：集石

　　　ＦＣ：フレイク・チップ集中域、ＨＰ：住居内の柱穴、ＨＦ：住居内の焼土

２．挿図中の遺物のシンボルマークについては個々に凡例を付けた。

３．掲載した実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。復元土器および礫石器の一部には１：

４のものもある。各図にはスケールを付けている。

　　　遺　構　１：４０　　遺物出土状況図　１：２０　　復元土器１：３　　土器拓本１：２　

　　　剥片石器１：２　　磨製石器　１：２　　　礫石器１：３　　　　土・石製品１：２

４．　遺構の規模については以下の要領で示した。なお、一部破壊されているものについては現存長

を（　）で示した。

　　　住居跡・土壙

　　　　確認面での長軸長×短軸長／床面・底面での長軸長×短軸長／最大深さ（単位㎝）

　　　焼土・炭化物集中・フレイク・チップ集中

　　　　確認面での長軸長×短軸長／最大深さ（単位㎝）

　　　集石

　　　　確認面での長軸長×短軸長（単位㎝）

５．土層の表記は、基本土層はローマ数字で、遺構の覆土はアラビア数字で示した。

６．土層の土色標記は『新版標準土色帖１９９７年版』を用いた。

７．遺構図中の方位は真北を、細数字は標高（単位ｍ）を示している。

８．石器・土製品・石製品の大きさは以下の要領で示した。なお、破損しているものについては現存

最大値を（　）で示した。

　　　最大長×最大幅×最大厚（単位㎝）

９．掲載した石器実測図では、たたき痕は「∨―∨」、すり痕は「

―

←�→�

―

」で範囲を示した。
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１　調査要項

―　�　―

　事業名　北海道縦貫自動車道路（七飯～長万部）埋蔵文化財発掘調査

　委託者　日本道路公団　北海道支社

　受託者　財団法人北海道埋蔵文化財センター

　受託期間　平成１２年４月１日～平成１４年３月３１日

　遺跡名　①山越３遺跡（北海道教育委員会登載番号Ｂ－１６－４５）

　　　　　②山越４遺跡（北海道教育委員会登載番号Ｂ－１６－４６）

　現地発掘調査期間　①平成１２年９月７日～平成１２年１０月３１日

　　　　　　　　　　②平成１２年９月１日～平成１２年１０月３１日

　整理作業期間　　平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日

　所在地　①山越郡八雲町山越４０５ほか

　　　　　②山越郡八雲町山越３３６－１ほか

　発掘調査面積　①１，６３２㎡

　　　　　　　　②２，５１６㎡

　財団法人北海道埋蔵文化財センター

　平成１２年度（現地発掘調査）

　　理　　事　　長　大澤　満

　　専　務　理　事　宮崎　勝

　　常　務　理　事　木村尚俊（第１調査部長兼務）

　　第　４　調　査　課　長　遠藤香澄（山越４遺跡発掘担当者）

　　　　　　　　　　主　任　皆川洋一（山越３遺跡発掘担当者）

　　　　　　　　　　主　任　藤原秀樹（山越４遺跡発掘担当者）

　　文化財保護主事　立田　理（山越３遺跡発掘担当者）

　平成１３年度（整理作業）

　　理　　事　　長　大澤　満

　　専　務　理　事　宮崎　勝

　　常　務　理　事　木村尚俊（第１調査部長兼務、平成１３年７月逝去）

　　第　２　調　査　部　長　大沼忠春（第１調査部長兼務、７月１８日から）

　　第　４　調　査　課　長　遠藤香澄（山越４遺跡発掘担当者）

　　　　　　　　　　主　任　中田裕香

　　　　　　　　　　主　任　藤原秀樹（山越４遺跡発掘担当者）

　　文化財保護主事　立田　理（山越３遺跡発掘担当者）

Ⅰ　調査の概要

１　調査要項

２　調査体制



Ⅰ　調査の概要

―　�　―

　北海道縦貫自動車道路は七飯町から室蘭市・札幌市を経由し名寄市へと至る総延長４８８��の自動車

専用道路で、国縫��～和寒��間３５９��は既に供用開始されている。

　このうち、七飯～長万部間の路線については平成２年４月に日本道路公団札幌建設局（当時）から

北海道教育委員会へ埋蔵文化財についての事前協議がなされた。協議を受けた道教委は平成２年４月

に所在確認調査を実施し、平成５年に北側の長万部町から順次試掘調査を開始した。八雲町内の試掘

調査は平成１３年で終了している。八雲町内での発掘調査を必要とする遺跡数は八雲��以北で５ヶ所、

八雲��～落部��までが９ヶ所、落部��以南が５ヶ所の合計１９ヶ所であった。この内、平成１２年までに

山越３・４遺跡を含む１２ヶ所の発掘調査が終了している。また、平成１３年には八雲��～落部��間の遺

跡２カ所、落部��以南の遺跡４ヶ所、合計６ヶ所の調査が行われ終了した。

　山越３遺跡については平成９年４月に試掘調査を実施し、約３，０００㎡が発掘調査必要、約３，１００㎡が

工事の際に立会が必要な範囲とされた。日本道路公団では工法などを変更し、１，４９０㎡が発掘調査範

囲となった。その後、平成１２年度に再度工法変更を実施し工事幅を広げ、最終的には１，６３２㎡が発掘

調査必要範囲となった。

　山越４遺跡については平成７年５月および１１年１１月に試掘調査を実施し、２，７７１㎡が発掘調査必要範

囲とされた。同じく日本道路公団は工法などを変更し、最終的に２，５１６㎡が調査範囲となった。

　調査を受託した財団法人北海道埋蔵文化財センターでは、八雲��以北の４遺跡を先行調査すること

とし、山越３・４遺跡は後半の平成１２年９・１０月に調査を実施した。

山越３遺跡

　山越３遺跡は噴火湾（内浦湾）を望む境川右岸の標高３０～４０ｍの海岸段丘上に位置する。今回の調

査区は海岸に面した段丘縁から２００ｍほど内陸で、段丘平坦面から境川に向かう標高３２～３７ｍの緩斜面

にある。境川をはさんで南東方向には山越２遺跡が位置する。

　現在、調査区周辺の平坦面は馬鈴薯畑やとうもろこし畑、牧草地として利用されている。段丘縁に

は耕作時に出土し廃棄された台石・石皿、北海道式石冠などの礫石器や、土器、頁岩のフレイクなど

の遺物がうず高く積まれており、これらの土器や石冠の形態などから段丘全域が縄文時代中期を中心

とする比較的大規模な遺跡であることを伺わせる。調査区はこの耕作によりほぼ全域が攪乱を受けて

おり、包含層の残存状況は段丘縁を除いて不良であった。

　検出された遺構は住居跡３軒、土壙１８基、焼土３ヶ所、フレイク・チップ集中域１ヶ所である。全

ての遺構は縄文時代中期前半サイベ沢Ⅶ式～見晴町式の時期に属すると推測される。この他に、縄文

時代中期前半のサイベ沢Ⅶ式・見晴町式の土器集中域が１０ヶ所検出された。

　住居跡のうちＨ－１・３は重複した住居跡でＨ－１の方が新しい。いずれも楕円形で炉跡は確認で

きなかった。Ｈ－２は調査区南端で確認されたものである。今回調査できた部分はごく一部で、ほと

んどが調査区外に及んでいる。覆土から大型の土器片が折り重なるように出土し、復元できた。

　土壙は調査区全域に散在し、まとまりは示さない。ほとんどの土壙は遺物が出土せず、性格などは

不明である。そのなかで、Ｐ－８からは人頭大からこぶし大の礫が多く出土した。その出土状況や埋

め戻しであることから土壙墓の可能性が考えられる。

３　調査に至る経緯

４　調査の概要
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　遺物は土器が６，９７２点、石器など３，０５５点の合計１０，０２７点が出土した。この内、遺構出土は土器４５５点、

石器など５１７点など点の合計９７２点、包含層出土は土器６，５１７点、石器など２，５３８点の合計９，０５５点であ

る（表Ⅰ－１）。

　土器はそのほとんどが縄文時代中期前半のサイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するものである。このほ

かに早期東釧路Ⅲ式、前期円筒土器下層ｄ式・後期初頭のトリサキ式に相当するものが数点出土して

いる。

　石器は定型的なものとして石鏃、石槍またはナイフ、石錐、スクレイパー、両面調整石器、たたき

石、すり石、半円状扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿などが出土している。なかでも、たた

き石、すり石、半円状扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿の礫石器が多いことが特徴である。

石材は剥片石器では頁岩がほとんどを占め、わずかに黒曜石製のものがあり、礫石器では安山岩が多

く、砂岩、泥岩、流紋岩が少数ある。

　また、軽石を釣鐘形に整形し５ヶ所を穿孔した用途不明の石製品１点、小型の石斧状の泥岩製石製

品１点が包含層から出土している。

山越４遺跡

　山越４遺跡は噴火湾（内浦湾）を望む弥之助沢川左岸の標高３０～４０ｍの海岸段丘上に位置する。調

査区は海岸に面した段丘縁から１５０ｍほど内陸で、弥之助沢川に合流する無名沢に面した南東向き緩斜

面にあり、標高は３２～３８ｍである。試掘調査時の遺物の散布状況により、北側のＡ地区、南側のＢ地

区に分かれる。Ａ地区は縄文時代中期の円筒土器上層ｂ式からサイベ沢Ⅶ式・見晴町式を主体とする

遺跡である。これに対してＢ地区はサイベ沢Ⅶ式の単純遺跡として捉えることができる。

　なお、無名沢をはさんで同じ段丘上に山越９遺跡が、弥之助沢川をはさんで対岸に野田生１遺跡が

ある。

　現在、調査区近くの平坦面は馬鈴薯畑として利用されている。調査区の一部も畑として耕作されて

いたが、多くは雑木林であった。そのため、一部が耕作の攪乱を受けていた他、伐開時の抜根により

攪乱が集中していた部分があったが、全般的に包含層の残存状況は良好であった。

　検出された遺構はＡ・Ｂ地区合わせて住居跡４軒、土壙１１基、焼土４ヶ所、炭化物集中１ヶ所、集

石１ヶ所、フレイク・チップ集中域１ヶ所である。一部時期不明の遺構を除き、多くは縄文時代中期

前半に属すると推測される。この他に、縄文時代中期前半の円筒土器上層ｂ式、サイベ沢Ⅵ式、サイ

ベ沢Ⅶ式・見晴町式および続縄文時代の後北Ｃ１式の土器集中域が８ヶ所検出された。

　住居跡はいずれもＡ地区で検出された。このうちＨ－１・２はしっかりとした掘り込みの住居跡で

ある。Ｈ－１は調査区の北端で確認された住居跡で、全体の２分の１ほどは調査区外に及んでいる。

床面や付属土壙からミニチュア土器が３点出土した。Ｈ－２は楕円形の住居跡で、床面に台石が据え

置かれており、更に頁岩の剥片がまとまって出土し接合したものもあった。また、住居廃絶後のくぼ

みを再利用したらしく、覆土中に焼土３ヶ所と遺物の集中が確認された。Ｈ－３は抜根攪乱などで、

壁のほとんどが壊されていた。石組炉と地床炉を持つ住居で、石組炉上には土器片がまとまっていた。

Ｈ－４は掘り込みの浅い不明瞭な住居で、同じく抜根攪乱が集中し半分程度は不明のままである。こ

のＨ－４は、しっかりとした掘り込みで柱穴も明瞭なＨ－１・２とは性格が異なり、仮小屋もしくは

作業場的なものと推測される。

　土壙は住居跡と同じ緩斜面に位置するものと、平坦面に位置するものとに分かれる。この内、Ｐ－

１～３は緩斜面から急斜面への転換点付近に位置し、３つが並ぶように検出された。Ｐ－１・２の間
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には大型の台石が使用面を上にして据え置かれたように出土した。これらの土壙は台石を用いた作業

に関連する遺構と推測される。フレイク・チップ集中域はＨ－２に近接して検出されたもので、豊泉

産の黒曜石がまとまっていた。

　集石はＢ地区南角の湧水地点に位置する。検出時には水場遺構に関連するものとも考えたが、同じ

噴火湾沿岸で水場遺構を持つ伊達市北黄金貝塚とは異なり、集石に定型的な礫石器が見られないこと、

周辺に遺物の出土がほとんど無いこと、礫の多くは褐色を呈し地山の礫に類似すること、から人為的

な集石の可能性は低いと思われる。

　遺物は土器が６，５０３点、石器など３，７７４点の合計１０，２７７点が出土した。この内、遺構出土は土器２５６点、

石器など２，１６５点の合計２，４２１点、包含層出土は土器６，２４７点、石器など１，６０９点の合計７，８５６点である。

　土器はそのほとんどが縄文時代中期前半の円筒土器上層ｂ式、サイベ沢Ⅵ式、サイベ沢Ⅶ式、見晴

町式に相当するものである。ほかには前期後半の円筒土器下層ｄ式、後期初頭の天祐寺式、後期中葉

の魚花澗式、続縄文時代の後北Ｃ１式に相当するものが少数出土している。

　石器は定型的なものとして石鏃、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石核、石斧、たたき石、

すり石、半円状扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿などが出土している。なかでも、たたき石、

半円状扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿などの礫石器が多いことが特徴である。半円状扁平

打製石器は同じ八雲町内でも北側に位置する山崎５遺跡で良く見られた板状節理の礫を用いたものは

ほとんどなく、扁平礫を半割した素材を用い使用部を作出したものが多い。北海道式石冠は小型のも

のが多く、全面敲打整形されたものは少ない。

　石器の石材は剥片石器では頁岩がほとんどを占め、石鏃・フレイクに豊泉産・赤井川産と推測され

る黒曜石製のものがごく少数ある程度である。礫石器では安山岩が多く、凝灰岩が続く。

　また、Ｂ地区で板状土偶に類似する土製品および小型の石斧状の石製品が検出された。土製品は無

文で胸に相当する部分が横方向から穿孔されている。

　なお、Ｈ－３・４の地床炉及びＦ－１の焼土中からクリ属の子葉が検出されている（第Ⅳ章２参照）。



４　調査の概要

―　�　―

表Ⅰ－１　山越３遺跡　出土遺物一覧

剥片石器群土　　器

出
土
地
点

フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

Ｒ
フ
レ
イ
ク

原
石

石
核

両
面
調
整
石
器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

石
錐

石
槍
ま
た
は
ナ
イ
フ

石
鏃

Ⅳ
群
ａ
類

Ⅲ
群
ａ
類

Ⅱ
群
ｂ
類

Ⅰ
群
ｂ
類

１３３６２１４５５遺　構
２５１５４７５２１２９６１１８１９６４６０３６２包含層
３８４６０７７２１３０６１１８１９６９１５３６２小　計

合　
　

計

その他礫石器群磨製石器群

出
土
地
点

土
製
品
・
石
製
品

礫
・
礫
片

石
錘

台
石
・
石
皿

砥
石

石
鋸

北
海
道
式
石
冠

半
円
状
扁
平
打
製
石
器

す
り
石

た
た
き
石

石
斧

���������������遺　構
�����２０２８�����������包含層
��������������������小　計

表Ⅰ－２　山越４遺跡　出土遺物一覧

剥片石器群土　　器

出
土
地
点

地
区
名

フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

Ｒ
フ
レ
イ
ク

原
石

石
核

両
面
調
整
石
器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

石
錐

石
槍
ま
た
は
ナ
イ
フ

石
鏃

不
明

Ⅵ
群
ｃ
類

Ⅴ
群
ｂ
類

Ⅳ
群
ａ
類

Ⅲ
群
ａ
類

Ⅱ
群
ｂ
類

５０５１０４３１２２�６２４２遺　構
Ａ地区

３０３３５１５１３７４６２７�２３１１１１５８２８０２１２０包含層
８遺　構

Ｂ地区
６１２１７１１１３３１５８３２９１３１包含層

表採などその他
８６９６６２６１８８７１５１１４８２３１１１１６７５９６５１２１合　　計

合　
　

計

その他礫石器群磨製石器群

出
土
地
点

地
区
名

炉
石

有
孔
自
然
石

石
製
品

焼
成
粘
土
塊

土
製
品

安
山
岩
片

礫
・
礫
片

石
錘

台
石
・
石
皿

砥
石

石
鋸

北
海
道
式
石
冠

半
円
状
扁
平
打
製
石
器

す
り
石

た
た
き
石

石
斧

９７４４１３３２１２０１２３７２６遺　構
Ａ地区

４５１４５２４８８７５３３４５７５３１１包含層
１４４７１４３９遺　構

Ｂ地区
３３３９１１４２４４８１４２２４６１８３１０２包含層

表採などその他
１０２７７４２１４２７１３２２１８９１１２４３７０１２６９１３合　　計
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　八雲町は渡島支庁管内北部に位置し、北側は長万部町、南側は森町に接している。町の面積は

７３５．６０�㎡で、平成１２年度の人口は１７，６３６人である。噴火湾の最も奥まった部分に面しており、晴れ

た日には遺跡から見て、向かって正面から左側にかけて室蘭市の白鳥大橋・有珠山・羊蹄山を、右側

には駒ケ岳を望むことができる。遺跡から眺める噴火湾はさながら湖のようであり、往時の頻繁な交

通・交渉の様相を容易に想像することができる。

　山越３・４遺跡は八雲町市街地から森町・函館市方面に向かって６��ほど南下した、国道５号線・

ＪＲ函館本線右側（山手）の標高３０ｍほどの海岸段丘上に位置する（図Ⅱ－１）。この海岸段丘上に

は遺跡が連綿と存在しており、山越地区周辺だけでも山越１～９遺跡、野田生１～６遺跡の合計１４遺

跡が中小の沢に挟まれながら連続している。

　両遺跡とも昭和５４年の一般分布調査により確認され、主に縄文時代中期、円筒土器上層式を主体と

する遺跡であるとされた。その後、平成２年から北海道縦貫自動車道建設に伴う所在確認調査、試掘

調査が行われその際にも中期の遺物が出土している。

　遺跡の所在する山越地区は江戸時代にユウラップ場所が設けられた場所で、その後も様々な役所が

設置されたこの地方の中心地であった。天明６年（１７８７）にはユウラップ場所に運上屋一戸が建てら

れていたという記録があり、それは山越内にあったことが分かっている（菅江真澄『えぞのてぶり』）。

また、寛政１１年（１７９９）に西蝦夷地が幕府直轄となったのに伴い、翌１２年（１８００）、運上屋の代わり

に山越内に会所が設けられた。そして、同１３年に野田生までが「村並」の扱いとなったことに伴い、

山越内の境川が和人地と蝦夷地の境となり、関門が設置されている。また、文政４年（１８２１）に幕府

直轄を止め、ふたたび松前藩が支配した際には蝦夷地に置かれた１１の勤番所のうちの一つが山越内に

設置された。安政２年（１８５５）に再び幕府が蝦夷地を直轄化した翌年には山越内に番所が設置され、

室蘭の調役の配下に置かれた。なお、山越内の関門は文久元年（１８６１）に廃止されている。

　山越の地名の由来はアイヌ語の「ヤムクシナイ」＝栗の多い沢（松浦武四郎『蝦夷日誌』）、「栗（を

拾い）に行く沢」（滕知文『東夷周覧』）と考えられている。現在でも山越３遺跡周辺では大きな栗の

木が沢沿いに見られ、山越４遺跡でも栗林が隣接している。江戸時代の紀行文などによっても周辺に

栗の木が多くあったことが示されており、更にアイヌの人々が稗などとともに栗を栽培していたとの

記録もある（『東蝦夷地海岸図台帳』など）。最近の研究によれば、本州から北海道に栗が持ち込まれ

たのは縄文時代前期後半で、中期にその分布域を広げ、中期末には登別市周辺まで、後期中葉には道

央部まで及んだと考えられている（山田１９９９）。このことから、山越周辺に栗の木が繁茂する状況は

江戸時代を遡り、縄文時代からではなかったかと推測される。なお、山越４遺跡の住居跡Ｈ－３・４

（サイベ沢Ⅴ～Ⅵ式）の地床炉の焼土中からクリ属の子葉が検出されている（第Ⅳ章２参照）。

　遺跡の位置する山越地区の海岸段丘上は現在、段丘縁を除いて馬鈴薯・とうもろこしなどの畑が作

られており、やや山沿いは牧草地として利用されている。段丘縁には栗の木などの落葉広葉樹林がみ

られ、なかには大木もある。地元の老人の話によると段丘縁に見られる植生は開墾当初の姿を表して

いるという。実際に、明治２９年の地図によると遺跡周辺の段丘上には広葉樹林が広がっていたことが

わかる（図Ⅱ－２）。また明治１１年の尾張藩入植時の八雲町市街地周辺台地上にはカツラ、ナラ、シナ、
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クリ、セン、カシワ、クルミ、オンコなどの林が広がっていたという。さらに遡って、文化６年

（１８０９）の記録によると山越の会所から山側へ一里ほど行った所には薪となるはんの木、カツラなど

の雑木がたくさんあり、春夏秋に切り出していたという。これらのことから少なくとも江戸時代には、

遺跡周辺にクリやカツラなど落葉広葉樹林の豊かな森が広がっていたことがわかる。

　また、遺跡の眼前に広がる噴火湾では現在ホタテの養殖が盛んである。やや古く昭和５６年の統計に

よると、八雲町ではサケ、マイワシ、スケトウダラ、サバ、カレイが多く水揚げされ、他に雑魚とし

てシラウオ、イサダ、ハタハタ、チカが漁獲されている。江戸時代の文化６年（１８０９）において山越

内場所の「出産物」とされているものに鯡、鱈、魚白（しらうお）、昆布、鮭がある。また、文化９年

（１８１２）において特に山越の産品とされているものにオオフキ、シイタケ、ヒラメ、カスベ、アブラ

コ、ホッケなどがある。八雲町コタン温泉遺跡での調査によると縄文時代前期・後期の貝塚・包含層

から出土した魚類の遺存体はニシン科が最も多く、カレイ類、ウグイ類が続き、アイナメ類やカサゴ

類、ナガズカ類、サケ・マス類、ヒラメ類、ホッケ類、タラ類などが見られるという（八雲町教委

１９９２）。時代により若干の変遷が見られるが、サケ、ニシン、タラ、カレイなどは古くから捕獲され

利用されていたと推測される。

　八雲町内の遺跡については『八雲町シラリカ２遺跡』（北埋調報１４２、２０００）や『八雲町山越２遺跡』

（北埋調報１６３、道埋文２００１）などの当センター報告書ですでに多く触れられているのでここでは省

略し、山越・野田生地区を中心とした遺跡についてのみ触れることとする。

　なお、八雲町内の周知の埋蔵文化財包蔵地一覧表と山越周辺の遺跡分布図は表Ⅱ－１、図Ⅱ－４・

５に示しておいた。遺跡分布図を見ると、ハシノスベツ川から野田追川にかけての噴火湾に面した海

岸段丘上に、大小の河川にはさまれて連綿と遺跡が存在していることがわかる。

　山越地区では山越１～９遺跡が、さらに南の野田生地区の野田生１～６遺跡が大小の沢に挟まれて

海岸段丘上に連なっている。また、本年度発見された山越１０遺跡はやや内陸に位置している。この内、

北海道縦貫自動車道建設に伴い発掘調査された遺跡は山越２～４遺跡、野田生１・２・４・５遺跡の

合計７遺跡である。これらはいずれも標高３０～４０ｍの海岸段丘上に位置し、発掘区は海岸部から１００

～１５０ｍほど離れている。これらの遺跡の多くは縄文時代中期の円筒上層式を主体とする遺跡であるが、

比較的大きな川に面した野田生１・５遺跡は中期よりも新しい時期が主体となる。ただし、両遺跡と

も昭和５４年の一般分布調査時には円筒土器上層式が採取され、中期を主体とする遺跡であるとされて

いる。このことから、この２遺跡でも、より海岸線に近い段丘縁部分には中期の遺構・遺物も存在し

ていることがわかる。

　また、山越５・６遺跡は１９８７年に山越小学校建設に伴い八雲町教育委員会によって調査され（八雲

町教委１９８８）、山越５遺跡は町道拡幅に伴い２００１年に再び調査された（八雲町教委２００２）。標高は１５ｍ

ほどで縦貫自動車道建設に伴う遺跡群よりは一段低い段丘に位置する。縄文時代晩期、続縄文時代の

遺構と遺物が検出された。時期が新しくなるにつれ、遺跡がより標高の低い位置に立地するようにな

る傾向が伺われる。

　以下では主に北海道縦貫道建設に伴う発掘調査を中心に、八雲町市街地寄りから順番に各遺跡につ

いて触れてみる。

　山越２遺跡は山越３・４遺跡にはさまれて位置しており、２０００年に当センターにより調査された

２　周辺の遺跡
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表
Ⅱ
－
１
　
八
雲
町
内
の
遺
跡

文
献
・
内
容
・
備
考
�

時
期
�

立
　
　
地
（
標
高
）�

所
　
在
　
地
�

遺
跡
名
�

登
載
番
号
�

採
取
資
料
あ
り
。
柴
田
（
１９
９１
ｂ
）

続
縄
文
（
恵
山
）

奥
津
内
川
右
岸
海
岸
段
丘
（
８
～
２０
ｍ
）

浜
松
１
、
３１
、
３９
ほ
か

オ
ク
ツ
ナ
イ
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１

田
川
（
１９
５６
）
の
ト
コ
タ
ン
遺
跡
Ｃ
地
点

続
縄
文
（
恵
山
）

海
岸
段
丘
（
２０
～
２５
ｍ
）

熱
田
４４
－
２０
ほ
か

ト
コ
タ
ン
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
頁
岩
剥
片

縄
文

海
岸
段
丘
（
３０
～
３５
ｍ
）

黒
岩
２２
５
ほ
か

ル
コ
ツ
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３

円
筒
上
層
式

中
期

海
岸
段
丘
（
２５
～
２８
ｍ
）

浜
松
２５
９
ほ
か

浜
松
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４

昭
和
３５
年
調
査
大
関
遺
跡
。
吉
崎
（
１９
６１
）　
千
代
（
１９
６５
）　
三
浦
、
柴
田
（
１９
９３
）

旧
石
器

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘
（
７０
～
７５
ｍ
）

上
八
雲
２９
６
－
１
ほ
か

大
関
校
庭
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
頁
岩
剥
片

海
岸
段
丘
（
２５
～
４０
ｍ
）

黒
岩
９８
、
３２
６

シ
ラ
リ
カ
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６

昭
和
３５
・
３６
・
３９
年
調
査
の
ト
ワ
ル
ベ
ツ
遺
跡
　
吉
崎
（
１９
６１
）

旧
石
器

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘
（
７０
～
８０
ｍ
）

上
八
雲
２８
６
ほ
か

上
八
雲
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７

昭
和
３５
年
１０
月
２２
日
函
館
博
物
館
調
査

旧
石
器

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘
（
６５
～
６５
ｍ
）

富
咲
１６
１
ほ
か

富
咲
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
８

三
浦
、
柴
田
（
１９
９２
）
集
落
跡
、
土
擴
跡
，
貝
塚
　
国
の
重
要
文
化
財
指
定
骨
角
牙
製
品
。
昭
和
２０
．
３０
年

代
田
川
賢
三
調
査
の
無
弓
部
遺
跡
　
無
弓
部
コ
タ
ン
遺
跡
。
八
雲
高
校
郷
土
史
研
究
部
（
１９
７０
）
の
コ
タ
ン

遺
跡
Ａ
遺
跡

早
期
～
晩
期
、
続
縄
文

ビ
ュ
ウ
ヒ
川
左
岸
の
海
岸
段
丘
（
２１
～
３４
ｍ
）

浜
松
２８
１
ほ
か

コ
タ
ン
温
泉
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
９

三
浦
・
柴
田
（
１９
９７
・
１９
９８
�）

早
期
、
中
期
、
晩
期
、
続
縄
文
（
後
北

式
）

砂
蘭
部
川
扇
状
地
の
扇
央
（
３２
ｍ
）

大
新
４７
－
１
ほ
か

大
新
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１０

中
期

海
岸
段
丘
（
３０
ｍ
）

山
越
４３
４
－
１
ほ
か

山
越
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１１

三
浦
（
１９
８０
・
１９
８４
）
柴
田
（
１９
９１
�・
�
）
早
期
貝
塚
文
，
条
痕
文
土
器
、
魚
形
石
器

早
期
～
晩
期
、
続
縄
文

ブ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
左
岸
海
岸
段
丘
（
２８
ｍ
）

山
崎
１５
４
－
７
ほ
か

山
崎
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１２

三
浦
（
１９
８７
）　
後
北
式
と
弥
生
系
土
器
（
天
王
山
式
）
が
伴
出

中
期
～
晩
期
、
続
縄
文

シ
ラ
リ
カ
川
河
岸
段
丘
（
１５
～
２０
ｍ
）

東
野
５０
５
ほ
か

台
の
上
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１３

円
筒
上
層
式
　
タ
ン
ネ
ト
ウ
�
式

中
期
、
晩
期

砂
蘭
部
川
扇
状
地
（
１０
ｍ
）

八
雲
町
４０

八
雲
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１４

採
集
資
料
あ
り
（
魚
形
石
器
）。
柴
田
（
１９
９１
ｂ
）

続
縄
文
（
恵
山
）
擦
文

シ
ラ
リ
カ
川
河
岸
段
丘
（
５
～
１０
ｍ
）

黒
岩
１０
０
ほ
か

シ
ラ
リ
カ
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１５

円
筒
上
層
式
　

中
期

野
田
追
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
（
４０
ｍ
）

東
野
６２
５
ほ
か

小
金
沢
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１６

桜
井
（
１９
６１
・
１９
６４
）
昭
和
３４
・
３７
調
査
の
落
部
遺
跡
　
墓
擴
・
小
貝
塚
・
住
居
跡
、
魚
形
石
器

続
縄
文
（
恵
山
式
）

海
岸
段
丘
（
１５
～
１７
ｍ
）

落
部
４７
０
ほ
か

浜
中
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１７

円
筒
上
層
式
　

中
期

野
田
追
川
河
岸
段
丘
（
６０
～
６５
ｍ
）

桜
野
２５
－
１
ほ
か

桜
野
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１８

ブ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ナ
イ
フ
・
石
刃

旧
石
器

遊
楽
部
川
の
河
岸
段
丘
（
８５
ｍ
）

上
八
雲
３３
４
－
１
ほ
か

上
八
雲
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
１９

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
土
器
片
　
剥
片
〔
黒
曜
石
・
頁
岩
）

中
期

砂
蘭
部
川
の
扇
状
地
（
３０
～
５０
ｍ
）

大
新
７２
－
３
ほ
か

ハ
シ
ノ
ス
ベ
ツ
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２０

田
川
（
１９
５８
）
昭
和
３２
年
調
査
の
元
山
遺
跡
　
住
居
跡
６

前
期

酒
屋
川
左
岸
海
岸
段
丘
（
２０
～
３０
）

浜
松
１０
５
ほ
か

元
山
牧
場
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２１

タ
ン
ネ
ト
ウ
�
式

晩
期

砂
蘭
部
川
扇
状
地
（
２０
～
２８
ｍ
）

相
生
町
１１
６
ほ
か

八
雲
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２２

武
内
・
山
田
（
１９
６８
）
野
村
（
１９
８２
）
昭
和
４２
・
５５
年
調
査
の
熱
田
遺
跡
・
甕
形
土
器
を
伴
う
住
居
跡

中
期
、
続
縄
文
、
擦
文

海
岸
段
丘
（
１７
～
３８
ｍ
）

熱
田
１７
－
１
ほ
か

ト
コ
タ
ン
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２３

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
土
器
片
　
剥
片

縄
文

海
岸
段
丘
（
２５
～
４５
ｍ
）

熱
田
１０
５
－
１
ほ
か

ト
コ
タ
ン
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２４

三
浦
（
１９
８９
）　
三
浦
・
柴
田
（
１９
９１
）

早
期
～
晩
期

ビ
ュ
ヒ
川
右
岸
河
岸
段
丘
（
２０
～
３０
ｍ
）

浜
松
１２
３
－
１
ほ
か

浜
松
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２５

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
土
器
片
　

縄
文

海
岸
段
丘
（
１０
～
２０
ｍ
）

浜
松
２１
４
�２
２０

浜
松
６
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２６

平
成
１２
年
度
町
教
委
調
査
　
住
居
跡
１
　
土
擴
６
　
焼
度
９
　

中
期

海
岸
段
丘
（
２５
～
３２
ｍ
）

浜
松
２２
４
ほ
か

浜
松
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２７

続
縄
文
（
恵
山
）

ト
コ
タ
ン
川
右
岸
の
砂
丘
（
５
～
１０
ｍ
）

熱
田
２２
３
－
１
ほ
か

熱
田
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２８

後
期

海
岸
段
丘
（
６０
ｍ
）

浜
松
５１
７
ほ
か

鉄
山
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
２９

昭
和
４９
年
町
文
化
財
調
査
員
が
所
在
確
認
調
査
　
三
浦
（
１９
８４
）

後
期

海
岸
段
丘
（
３０
ｍ
）

東
野
７５
７
ほ
か

新
牧
場
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３０

採
集
資
料
（
ブ
レ
ー
ド
コ
ア
・
ブ
レ
ー
ド
）
あ
り
。　
三
浦
（
１９
８４
）

旧
石
器

遊
楽
部
川
の
河
岸
段
丘
（
１０
５
ｍ
）

上
八
雲
２５
２
ほ
か

ナ
ン
マ
ツ
カ
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３１

採
集
資
料
（
ブ
レ
ー
ド
コ
ア
・
ブ
レ
ー
ド
）
あ
り
。　
三
浦
（
１９
８４
）

中
期

海
岸
段
丘
（
３５
ｍ
）

熱
田
６２
ほ
か

ト
コ
タ
ン
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３２

三
浦
（
１９
８２
・
１９
８３
・
１９
９８
）
三
浦
・
柴
田
（
１９
８６
・
１９
８７
）
柴
田
（
１９
９１
�
・
１９
９５
）
前
期
未
～
中
期
末

に
い
た
る
大
集
落
〔
住
居
跡
２０
３
軒
他
〕、
配
石
遺
講
。
平
成
１２
年
度
調
査
で
は
ト
リ
サ
キ
式
期
の
土
擴
。
平

成
１３
年
度
調
査
継
続

前
期
～
晩
期
、
続
縄
文
（
恵
山
・
後
北
）

海
岸
段
丘

栄
浜
７２
ほ
か

栄
浜
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３３

後
期
・
晩
期

遊
楽
部
川
左
河
岸
段
丘
（
１４
ｍ
）

春
日
２４
－
１

春
日
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３４

旧
石
器

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘
（
１０
０
ｍ
）

上
八
雲
５０
２
－
４
・
６

上
八
雲
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３５

旧
石
器

遊
楽
部
川
河
岸
段
丘
（
６０
ｍ
）

上
八
雲
４３
２
・
５０
２

上
八
雲
５
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３６

採
取
資
料
（
石
核
・
ブ
レ
ー
ド
）
あ
り
。
三
浦
（
１９
８４
）

旧
石
器

独
立
丘
（
８０
ｍ
）

上
八
雲
２９
０
ほ
か

上
八
雲
６
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３７

前
期
・
中
期
・
続
縄
文

山
崎
川
の
河
岸
段
丘
（
１７
～
２５
ｍ
）

山
崎
１５
４
－
１
ほ
か

山
崎
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３８



２　周辺の遺跡

―　��　―

文
献
・
内
容
・
備
考

時
期
�

立
　
　
地
（
標
高
）�

所
　
在
　
地
�

遺
跡
名
�

登
載
番
号
�

円
筒
下
層
・
円
筒
上
層
式

前
期
・
中
期

山
崎
川
砂
岩
の
川
岸
段
丘
（
１５
～
３２
ｍ
）

山
崎
１５
４
－
１
ほ
か

山
崎
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
３９

円
筒
上
層
式

中
期

海
岸
段
丘
（
３８
ｍ
）

黒
岩
２７
６
－
１
ほ
か

黒
岩
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４０

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
頁
岩
剥
片

中
期

海
岸
段
丘
（
４０
ｍ
）

黒
岩
２５
７
－
１
ほ
か

黒
岩
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４１

三
浦
（
１９
９０
）

早
期
～
前
期

砂
蘭
部
川
の
扇
状
地
（
１４
ｍ
）

三
杉
町
２６

八
雲
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４２

昭
和
３５
年
調
査
大
関
遺
跡
。
吉
崎
（
１９
６１
）　
千
代
（
１９
６５
）　
三
浦
、
柴
田
（
１９
９３
）

晩
期
・
擦
文

海
岸
段
丘
（
２０
～
４０
ｍ
）

浜
松
２５
４
－
１
ほ
か

浜
松
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４３

平
成
１１
・
１２
年
度
調
査
　
住
居
跡
１０
　
土
擴
３０
ほ
か
　
　
北
埋
調
報
１６
３

前
期
～
後
期
、
続
縄
文
（
後
北
）

海
岸
段
丘
（
２０
～
３０
ｍ
）

山
越
３４
９
ほ
か

山
越
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４４

平
成
１２
年
度
調
査
　
中
期
前
半
主
体
　
住
居
跡
３
　
土
擴
１８
　
焼
土
３
ほ
か
　
本
報
告

前
期
～
晩
期

海
岸
段
丘
（
３２
～
３４
ｍ
）

山
越
４０
２
－
１
ほ
か

山
越
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４５

平
成
１２
年
度
調
査
　
中
期
前
半
主
体
　
住
居
跡
４
　
土
擴
１１
　
焼
土
４
ほ
か
　
本
報
告

前
期
・
中
期
・
続
縄
文
（
後
北
）

海
岸
段
丘
（
３０
～
３９
ｍ
）

山
越
３２
４
－
１
ほ
か

山
越
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４６

平
成
１２
年
度
調
査
後
期
　（

魚�花
澗
式
）
主
体
　
住
居
跡
３５
　
土
擴
２８
ほ
か
　
赤
彩
土
器
・
石
棒
・
朱
塗
り
節

平
成
１３
年
調
査
継
続

中
期
・
後
期

海
岸
段
丘
（
３３
～
４０
ｍ
）

野
田
生
３１
７
－
６
ほ
か

野
田
生
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４７

平
成
１２
年
度
調
査
　
住
居
跡
６
　
土
擴
２７
ほ
か
　
平
成
１３
年
調
査
継
続

中
期
・
後
期
・
続
縄
文

海
岸
段
丘
（
３４
～
３９
ｍ
）

野
田
生
３５
５
－
１
ほ
か

野
田
生
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４８

三
浦
・
柴
田
（
１９
９７
・
１９
９８
�）

中
期

海
岸
段
丘
（
２５
～
３７
ｍ
）

野
田
生
３９
４４
－
１
ほ
か

野
田
生
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
４９

平
成
１２
年
度
調
査
　
住
居
跡
２
　
土
擴
１３
　
焼
土
１
　
北
埋
調
報
１７
１

前
期
～
晩
期
、
続
縄
文

海
岸
段
丘
（
２６
～
３８
ｍ
）

野
田
生
３７
８
ほ
か

野
田
生
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５０

平
成
１２
年
度
調
査
　
　
土
擴
６
　
�
ピ
ッ
ト
１
　
焼
土
８
　
北
埋
調
報
１６
４

続
縄
文
（
恵
山
・
後
北
式
）

海
岸
段
丘
（
３０
～
３５
ｍ
）

野
田
生
３０
３
ほ
か

野
田
生
５
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５１

タ
ン
ネ
ト
ウ
�
式

中
期
・
晩
期

野
田
追
川
河
岸
段
丘
（
７０
～
７５
ｍ
）

桜
野
４１
－
ほ
か

桜
野
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５２

タ
ン
ネ
ト
ウ
�
式

中
期
・
晩
期

野
田
追
川
河
岸
段
丘
（
７０
～
７５
ｍ
）

桜
野
２２
ほ
か

桜
野
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５３

円
筒
上
層
式
　
タ
ン
ネ
ト
ウ
�
式

続
縄
文
（
恵
山
）

海
岸
段
丘
（
１５
～
１８
ｍ
）

落
部
４５
９
ほ
か

浜
中
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５４

平
成
１２
・
１３
年
度
町
教
委
調
査
　
　
擦
文
焼
失
住
居

早
期
～
後
期
　
擦
文

海
岸
段
丘
（
３１
ｍ
）

栄
浜
２１
４
ほ
か

栄
浜
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５５

三
浦
・
柴
田
（
１９
８８
）　
三
浦
（
２０
０２
）

前
期
～
晩
期

海
岸
段
丘
（
１４
ｍ
）

山
越
４７
５
・
４７
６

山
越
５
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５６

三
浦
・
柴
田
（
１９
８８
）　
恵
山
式
、
後
北
式

前
期
・
中
期
・
続
縄
文

海
岸
段
丘
（
１４
ｍ
）

山
越
２１
４
・
４７
４
・
４７
５

山
越
６
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５７

三
浦
・
柴
田
（
１９
９５
）

早
・
後
・
晩
期
・
続
縄
文

海
岸
段
丘
（
１０
～
３０
ｍ
）

浜
松
１１
４
－
１
ほ
か

浜
松
５
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５８

平
成
１２
年
度
八
雲
町
教
委
調
査
　
　
住
居
跡
３
　
土
擴
７

前
期
・
中
期

海
岸
段
丘
（
４２
～
５５
ｍ
）

旭
丘
３
～
８
ほ
か

旭
丘
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
５９

平
成
１０
～
１２
年
度
調
査
　
中
期
主
体
住
居
跡
１８
　
土
擴
８８
　
北
埋
調
報
１６
２

早
期
～
後
期

海
岸
段
丘
（
２５
～
４５
ｍ
）

山
崎
１５
８
－
１
ほ
か

山
崎
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６０

平
成
１１
・
１２
年
度
調
査
　
住
居
跡
２
　
土
擴
４
　
焼
土
５
　
北
埋
調
報
１５
５

早
期
・
前
期

海
岸
段
丘
（
３０
ｍ
）

黒
岩
６９
２
－
１
ほ
か

ポ
ン
シ
ラ
リ
カ
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６１

平
成
１１
・
１２
年
度
調
査
　
北
埋
調
報
１６
５

早
期
～
後
期
、
続
縄
文

海
岸
段
丘
（
３５
～
４５
ｍ
）

山
崎
１９
５
－
１
ほ
か

山
崎
５
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６２

平
成
１２
年
度
調
査
　
住
居
跡
３
　
　
焼
土
２
ほ
か
　
北
埋
調
報
１５
５

早
期
～
後
期

海
岸
段
丘
（
４５
ｍ
）

黒
岩
２４
４

黒
岩
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６３

北
埋
調
報
１４
２
　
前
期
後
半
の
ヒ
ス
イ
製
垂
飾
り
（
糸
魚
川
産
）

早
期
～
中
期
、
続
縄
文

海
岸
段
丘
（
３８
～
４０
ｍ
）

黒
岩
２８
９
・
２９
０
・
５８
６

シ
ラ
リ
カ
２
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６４

三
浦
（
１９
８９
）　
三
浦
・
柴
田
（
１９
９１
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

海
岸
段
丘
（
４０
～
５０
ｍ
）

山
越
３９
９
～
４０
１

山
越
１０
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６５

平
成
１２
年
度
新
規
登
載
　
土
器
片
　

平
成
１２
年
新
規
登
録

海
岸
段
丘
（
３０
～
４５
ｍ
）

浜
松
２７
３
－
１
ほ
か

浜
松
７
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６６

平
成
１２
年
新
規
登
録

続
縄
文
（
恵
山
式
）

海
岸
段
丘
（
５０
～
６０
ｍ
）

浜
松
２８
０
ほ
か

浜
松
８
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６７

平
成
１２
年
新
規
登
録

海
岸
段
丘
（
３０
～
５０
ｍ
）

浜
松
３０
２
ほ
か

浜
松
９
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６８

平
成
１２
年
新
規
登
録

海
岸
段
丘
（
３０
～
４０
ｍ
）

山
越
４７
１
ほ
か

山
越
７
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
６９

昭
和
４９
年
町
文
化
財
調
査
員
が
所
在
確
認
調
査
　
三
浦
（
１９
８４
）

平
成
１２
年
新
規
登
録

海
岸
段
丘
（
３０
～
４０
ｍ
）

山
越
４３
８
ほ
か

山
越
８
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７０

平
成
１２
年
新
規
登
録
　
石
斧

中
期

海
岸
段
丘
（
２０
～
４５
ｍ
）

山
越
３２
５
ほ
か

山
越
９
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７１

平
成
１２
年
新
規
登
録

中
期

海
岸
段
丘
（
２０
～
３０
ｍ
）

野
田
生
４３
４
ほ
か

野
田
生
６
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７２

平
成
１２
年
新
規
登
録

後
期
・
晩
期
　
擦
文

海
岸
段
丘
（
１０
～
４０
ｍ
）

東
野
２５
２
ほ
か

東
野
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７３

平
成
１２
年
新
規
登
録
　
畝
状
遺
構
　
平
成
１３
年
度
八
雲
町
教
委
調
査

前
期
・
中
期

海
岸
段
丘
（
１０
～
４０
ｍ
）

栄
浜
２４
０・
入
浜
４１
１
ほ
か

栄
浜
３
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７４

平
成
１２
年
新
規
登
録

海
岸
段
丘
（
２５
～
５０
ｍ
）

栄
浜
２６
９
ほ
か
河
川
敷

栄
浜
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７５

平
成
１２
年
新
規
登
録
　
北
海
道
式
石
冠
、
す
り
石
、
た
た
き
石
、
ナ
イ
フ

前
期
（
？
）

海
岸
段
丘
（
３５
～
５０
ｍ
）

黒
岩
５９
３

黒
岩
４
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７６

平
成
１３
年
度
調
査
　
住
居
跡
２
　
土
壙
７
　
�
ピ
ッ
ト
７
　
焼
土
１４
ほ
か

中
期
～
晩
期
、
続
縄
文

落
部
川
左
岸
段
丘
（
２６
～
３８
ｍ
）

入
沢
３７
４

落
部
１
遺
跡

Ｂ
－
１６
－
７７



Ⅱ　遺跡の位置と環境

―　��　―

（北埋調報１６３、２００１）。中期前半のサイベ沢Ⅶ式・見晴町式の住居跡７軒、後期初頭の天祐寺式の住

居跡３軒が検出された。土壙は３０基あり、多くは中期前半のものである。この内２基は土壙墓、２基

はフラスコ状ピットであった。この他に焼土１７ヶ所が検出されている。

　野田生１遺跡は弥之助沢川をはさんで、山越４・９遺跡の対岸に位置する。２０００・２００１年両年にわ

たり調査された（調査年報１４、２００２）。縄文時代後期中葉を主体とする大規模な集落で、住居跡４１軒、

土壙１３７基、焼土２８ヶ所、柱穴状ピット１６２基、炭化物集中３ヶ所、フレイク・チップ集中２ヶ所、土

器集中５７ヶ所が検出されている。後期中葉の魚花澗式を中心に土器約１１万点、石器など約７万点の合計

１８万点余の遺物が出土している。微隆起線と貼瘤で文様が構成された赤彩土器や完形の石棒、漆塗り

の櫛など特徴ある遺物も出土した。

　野田生２遺跡は野田生１遺跡の南東側に無名沢をはさんで位置する遺跡で２０００・２００１年両年にわた

り調査された。縄文時代中期前半を主体とする遺跡で住居跡７軒、土壙墓５基、土壙２８基、焼土１３ヶ

所、小ピット２４基が確認された（北埋調報１６７、２００２）。このほかに、縄文時代早期アルトリ式、続縄

文時代後北式の遺物と遺構が確認された。１基の土壙は縄文時代早期のもの、焼土の内３ヶ所は続縄

文時代のものである。

　野田生４遺跡は野田生２遺跡の東側に無名沢をはさんで位置する遺跡で２０００年に調査された（北埋

調報１７１、２００２）。縄文時代中期前半のサイベ沢Ⅶ式・見晴町式が主体の遺跡で、住居跡２軒、土壙１３

基、焼土１ヶ所が検出された。土壙の内２基は中期の墓の可能性がある。また、縄文時代晩期中葉の

遺物も出土している。

　野田生５遺跡は野田生４遺跡の東側に、野田生３遺跡及び無名沢をはさんで位置する遺跡で２０００年

に調査された（北埋調報１６４、２００１）。柏木川の左岸にあり、右岸には野田生６遺跡がある。この内、

野田生３・６遺跡は縦貫道建設に伴う発掘調査が実施されなかった。野田生５遺跡は続縄文時代の恵

山式・後北式を主体とする遺跡で土壙４基、Ｔピット１基、焼土・炭化木片集中８ヶ所が確認された。

この他に、縄文時代後期の手稲式、弥生系土器、擦文式土器が少数出土している。石器ではピエス・

エスキーユがまとまって出土したことが特徴である。

　１９８７年に町教委によって調査された山越５遺跡は縄文時代晩期聖山式が主体の遺跡で土壙５基、焼

土１ヶ所が検出された。この他に縄文時代中期の円筒上層式、後期の手稲式土器とスクレイパー、た

たき石などが出土している。山越６遺跡は同じ段丘上に位置し、小沢をはさんで隣接している。続縄

文時代の後北Ｃ２式を主体とする遺跡で土壙１基、焼土２カ所が検出された。他に縄文時代前期後半

の遺物が出土している（八雲町教委、１９８８）。また、２００１年に再調査された山越５遺跡は１９８７年と同

じく縄文時代晩期を主体とし、中期の円筒上層式も出土した。遺構は中期の可能性のある小竪穴１基、

時期不明の土壙４基が検出されている（八雲町教委、２００２）。
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　発掘区の設定にあたっては、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）八雲南工事区測量図（縮尺

１０００分の１）を使用した。山越３遺跡では工事予定中心線上の中心杭である���．６０１と���．６０２を

結ぶ線を、山越４遺跡では���．５９３と���．５９４を結ぶ線を基準のＭラインとした。Ｍラインから平行

に南西へ向かって４ｍ毎にＬ、Ｋ…とし、同様に北東へ向かってＮ、Ｏ…とした。

　そして山越３遺跡では���．６０１を通りそれと直行する線を１５ラインとし、同様に４ｍ毎に北に向

かって１６、１７、１８…、南に向かって１４、１３、１２…とした。山越４遺跡では���．５９３を通りそれに直交

する線を０ラインとし、同様に４ｍ毎に北西に向かって１、２、３…とした。そして、これらの交差

する地点に杭を打設した。

　発掘区はこの４ｍ方眼を基本とし、その南側（図左上）の

交点のアルファベットと数字の組み合わせで呼称される（例：

Ｌ－５、Ｌ－６など、）。また、平坦部では調査の必要に応じ

て４ｍ方眼の発掘区を２ｍ方眼に４分割し（小発掘区）遺物

の取り上げを行った。小発掘区は杭のある側（南端）から反

時計回りにａ、ｂ、ｃ、ｄを付し、「Ｍ－５－ａ、Ｍ－６－

ｃ」のように呼称した（図Ⅲ－１）。

　Ｍラインの真北は山越３遺跡ではＮ－２８８°－Ｗ、山越４

遺跡ではＮ－２９２．５°－Ｗである。

　なお、各遺跡の詳細については第Ⅳ章、第Ⅴ章の冒頭で触

れているので、そちらを参照されたい。

（１）発掘調査の方法

　山越３・４遺跡とも発掘調査に先行し重機により耕作土、表土を除去した。表土除去の段階で山越

３遺跡は耕作による攪乱がほぼ全面に及んでいることが分かった。山越４遺跡では一部に耕作時およ

び立木伐開時の抜根による攪乱が見られたが、全般的に駒ケ岳火山灰（����）以下の包含層の残りは

良好であった。

　両遺跡とも調査計画を立てるため、先ず当初発掘調査面積の１２．５～２５％程度の調査を行った。その

結果、遺物や遺構の分布に濃淡が見られたほか、耕作やその他の削平・攪乱が広範囲に及んでいる部

分があった。この調査結果を基に、いずれの遺跡も移植ゴテを用いてⅥ層まで掘り下げる区域、主に

スコップ・ジョレンを用い遺物回収・遺構確認調査を主体とする区域、重機を併用しローム（Ⅵ層）

まで掘り下げ遺構確認調査を主体とする区域、などに分け調査を実施した。

　遺物の取り上げも包含層の残存状況や遺物の濃淡を勘案し、１グリットを４分割した小発掘区単位

で行った部分と１グリット単位で行った部分がある。これら調査方法の詳細については第Ⅳ章、第Ⅴ

章で述べている。

Ⅲ　調査の方法

１　発掘区の設定

２　調査の方法

図Ⅲ－１　発掘区の呼称
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　移植ゴテを用い調査した主たる遺物包含層については５㎝毎に掘り下げ、小発掘区単位で遺物を取

り上げるとともに、その掘り下げ回数についても明記した（例：Ⅲ層２回目など）。また、掘り下げ

る毎に遺構の確認に勤めた。

　遺構の遺物については全点の出土位置、標高、層位を計測して取り上げを行った。なお、山越３遺

跡の住居跡では１ｍ四方単位で層位を計測し取り上げたものもある。

　両遺跡ともに旧石器確認調査のためトレンチを設定し、５０㎝ほど掘り下げた。しかし、旧石器時代

の遺物は確認できなかった。

（２）整理の方法

　現地では遺物取り上げ後、水洗し大まかな分類を行い遺物台帳・遺物カードを作成した。遺物の内、

深さ５㎝単位で取り上げたものについては掘り下げ回数を台帳・カードの備考欄に書き入れた。台帳

整理が終わったものから順次注記作業を行った。土器片・定形的石器・遺構出土遺物については遺跡

名の略号（山越３遺跡＝「ＹＫ３」、山越４遺跡＝「ＹＫ４」）、発掘区（遺構名）、遺物番号、出土層

位を記した。

　平成１３年度からの室内整理作業では遺物台帳・カードの点検、台帳の補正、土器の接合・復元作業、

剥片類・礫石器の接合作業、遺物の実測および作図、集計、記録類の整理を行った。

　土器については分類の見直しを行い、接合作業を行った。接合・復元作業にあたっては同一個体の

破片を把握することに努めた。また、発掘区毎に口縁部破片を抽出し個体数を推定した。実測図では、

断面は最も器形の特徴を表している部分を表現するために９０°回転した位置で実測したもの、現存部

分を実測し復元したものもある。破片資料は文様構成・器形の分かる口縁部・胴部破片を中心に拓影

図を作成した。整理作業終了後の収納は報告書掲載のものとそれ以外のものに分けて行った。報告書

掲載のものは図版に対応するように小分けして収納し、それ以外のものは分類毎に遺構別もしくは包

含層の場合は発掘区の単位別に分け収納した。なお、包含層の資料については口縁部・底部・胴部に

分け収納し、その際同一個体と見られるものは一つにまとめた。

　石器についても分類の見直しを行い、一部の剥片や礫石器については接合作業を行った。これと並

行し完形品を中心に器種や分類に偏りの無いように選び出して実測し、この報告書掲載石器に限り最

大長・最大幅・最大厚・重さについて計測した。黒曜石製の定形的石器、剥片については原産地同定

の分析を行った（第Ⅵ章３参照）。整理終了後の収納は報告書掲載のものとそれ以外のものに分けて

行った。報告書掲載のものは図版に対応するように１点づつ収納し、それ以外のものは細分類した器

種毎に分け遺構別もしくは包含層の場合は発掘区の単位別に分け収納した。

　土層は八雲町教育委員会によるこれまでの調査および財団法人北海道埋蔵文化財センターによる長

万部町・八雲町での調査に準じて分層した。ただし、遊楽部川をはさんで八雲町の北側と南側では火

山灰の堆積状況など、土層の状況が若干異なり、また山越・野田生周辺でも地域により部分的な相違

が見られるため、山越３・４遺跡で層位の統一はしていない。

　ここではこれまでの八雲町教育委員会（『栄浜』、八雲町教委１９８３など。なお黒色土のⅢ層をさらに

細分する例が多い）、および財団法人北海道埋蔵文化財センター（『八雲町シラリカ２遺跡』北埋調報

１４２、『八雲町山崎５遺跡』北埋調報１６５）による八雲町内での調査で６層に分層した例の概要を述べ

（図Ⅲ－２）、詳細は各遺跡の記載の冒頭で述べることとする。

３　基本層序
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　　Ⅰ　層：黒褐色土（７．５��２�２）　耕作土、表土。����が混じる。

　　Ⅱ　層：駒ケ岳火山灰　����。

　　Ⅲ　層：黒色土（７．５��１．７�１～２�１）　粘性、しまり弱。乾燥するとクラックが入る。

　　Ⅳ　層：黒褐～暗褐色（７．５��１�３～３�３）　粘性は下方ほど強く、しまり強。所々に褐色火山

灰（����）が混じる。

　　Ⅴ　層：暗褐色土（７．５��３�４）　漸移層。粘性、しまり強。

　　Ⅵ　層：褐色土（７．５��４�４～４�６）　褐色ローム質土。粘性、しまり強。

　山越３遺跡ではⅣ層とⅤ層の差異が不明瞭で分層しなかった。山越４遺跡でも同様であったが����

を指標にⅣ層とⅤ層を分層した。

　なお、Ⅲ層上面には主に長万部町などに分布する褐色風成層（長万部町教委１９９９）に類似する黒褐

色土が部分的に確認された。この層の下位には�‐�ｍが混じる部分がある。これをⅡｂ層とし記載し

たが、遺物取り上げ時にはⅢ層として扱っており、ほぼⅢ層１回目がこれに該当する。

　また、Ⅵ層より下位には濁川テフラ（Ｎｇ）やクッタラテフラ（Ｋｔ）が確認される部分もあり、

便宜的にⅦ～Ⅹ層まで分層した部分もあった。

�

図Ⅲ－２　基本層序
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（１）土器の分類

　土器は縄文時代早期に属するものをⅠ群とし、以下前期をⅡ群、中期をⅢ群、後期をⅣ群、晩期を

Ⅴ群とした。続縄文時代のものはⅥ群、擦文時代のものはⅦ群である。

　また、ａ・ｂ類に２分したものはａ類が前半、ｂ類が後半を意味する。同様にａ・ｂ・ｃ類に分類

したものはａ類が前葉、ｂ類が中葉、ｃ類が後葉を意味する。

　このうち、山越３遺跡ではⅤ群、Ⅵ群、Ⅶ群に相当する資料が、山越４遺跡ではⅠ群、Ⅴ群、Ⅶ群

に相当する資料が出土していない。

［Ⅰ群］縄文時代早期に属する土器群

本群はａ、ｂの２群に分類され、さらに細分される。

ａ類：条痕文平底土器。アルトリ式に相当するもの。

ｂ類：縄文、撚糸文、組紐圧痕文、貼付文等のある土器群

　ｂ－１類：東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

　ｂ－２類：コッタロ式に相当するもの。

　ｂ－３類：中茶路式に相当するもの。

　ｂ－４類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。

［Ⅱ群］縄文時代前期に属する土器群

本群はａ、ｂの２群に分類され、さらに細分される。

ａ類：縄文尖底土器群。

ｂ類：円筒土器下層式に相当するもの。

［Ⅲ群］縄文時代中期に属する土器群

本群はａ、ｂの２群に分類され、さらに細分される。

ａ類：円筒土器上層式に相当する土器群。

　ａ－１類：円筒土器上層ｂ・ｃ式に相当するもの。サイベ沢Ⅴ式に相当するもの。

　ａ－２類：サイベ沢Ⅵ式に相当するもの。

　ａ－３類：サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するもの。

ｂ類：中期後半の土器群。

［Ⅳ群］縄文時代後期に属する土器群

本群はａ、ｂ、ｃの３群に分類される。

ａ類：天祐寺式、涌元式、入江式、トリサキ式、大津式、白坂３式に相当するもの。　

ｂ類：ウサクマイＣ式、船泊上層式、手稲式、魚花澗式に相当するもの。

ｃ類：堂林式、三ツ谷式、湯の里３式に相当するもの。

［Ⅴ群］縄文時代晩期に属する土器群

本群はａ、ｂ、ｃの３群に分類される。

４　遺物の分類
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ａ類：大洞Ｂ式、大洞Ｂ－Ｃ式に相当するもの。　

ｂ類：大洞Ｃ１式、大洞Ｃ２式に相当するもの。

ｃ類：大洞Ａ式、大洞Ａ�式に相当するもの。

［Ⅵ群］続縄文時代に属する土器群

本群はａ、ｂ、ｃの３群に分類される。

ａ類：恵山式以前に相当するもの。

ｂ類：恵山式に相当するもの。

ｃ類：後北式に相当するもの。

［Ⅶ群］擦文時代に属する土器群

（２）石器などの分類

　石器の分類は本年度刊行の『八雲町山崎５遺跡』（北埋調報１６５、２００２）の分類を踏襲し剥片石器群、

磨製石器群、礫石器群に大別した。更に従来当センターで行われている分類を参考にし、定形的石器

群をⅠ～Ⅳ、Ⅵ～�群に分け、石核・原石および定形的な石器としがたい加工痕や使用痕のある剥片

をⅤ群、同様に加工痕や使用痕のある礫・礫片を�群とした。いくつかの器種については細分類も行っ

た。

　なお、複数の器種が複合していると考えられるものは、形態をより多く残す分類もしくは下位の分

類に含めている。分類記号を用いなかったものには土製品、石製品、焼成粘土塊がある。

剥片石器群

Ⅰ群　石鏃・石槍

（Ａ類）石鏃　形態を中心に５細分した。

　１石刃鏃

　２薄手で細身のもの

　　ａ　柳葉形のもの

　　ｂ　五角形のもの

　３三角形のもの

　４木葉形のも、菱形のもの

　５有茎のもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（Ｂ類）石槍または両面加工のナイフ　尖頭部を持つ木葉形

・柳葉形のもの。形態から２細分した。

　１有茎のもの

　２無茎で菱形、木葉形のもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅱ群　石錐　形態から３細分した。

１剥片に刺突部を作り出したもの
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　２棒状のもの

　３棒状のものにつまみ部を作り出したもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅲ群　ナイフ・スクレイパー類

（Ａ類）つまみ付きナイフ　身部の加工状況から４細分した。

　１片面加工のもの

　　ａ裏面の一側縁に表面調整の打面があるもの

　　ｂ片面のみ加工のもの

　　ｃ片面の周縁を加工したもの

　２両面加工のもの

　３横形のもの

　４素材の剥片の形状を大きく変えないもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（Ｂ類）スクレイパー　連続する剥離によって刃部を作り出して

　いるもの。形態から８細分した。

　１石箆と称されるもの、箆状石器　三角形・方形に近い台形状

　　のもの。

　　ａ片面加工のもの

　　ｂ両面加工のもの

　２縦長の剥片を用い、側縁を加工したもの

　　ａ刃部が外湾するもの

　　ｂ刃部が直線的なもの

　　ｃ刃部が内湾するもの

　３横長の剥片を用い、側縁を加工したもの

　　刃部の形状からＢ２類と同じくａｂｃに細分した

　４ラウンドスクレイパー

　５エンドスクレイパー

　６尖端部のあるもの

　７抉りこみのあるもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅳ群　両面調整石器　両面が加工された石器のうち、上記分類に

　含めることができないもの。形態により３細分した。

　１円形・楕円形のもの

　２木葉形のもの

　３半円形で一方の側縁に平坦面をもつもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など
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Ⅴ群　石核、フレイク・チップ類

（Ａ類）石核

　１石核

　２石器原石と考えられるもの

（Ｂ類）加工痕・使用痕のある剥片

　１剥片に加工痕のみられるもの（Ｒフレイク）

　２剥片に使用痕のみられるもの（Ｕフレイク）

　３楔形石器（ピエス・エスキーユ）と称されるもの

（Ｃ類）フレイク・チップ

磨製石器群

Ⅵ群　石斧

（Ａ類）磨製石斧　製作技法から４細分した。

　１擦り切り技法により製作されたもの

　２打ち欠きにより整形されたもの

　３敲打（ペッキング）により整形されたもの

　４磨きのみにより整形されたもの

　５擦り切り残片

　６研磨石材

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（Ｂ類）石のみ

礫石器群

Ⅶ群　たたき石　素材の形態および、たたき痕の位置から４細分

　した。

　１棒状礫・扁平礫の一端もしくは両端にたたき痕のあるもの

　２扁平礫の周縁にたたき痕のあるもの

　３扁平礫の腹背面にたたき痕のあるもの

　４くぼみ石と称されるもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅷ群　すり石　素材の形態から５細分した。

　１断面三角形の礫の稜にすり面のあるもの

　２扁平礫の側縁にすり面のあるもの

　３半円状扁平打製石器と称されるもの

　４北海道式石冠と称せられるもの

　５円礫などの一部にすり面のあるもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など



４　遺物の分類
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Ⅸ群　石鋸・砥石

（Ａ類）石鋸　素材の断面幅が狭く、擦痕のある機能部の断面形

　がＵ字、Ｖ字状となるもの。

　１石鋸

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

（Ｂ類）砥石　機能部の形態から２細分した。

　１砥面に溝のあるもの

　２砥面が平滑かやや凹状になるもの

　９破片（細分の困難な破片）・未成品など

Ⅹ群　台石・石皿

�群　石錘　打ち欠きの位置から３細分した。

　１四ヶ所に打ち欠きをもつもの

　２長軸両端に打ち欠きをもつもの

　３短軸両端に打ち欠きをもつもの

�群　礫・礫片

　１加工痕・使用痕のある礫

　２礫・礫片



Ⅲ　調査の方法
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１　発掘区の設定

―　��　―

　発掘区の設定にあたっては、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）八雲南工事区測量図（縮尺

１０００分の１）を使用した。工事区予定中央線上の中心軸である����６０１と����６０２を結び延長して、

これを基軸のＭラインとした。Ｍラインから調査区を覆うように４ｍ間隔の平行な直線を設定し、南

西方向に平行な直線をＬ、Ｋ、Ｊ・・・ラインとし、北東方向の平行線をＮ、Ｏ、Ｐ・・・ラインとした。

そして����６０１と直交する線を１５ラインと設定した。同様に調査区を覆う４ｍ間隔の平行な直線を設

定し、北東方向の直線を１６、１７、１８・・・ラインとし、南西方向を１４、１３、１２・・・ラインとした。

そしてこれらの交差する地点に杭を打設した（図Ⅳ―１）

　なお、Ｍラインは真北に対してＮ―７２�５°―Ｗの角度である。

　この方眼の平面直角座標は第�系で以下のとおりである。（旧測量法、日本測地系による）

　����６０１　　（調査区杭番号Ｍ－１５）　Ｘ＝�１９７４６０�７３９　　　Ｙ＝７１５６�２３５

　����６０２　　　　（調査区外）　　　　Ｘ＝�１９７４３１�２８７　　　Ｙ＝７０６０�６８４

　発掘調査に先行してバックフォーにより耕作土、表土を除去した。段丘の先端部を除く調査区のほ

とんどの場所で深度耕作が行われており、包含層の残存状況はよくない。残存状況の目安となる駒ケ

岳火山灰（����）は八雲町内においては平均層厚にして３０��ほどの堆積が見られるが、調査区内で

は南側にあたる境川に向かう緩斜面においてわずかに残存しているのみであった。

　当初計画では１５ラインより北西側が遺構確認区、南東側が発掘調査区域とされていた。しかし遺構

確認調査区域においてわずかながらも包含層がプライマリーな状態で検出される部分があり、また遺

構確認調査区域である１５～１７ラインにおいて耕作土直下から大量の遺物が出土したため、調査区全体

の１０�程の面積を先行して調査を行い、その結果をみて改めて遺構確認調査の設定をすることにした。

先行調査の結果、Ｍラインと１４ラインを境にした北東側、またに１８ラインより北西側においては遺物

が希薄になることがわかった。このためＭラインと１４ラインから北東側の約１５グリッドと１８ラインよ

り北西側約７グリッドをバックフォーによって漸移層まで掘り下げ、遺構確認調査に切り替え調査す

ることにした（図Ⅳ―３）。

　また調査区の北西と南東の境界は工事範囲によったが、遺構にかかわる部分ではさらに拡張して調

査した部分もある。

�

Ⅳ　山越３遺跡の調査

１　発掘区の設定

２　発掘調査の方法

図Ⅳ－１　発掘区設定図
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図Ⅳ－２　遺跡周辺の地形と発掘区



３　基本層序

―　��　―

　土層は当センターによる八雲町シラリカ２遺跡（北埋調報１４２　２０００）の調査を参考にして以下の

ように分層した。なお、シラリカ２遺跡を始め、八雲町内で早期包含層としてしばしばみられる「暗

褐色土」（シラリカ２遺跡においてはⅣ層）は指標となる����火山灰を含めて確認できなかった。

　Ⅰ　褐灰色土（１０ＹＲ５�１）しまりあり　粘性あり（近代耕作土）

　Ⅰ´深度耕作撹乱層　ⅡからⅤ層までが混じる層

　Ⅱ　灰白色砂（１０ＹＲ８�１）����

　Ⅲ　黒～黒褐色土（１０ＹＲ２�１～２）しまりなし　粘性なし

　Ⅳ　灰黄褐～黒褐色土（１０ＹＲ４～３�２）　しまりなし　粘性なし　漸移層

　Ⅴ　明黄褐色土（１０ＹＲ６�６）ややしまりなし　粘性なし

　Ⅵ　黄橙色土（１０ＹＲ６�８）ややしまりなし　粘性なし　段丘堆積物とみられる礫を若干含む部分が

ある。

　Ⅶ　黄橙色土（１０ＹＲ６�８）ややしまりなし　粘性なし　Ⅵ層に１��～人頭大の礫を多量に含む層

図Ⅳ－３　調査区の区分

３　基本層序

図Ⅳ－４　山越３遺跡の基本層序
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―　��　―

図
Ⅳ
－
５
　
土
層
断
面
図
（
１
）

メ
イ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
①

メ
イ
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
②



３　基本層序
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Ⅳ　山越３遺跡の調査
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　山越３遺跡では、住居跡３軒、土壙１８基、焼土３ヵ所、フレイク・チップ集中域１ヵ所が検出され

ている。これらは、標高３５ｍ線を境に２ヵ所に分かれて検出されており、Ｈ－１、３、Ｐ－３，４、１０、

１２～１４、１６～１８、Ｆ－３、ＦＣ－１は段丘先端部分の沢に向かう緩斜面に位置し、Ｈ－２、Ｐ－

１，２，５～９、１１、１５、Ｆ－１，２は段丘平坦面に位置している。これは概ね遺物の分布と重なってい

る。

（１）住居跡

Ｈ－１（図Ⅳ－８～１１、表Ⅳ－１～４、図版３・４・１１・１２）

位置　Ｈ－５－ｃ・ｄ，Ｈ－６，Ｉ－５－ｄ，Ｉ－６－ａ・ｄ

規模　４１２×３７２／３６０×３０４／６４��

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ―９７°―Ｗ

確認・調査　調査区南端の緩斜面で駒ヶ岳ｄ火山灰の落ち込みを確認した。落ち込みは東西に長い楕

円形を呈し、その東側の段丘平坦面には掘上土とみられる褐色土も明瞭に観察された。落ち込みの中

心をとおるようにトレンチを設定してⅥ層まで掘り下げた結果、壁・床を確認した。発見当初は１軒

の住居と考えていたが、床面が２段になることからＨ－１と３の重複であると判断した。

　しかしＨ－１、３の境界から柱穴が検出できなかったことから、１軒の住居の可能性も否定できな

い。住居の掘上土は北東から南東方向の調査区外に延びている。

覆土　８層に分層した。１，５、６層は黒褐色土の自然堆積、３、４、８層はⅤ層起源とみられる黄褐

色土の混じる土で人為的堆積とみられる土である。

壁・床面　壁は全周で不明瞭であったが、確認できた部分では急である。床面はほぼ平坦であるが、

住居の中央からやや斜面よりの位置が円形にくぼんでいる。また基盤層であるⅦ層の礫が露出する面

まで掘り込まれており、硬い。

炉　検出されていない

付属ピット・柱穴　Ｈ－１と３の両住居跡であわせて７基の柱穴（ＨＰ－１、３、４、８、９、１２、

１４）と、８基の付属ピット（ＨＰ－２、５、６、７、１０、１１、１３、１５）を確認した。柱穴はいずれも

壁と床面の境界付近で検出されている。すべて浅く、掘り方はほとんど認められない。付属ピットは

住居を囲むように検出されている。いずれも浅く、皿状で住居に向かって緩やかに傾斜している。こ

れらの付属ピットは、竪穴住居の構造材である垂木を支えたものの可能性がある。

遺物出土状況　覆土中にⅦ層起源とみられる礫、礫片が多く出土している。その他の遺物は少ないが、

住居の南東壁において覆土１層下部から石皿（写真図版　４－１）東壁付近の覆土１層から北海道式

石冠が出土している。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片６６点、石器等１９６点（うち礫・礫片は１５８点）が出土している。床面か

ら出土した遺物はない。

　１はⅢ群ａ－３類土器、４ヵ所に弁状突起をもつやや大型の深鉢である。胴部上半のみ復元できた。

体部と突起部は横位の釣り耳状の貼り付けによって区画される。弁状突起には３本の貼付帯が横位に

つけられ、中央よりやや下に穿孔される。地文は結束第２種羽状縄文で、口唇には縄の押捺による刻

みがつけられる。２はⅢ群ａ－１類とみられる胴部片である。無文部に馬蹄形圧痕文が施され、貼付

帯上には縄の刻みがつけられる。３はⅢ群ａ－３類の突起部分である。台形状の突起に無文の貼付帯

４　遺構と遺構出土の遺物



４　遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－８　Ｈ－１・３（１）



４　遺構と遺構出土の遺物

―　��　―

がつけられる。４は平縁土器の口唇部片とみられ、Ⅲ群ａ－１の可能性のあるものである。貼付帯上

には縄線が施される。５～７はⅢ群ａ－３類である。５は箆状工具による胸骨状の数条の沈線が施さ

れるもので、口唇には同一の工具によるとみられる刻みがつけられる。

６，７は同一個体と見られる。口唇はやや丸みを帯びた切り出し状を呈し、ＲＬ斜行縄文が器面全体に

施される。１～７はすべて覆土１層から出土したものである。８、９はたたき石である。８は棒状礫

の一端に不明瞭な敲打痕があるものである。９は扁平な礫の表面中央よりやや右にずれて敲打痕があ

るものである。１０は半円状扁平打製石器である。扁平な礫の周囲を打ち欠いて整形されている。機能

部の幅は狭い。１１はすり石である。扁平な礫の側縁に弱い擦痕があるものである。１２は北海道式石冠

である。図の左側１／４程を欠損する。１３は石皿である。扁平で厚い安山岩礫のほぼ中央に使用面が

ある。使用面は円滑で、中央よりややずれた位置にくぼみがある。くぼみは人為的なものとみられ、

深さ約２��で円錐形に尖っている。８は覆土８層、１３は覆土１層下位、その他の石器は覆土１層か

ら出土している。

時期　付近の遺物出土状況、また覆土から出土する遺物から縄文時代中期前半円筒上層ｂ式～サイベ

沢Ⅶ式の時期とみられる。

図Ⅳ－９　Ｈ－１・３（２）
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図Ⅳ－１０　Ｈ－１出土の遺物（１）



４　遺構と遺構出土の遺物
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Ｈ－２（図Ⅳ－１２～１５、表Ⅳ－１～４、図版４・１２～１４・１７）

位置　Ｇ－１５－ｃ，Ｇ－１６－ｂ，Ｈ－１５－ｄ，Ｈ－１６－ａ

規模　（２５０）×（１１２）／（２２２）×（９２）／４８��

平面形　円形？

長軸方向　Ｎ―７６�５°―Ｗ

確認・調査　調査区南側の境界においてⅠ´層を調査中に深度耕作に撹乱された黒褐色土の落ち込み

を確認した。付近には風倒撹乱が多く検出されていたが、落ち込みの周囲から遺物が多く出土し遺構

の可能性があった。そのため、調査区の境界に沿って落ち込みを超える範囲でトレンチを設定してⅤ

層まで掘り下げた。その結果、壁・床を確認し、覆土とみられる土から大量の遺物が出土したため住

図Ⅳ－１１　Ｈ－１出土の遺物（２）とＨ－３出土の遺物
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居跡であることがわかった。住居跡は調査区外に延びており、一部調査範囲を拡張して全体の調査を

進めたが確認できた範囲はおそらく全体の半分以下とみられる。平面形は検出面床面ともに円形を呈

すると考えられる。

覆土　１３層に分層した。覆土１～４、６、９、１０、１２、１３層はⅤ層起源とみられる黄褐色土の粒子ま

たはブロック、もしくは炭化物片を含んでおり人為的に攪拌された土と考えられる。住居は掘込み面

付近までこの人為的堆積で覆われているが、これらの成因は１２、１３層が住居構築時の掘上土とみられ

る他は不明である。上記以外の５、７、８、１１層は自然堆積とみられる暗褐色土もしくは黒色土であ

る。

壁・床面　壁は確認できた部分では急激に立ち上がり、床面は平坦である。

炉　検出されていない

付属ピット・柱穴　検出されていない

遺物出土状況　住居中央部の覆土８層下部、覆土９層から多くの遺物が出土している。また床面から

サイベ沢Ⅶ式の完形個体（図Ⅳ－１２）が出土している。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器１４７点、フレイク・チップ１０点の他、スクレイパー２点、Ｕフレイク１０点、

半円状扁平打製石器４点、礫・礫片４点が出土している。床面からはⅢ群ａ類土器４１点の他、礫・礫

片５７点が出土している。１は床面から出土したⅢ群ａ－３類、２種２対の小さな突起がつく中型の深

鉢である。口縁部はやや外反し、胴下半部が若干張り出している。突起部は口唇部を肥厚させる際に

わずかにつまみ出して形成されたとみられ一方は台形様、他方は三角形で、指頭によるくぼみがある。

頚部に半截竹管状工具による沈線が２条めぐり、突起部を中心に四角形の文様を配しているが、やや

乱れている。地文は結束第１種羽状縄文、口唇部を肥厚させ、平坦にした部分に縄による刻みがつけ

られる。底部はやや上底になっている。２は覆土８層下部から出土したⅢ群ａ－３類、やや大型の深

鉢である。全体の１／２程残存する。突起は２種類あり正面は中央がやや尖る山形様、左方は台形を

呈する。施文方法は両者とも同じで箆状工具による沈線が突起部分を区画するように数条施され、中

央よりやや下に穿孔される。突起部分を含め口唇には縄による刻みがつけられる。地文は結束第１種

羽状縄文である。突起以外の器面全体に横位に施される。なお１，２の土器は炭化物が付着していた。

この炭化物を放射性炭素分析により年代測定したところ、１の土器の内面に付着していた炭化物２点

の分析結果はそれぞれ１４Ｃ補正年代で４４７０±４０���，４４９０±４０���（����－１６００７３，１６００７４）、２の

土器の表面に付着していたものは４３７０±４０���（����－１６００７５）の結果がでている（第Ⅵ章１）。

３はⅢ群ａ－３類の小型深鉢である。４つの小さな山形突起がつき、突起の下部には剥落しているが

２種２対の釣り耳状の貼り付けがある。地文は無節の結束第２種斜行縄文、口唇には箆状工具による

刻みが施される。４、５はⅢ群ａ－１類とみられる突起部分の破片である。台形状の突起の中央より

やや下に５ヵ所横に並んで穿孔される。穿孔部分を挟んで貼付帯がつけられ、貼付帯上には箆状工具

による刻みがつけられる。上端には粘土紐貼り付けによる鋸歯状の装飾がつけられる。５は箆状工具

による沈線、管状工具による刺突文により装飾される。６～９はⅢ群ａ－３類である。６は突起部分

がいびつなＭ字状を呈し、無文の貼付帯による文様がつけられている。地文は結束第１種羽状縄文、

口唇には縄による刻みがつけられる。７は縄文地に箆状工具による沈線で装飾される。地文は斜行縄

文に２連の結節回転文を重ねているものである。８は箆状工具による沈線のほか、円形の貼り付けが

ある。地文は結束第２種羽状縄文である。９はⅢ群ａ－３類である。山形突起の輪郭に沿って粘土紐

がつけられ、突起の中心を除いて斜行縄文が施される。口縁直下から胴部にかけて半截竹管状工具に

よる文様が描かれている。拓本土器の出土層位は４～６、９が覆土８層下、７、８が覆土３層である。



４　遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－１２　Ｈ－２と遺物出土状況図



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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図Ⅳ－１３　Ｈ－２出土の遺物（１）



４　遺構と遺構出土の遺物

―　��　―

図Ⅳ－１４　Ｈ－２出土の遺物（２）



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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１０～１２はスクレイパーである。１０は原石面が残る縦長剥片を用い、背面側右側縁に外湾する刃部がつ

くものである。１１は腹面側左側縁にやや内湾する刃部がつくもの、１２は安山岩製の横長剥片を素材と

するもので、背面の全周が細部調整される。１３～１５は半円状扁平打製石器である。１５は扁平礫の周囲

を部分的に打ち欠いたもので、未成品とみられる。石器の出土層位はすべて覆土８層下部である。

時期　床面から出土した土器から縄文時代中期前半サイベ沢Ⅶ式の時期とみられる。

図Ⅳ－１５　Ｈ－２出土の遺物（３）



４　遺構と遺構出土の遺物
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Ｈ－３（図Ⅳ－８～１１、表Ⅳ－１・４、図版４・１２）

位置　Ｈ－６－ａ・ｃ・ｄ，Ｈ－７－ａ・ｂ

規模　（３５６）×（１００）／（３２４）×（６０）／３６��

平面形　－

長軸方向　Ｎ―３０°―Ｗ

確認・調査　Ｈ－１のトレンチにおいて確認し、断面観察より古い方をＨ－３とした。ほとんどがＨ

－１と重複するため全容は不明である。また、Ｈ－１とともに、南西部にベンチ状の構造物をもつ１

軒の住居である可能性は否定できない。

覆土　２層に分層した。灰褐色土とにぶい黄褐色土の堆積である。

壁・床面　確認できた部分の壁は急で床面は平坦である。

炉　検出されていない

付属ピット・柱穴　検出されているが、Ｈ－１に属するものと明確に区分できなかったので、Ｈ－１

で述べてある。

遺物出土状況　Ｈ－１に同じく覆土中からⅦ層起源とみられる礫が多く出土している。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片２３点、すり石１点、半円状扁平打製石器１点、礫・礫片１２９点が出土

している。床面からは出土していない。

　１はすり石である。扁平礫の側縁に弱い擦痕のあるものである。２は半円状扁平打製石器である。

扁平礫の２側縁を打ち欠いたもので、幅の狭い機能部を有する。ほとんど加工されていないが、形態

上から半円状扁平打製石器とした。

時期　重複するＨ－１と覆土の色調等が類似しているため、縄文時代中期前半円筒上層ｂ式～サイベ

沢Ⅶ式の時期とみられる。

（２）土壙

Ｐ－１（図Ⅳ－１６、表Ⅳ－１、図版５）

位置　Ｋ－１４－ｂ・ｃ

規模　１４２×１０４／１１０×７０／２２��

平面形　不整形

長軸方向　Ｎ－２３°－Ｗ

確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に、深度耕作に撹乱される黒褐色土の落ち込みを確認した。長軸方向

にトレンチを設定してⅥ層まで掘り下げた結果、凸凹の壙底と緩やかに立ち上がる壁を確認して土壙

であることがわかった。

覆土　６層に分層した。自然堆積とみられる。

遺物　覆土からⅦ層起源とみられる礫が１０点出土している。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－２（図Ⅳ－１６、表Ⅳ－１、図版５）

位置　Ｉ－１４－ｃ・ｄ

規模　８４×７８／５４×４０／３４��

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－２２�５°－Ｗ



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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図Ⅳ－１６　Ｐ－１～４とＰ－３出土の遺物

Ｐ－４

Ｐ－３ Ｐ－４

Ｐ－３

（Ｐ－３）



４　遺構と遺構出土の遺物
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確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの形状が不明瞭であった

ため、長軸方向にトレンチを設定して深さにして５㎝掘り下げた時点で楕円形を呈する平面形を確認

した。そのため半截して壁、壙底を確認し、土壙であることがわかった。

覆土　５層に分層した。１～２、４層は自然堆積、３には黄褐色土が混じる黒褐色土、５層は埋め戻

しの可能性のある土である。

遺物　覆土から礫・礫片が４点出土している。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－３（図Ⅳ－１６、表Ⅳ－１・４、図版５）

位置　Ｌ－１０－ｄ，Ｌ－１１－ｄ

規模　（１１０）×（８６）／８２×（６２）／４０��

平面形　不整形

長軸方向　Ｎ－１６１°－Ｗ

確認・調査　Ｌ－１１区の調査中、Ｌ－１０区側の壁面に火山灰を伴う黒褐色土の落ち込みを確認した。

グリッドの境界に沿って掘り下げたところ凸凹の壙底、緩やかに立ち上がる壁を確認し土壙であるこ

とがわかった。壙底に段差があったため、土層を改めて確認すると重複する２つの土壙（Ｐ－３，４）

であることがわかった。先後関係から新しいほうを本遺構とした。

覆土　５層に区分した。４層以外は自然堆積である。

遺物　覆土から半円状扁平打製石器片１点、礫・礫片が１点出土している。１は半円状扁平打製石器

である。破片であるが扁平礫の周縁を打ち欠いて整形され、機能部の幅は狭い。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－４（図Ⅳ－１６、表Ⅳ－１、図版５）

位置　Ｌ－１０－ｄ，Ｌ－１１－ｄ

規模　（６０）×（３２）／（２６）×（２６）／２４��

平面形　不整形

長軸方向　Ｎ－１５０°－Ｗ

確認・調査　Ｐ－３の調査中、断面観察から重複するより古い遺構を確認し、本遺構とした。半截し

て土壙であることがわかった。壙底と壁は緩やかに連続し、椀状を呈する。

覆土　２層に区分した。黄褐色土粒子が混じる褐灰色土で構成される。　

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－５（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版５）

位置　Ｍ－１７－ａ・ｂ

規模　（６６）×（５６）／（４０）×（２５）／２０��

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－４１°－Ｗ

確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に褐灰色土の落ち込みを確認した。半截するとやや凸凹のある壙底と

急激に立ち上がる壁を確認し、土壙であることがわかった。



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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図Ⅳ－１７　Ｐ－５～８とＰ－８遺物出土状況図



４　遺構と遺構出土の遺物
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覆土　２層に区分した。褐灰色土を呈する自然堆積である。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式の時期とみられる。

Ｐ－６（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版５）

位置　Ｍ－１８－ｂ・ｃ

規模　８４×８０／６０×６０／３��

平面形　不整円形

長軸方向　Ｎ－１４５°－Ｗ

確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に風倒木痕に重複する黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの中

心を通るようにトレンチを設定してⅤ層まで掘り下げた。その結果緩やかに椀状を呈する壁・壙底を

確認し、土壙であることがわかった。

覆土　２層に区分した。黒褐色土の自然堆積である。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式の時期とみられる。

Ｐ－７（図Ⅳ－１７、表Ⅳ－１、図版５）

位置　Ｌ－１３－ａ・ｂ

規模　９４×６２／７２×４０／１６��

平面形　不整楕円形

長軸方向　Ｎ－１０４°－Ｗ

確認・調査　Ⅵ層上面を精査中に黒色土の落ち込みを確認した。半截して壁、壙底を確認して土壙で

あることがわかった。

覆土　２層に分層した。黒色土の自然堆積である。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式の時期とみられる。

Ｐ－８（図Ⅳ－１７・１８、表Ⅳ－１・３・４、図版５・１４・１５）

位置　Ｎ－１９－ｃ

規模　８８×６６／８５×６３／２４��

平面形　ほぼ円形

長軸方向　Ｎ－３１５°－Ｗ

確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に黄褐色土の混じる黒褐色土の落ち込みを確認した。半截すると覆土

中から遺物が出土し、ほぼ平坦な壙底、急激に立ち上がる壁を確認したため、土壙であることがわかっ

た。覆土が埋め戻しとみられることから、土壙墓の可能性がある。

覆土　２層に分層した。いずれもローム粒子、炭化物片が混じる人為的堆積である。

遺物　覆土１層からⅢ群ａ類土器片１８点、スクレイパー１点、Ｕフレイク１点、フレイク・チップ２

点、たたき石１点、すり石１点、台石１点、礫・礫片２点が出土している。

　１～４はⅢ群ａ－３類である。１は突起部分に貼付帯が横位に３条つけられ、貼付帯に沿って半截

竹管状工具による沈線が施される。貼付帯上には箆状工具による刻みがつけられ、突起の直下には円



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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図Ⅳ－１８　Ｐ－８出土の遺物



４　遺構と遺構出土の遺物
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形の貼り付けがつけられる。地文はＬＲの斜行縄文、口縁直下とそこから胴部にかけて２条の半截竹

管状工具による沈線が施される。口唇には縄を押捺した刻み目がある。２は突起部中央に横方向の貼

付帯が２条施されている。先端には縄を押捺した刻み目がつけられている。３は突起部分に縄線が４

条施され、口唇には縄の押捺による刻みがつけられている。地文は結束第１種羽状縄文である。４は

底部片である。縄文地に垂下し蛇行する沈線がつけられている。１は覆土２層、２～４は覆土１層か

らの出土である。５はスクレイパーである。原石面が残る剥片を用い、背面側左側縁に刃部を作出す

るものである。６はＵフレイクである。背面左側縁に微細な剥離痕がある。７はたたき石である。三

角柱状の礫の一端に敲打痕があるものである。８は石皿である。礫の表面、中心付近が使用されるも

ので、使用面は円滑である。５，６は覆土２層、７、８は覆土１層から出土している

時期　出土遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式の時期とみられる。

Ｐ－９（図Ⅳ－１９・２０、表Ⅳ－１～３、図版６・１５）

位置　Ｍ－１６

規模　１８４×１４０／１２０×１１４／２２��

平面形　不整円形

長軸方向　Ｎ－７１�５°－Ｗ

確認・調査　深度耕作撹乱を除去中に水道管埋設坑に撹乱される黒褐色土の落ち込みを確認した。落

ち込みの中心を通るようにトレンチを設定してⅤ層まで掘り下げた結果、緩やかに凸凹する壙底を確

認し土壙とした。しかし撹乱の影響で土壙の全容は不明であり、自然撹乱に伴う落ち込みの可能性も

ある。

覆土　３層に区分した。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片８１点、フレイク・チップ１点、礫・礫片４点が出土している。１～７

はⅢ群ａ－３類土器である。１は４つの台形突起がつく大型の深鉢で、突起部分には横位の貼付帯が

つけられ、中央に穿孔される。地文は結束第１種羽状縄文、口唇には縄の押捺よる刻み目がつく。２

は半截竹管状工具による沈線と円形の貼り付けがつけられる。３は突起中央に垂下する短い貼り付け

がつき、貼付帯と口唇には縄の押捺による刻みがつけられる。４は地文が結束第１種羽状縄文であり、

口唇には縄の押捺による刻みが施される。口唇端部は平坦面が作られ、やや角張っている。Ⅲ群ａ－

１の可能性もある。５はＬＲ斜行縄文が施され、口唇には縄の押捺による刻みがある。６は胴部の強

く張る壺形状の器形とみられる胴部片で、縄文地に箆状工具による横位で２条の沈線がつけられ、円

弧状を呈している。すべて覆土上面から出土している。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－１０（図Ⅳ－２０、表Ⅳ－１、図版６）

位置　Ｇ－６－ｂ・ｃ，Ｈ－６－ａ・ｄ

規模　７６×７０／５６×５４／３２��

平面形　ほぼ円形

長軸方向　Ｎ－１１°－Ｗ

確認・調査　Ｈ－３の南西壁を確認するため、トレンチを設定して掘り下げたところ、Ｈ－３とは別

の落ち込みを確認した。そのため、トレンチをさらに延長して椀状の断面形を確認し、Ｈ－３より新

しい土壙であることがわかった。



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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図Ⅳ－１９　Ｐ－９とＰ－９出土の遺物（１）



４　遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－２０　Ｐ－９出土の遺物（２）とＰ－１０～１２



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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覆土　２層に区分した。自然堆積とみられる。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片が１点出土している。１はⅢ群ａ類土器の底部付近の破片である。結

束第２種羽状縄文が横位に施文される。

時期　不明であるが覆土の色調、掘込み面などから縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－１１（図Ⅳ－２０、表Ⅳ－１、図版６）

位置　Ｎ－１８－ａ

規模　６４×（３６）／４４×２６／１６��

平面形　円形？

長軸方向　Ｎ－６７°－Ｗ

確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みは調査区外に延びていた

ため調査区境に沿って半截した。その結果、椀状の壙底、急な壁を確認し、土壙であることがわかっ

た。

覆土　３層に区分した。いずれも炭化物片あるいはⅤ層起源とみられる黄褐色土が混じっており、人

為的堆積の可能性が高い。

遺物　覆土からフレイク・チップ１点、礫・礫片１点が出土している。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式の時期とみられる。

Ｐ－１２（図Ⅳ－２０、表Ⅳ－１、図版６）

位置　Ｉ－６－ｃ

規模　１３４×１１８／６４×６６／３８��

平面形　ほぼ円形

長軸方向　Ｎ－６８°－Ｗ

確認・調査　Ｉ－７区のⅤ層上面を精査中Ｉ－６区側の壁面に褐灰色土の落ち込みを検出した。Ｉ－

６区を精査したところ、Ｈ－１の掘り上土を切る楕円形の落ち込みを確認した。落ち込みの長軸に沿

い、落ち込みの範囲を超えてトレンチを設定してⅤ層まで掘り下げた結果、２基の土壙（Ｐ－１２、１６）

であることがわかった。２基は入れ子状に重複しており、そのうち新しいものが本遺構である。

覆土　４層に区分した。自然堆積とみられる。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片１点、礫・礫片１点が出土している。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物、検出状況から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみ

られる。

Ｐ－１３（図Ⅳ－２１、表Ⅳ－１・２、図版６）

位置　Ｊ－６－ａ・ｄ

規模　１１０×６６／２０×２２／３６��

平面形　楕円形？

長軸方向　Ｎ－３５°－Ｗ

確認・調査　Ｈ－１の調査中、掘上土の厚さを確認するために北に向かってトレンチを設定した。ト

レンチをⅤ層まで掘り下げたところ、壁面に黒褐色土の落ち込みを確認した。Ｈ－１の掘上土を切っ

て作られている。断面形は概ね椀状を呈し、平面形は楕円形とみられる。



４　遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－２１　Ｐ－１３・１４とＰ－１３・１４出土の遺物



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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覆土　３層に区分した。覆土の中位である２層は炭化物片、黄褐色土の混じる土である。

遺物　覆土中からⅢ群ａ類土器片２４点が出土している。１は覆土２層から出土した破片が１７点接合し

たⅢ群ａ－３類土器である。上下の破片は接合していない。同一個体とみられる。山形の突起がつく

中型の深鉢である。縄文地に箆状工具による沈線で施文される。沈線は口縁に沿って２条、胴部上半

横位に２条施され、その間を突起中央から垂下する３条の沈線でつなげている。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物、検出状況から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみ

られる。

Ｐ－１４（図Ⅳ－２１、表Ⅳ－１・２、図版７）

位置　Ｋ－８－ｄ，Ｌ－８－ａ・ｄ

規模　１２０×１０４／７６×７０／４６��

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－５６°－Ｗ

確認・調査　Ⅳ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの中心を通るようにトレ

ンチを設定してⅤ層まで掘り下げたところ、やや袋状を呈する断面を確認し、土壙であることがわかっ

た。しかし、北東側を風倒木痕に撹乱され、壙底からは木根撹乱が検出されているため、自然撹乱の

形成に伴う自然の落ち込みである可能性もある。土壙の形状は土壙の下部が壙口よりも広がるいわゆ

るフラスコピットである。壁は確認できた部分すべてオーバーハングするが、南東側でやや角度が大

きい他は比較的緩やかである。

覆土　５層に分層した。覆土の中位の２層は褐灰色土にⅤ層起源とみられる黄褐色ブロックが混じる

人為的に攪拌された土である。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片が２６点、礫・礫片が２点出土している。１は覆土１～３層から出土し

た破片が接合したⅢ群ａ－３類土器である。上下の破片は接合していない。同一個体とみられる。底

部は円形だが上半部はいびつで、上面観は楕円形である。縄文地に２条単位の沈線で文様が描かれる。

地文は結束第１種羽状縄文で文様帯より上位は概ね横位に施文されるが、下位は縦位に施文される。

２はⅢ群ａ類土器の底部片である。結束第１種羽状縄文が施文される。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－１５（図Ⅳ－２２、表Ⅳ－１、図版７）

位置　Ｈ－１５－ａ・ｂ

規模　７２×６０／５８×４６／２０��

平面形　不整円形

長軸方向　Ｎ－２９°－Ｗ

確認・調査　Ⅳ層上面を精査中に風倒木痕を切っている黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みの

中心を通り風倒木痕の中心に向かう方向にトレンチを設定してⅥ層まで掘り下げた結果、椀状の断面

を確認し、土壙であることがわかった。

覆土　２層に区分した。自然堆積とみられる。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。



４　遺構と遺構出土の遺物
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Ｐ－１６（図Ⅳ－２２、表Ⅳ－１・３・４、図版７）

位置　Ｉ－６－ｃ・ｄ，Ｉ－７－ｂ

規模　２６８×２１０／２５０×１９０／３０��

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－７７°－Ｗ

確認・調査　確認の経緯はＰ－１２で述べたが、トレンチ調査の結果２基の入れ子状に重複する土壙を

検出した。より新しく、内側に位置するものがＰ－１２、古く外側に位置するものが本遺構である。土

壙は東西方向に長い比較的整った楕円形を呈し、壁は急で壙底は平坦である。

覆土　２層に区分した。自然堆積とみられる。

図Ⅳ－２２　Ｐ－１５・１６とＰ－１６出土の遺物
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遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片７点、頁岩原石１点、Ｕフレイク１点、フレイク・チップ１点、礫・

礫片１点が出土している。１はⅢ群ａ－３類とみられる口縁部片である。斜行縄文が施され、口唇に

は縄の押捺による刻みがつけられる。２はＵフレイクである。原石面の残る不定形な剥片を素材とし、

背面右側縁と腹面下端に連続しない微細な剥離痕がつく。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－１７（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１、図版７）

位置　Ｇ－６－ｃ

規模　８６×（３２）／５６×（２６）／４４��

平面形　楕円形？

長軸方向　Ｎ－１５０°－Ｗ

確認・調査　Ⅴ層上面を精査中に黒褐色土の落ち込みを確認した。落ち込みは調査区外に延びていた

ため、調査区境界に沿って半截した。その結果、急激に立ち上がる壁と小さな平坦面のある断面を確

認にして土壙であることがわかった。

覆土　５層に区分した。調査区外に延びる成因を特定できない２層の掘上土状を呈する褐色土の堆積

があり、それらに覆われるような状況を呈している。その他は自然堆積とみられる。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｐ－１８（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１、図版７）

位置　Ｈ－７－ａ・ｂ

規模　１０４×７４／８８×６２／３６��

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－９５°－Ｗ

確認・調査　Ｈ－１・３のＨＰ－５調査中、壙底に黒褐色土の落ち込みを確認した。半截すると壁、

床を確認でき、土壙であることがわかった。確認の状況からＨ－１・３、ＨＰ－５との先後関係は不

明である。土壙の平面形は南北に長い楕円形を呈し、壁は急であるが西側で緩くオーバーハングする。

覆土　４層に分層した。１層は埋め立てられたものである可能性がある。

遺物　覆土からⅢ群ａ類土器片７点、フレイク・チップ２点、安山岩の礫片３点が出土している。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

（３）焼土

Ｆ－１（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１、図版７）

位置　Ｈ－１６－ｄ

規模　５２×１２／３��

長軸方向　Ｎ－１３９°－Ｗ

確認・調査　Ⅳ層上面を精査中に確認した。土器集中３に隣接する不明瞭な焼土である。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。



４　遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅳ－２３　Ｐ－１７・１８、Ｆ－１～３、ＦＣ－１
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Ｆ－２（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１、図版７）

位置　Ｍ－１３－ｄ

規模　２４×１８／４��

長軸方向　Ｎ－１１８�５°－Ｗ

確認・調査　Ⅳ層上面を精査中に確認した。不明瞭な焼土である。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

Ｆ－３（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１、図版８）

位置　Ｍ－８－ｂ

規模　３４×２８／１２��

長軸方向　Ｎ－１５０°－Ｗ

確認・調査　Ⅳ層上面を精査中に確認した。不明瞭な焼土である。

遺物　出土していない。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。

（４）フレイク・チップ集中域

ＦＣ－１（図Ⅳ－２３、表Ⅳ－１、図版８）

位置　Ｌ－３－ｃ，Ｌ－４－ｂ，Ｍ－４－ａ

規模　１３０×１０２��

確認・調査　Ⅳ層上面を精査中に確認した。剥片の分布に粗密はなくまばらである。

遺物　検出面でⅢ群ａ類土器片２点、フレイク１０８点が出土している。フレイクはすべて同一母岩の

頁岩であり、長辺の長さはほぼ５㎝未満である。

時期　不明であるが周囲から出土する遺物から縄文時代中期サイベ沢Ⅶ式前後の時期とみられる。



５　包含層出土の遺物
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（１）土器

　包含層から出土した土器の総点数は６，９７２点であるが、うちⅢ群ａ類に属するものが最も多く全体の

９割以上を占める。ついでわずかであるが多い順からⅣ群ａ類、Ⅱ群ｂ類、Ⅰ群ｂ類と続いている。

　Ⅲ群ａ類の出土状態は段丘平坦面にあたる１０～１７ラインと段丘緩斜面にあたる８ライン以東に集中

している。これは遺構の検出位置にほぼ重なっている。

縄文時代早期の土器　Ⅰ群（図Ⅳ－３４－１７、図版２３、表Ⅳ－６）

　２点のみ出土している。　１７は東釧路Ⅲ式に相当するとみられる底部片である。縄文早期土器の出土

は予想していなかったので、この破片の出土したＨ－１５グリッドを中心に早期包含層とみられるⅤ層

を念入りに調査したが、この２点以外は出土しなかった。

縄文時代前期の土器　Ⅱ群（図Ⅳ－３４－１８、１９、図版２３、表Ⅳ－６）

　円筒下層式に相当するとみられる破片が１８点出土している。２は口縁部。縄による刻みのついた太

い貼付帯が文様帯と胴部を区画し、文様帯は横位の縄線によって施文される。１９は多軸絡条体の回転

文、細かい結束第２種羽状縄文によって施文される。

縄文時代中期の土器　Ⅲ群ａ類（図Ⅳ－２５～４４－１～１６、２０～７９�図版１９～３０�表Ⅳ―５，６）

Ⅲ群 a－１類（図Ⅳ－３４－２０、２１）

２０ａ・ｂは同一個体とみられるもの。ａは口縁部である。貼付帯による文様が施され、貼付帯上には

縄の押捺による刻みがつけられ、貼付帯間は三本一組の縄線により装飾される。ｂは底部である。結

束第１種羽状縄文が底部ぎりぎりまで横位に施文される。２１は口縁部である。口唇は切り出し状に整

形され口縁に沿って縄による馬蹄形圧痕文が連続施文される。

Ⅲ群ａ－３類（図Ⅳ－３４～４４－１～１６、２２～７９）

　本遺跡出土の土器にはⅢ群ａ－２類に属すると見られるものも出土している。しかし、後続するⅢ

群ａ－３類と出土層位、出土地点または文様構成においても両者を区別するのは困難であった。よっ

てここでは沈線文で文様を描くものとそうでないものに大別し、後者を①、②の２種に、前者を③～

⑥の４種に分け、施文される文様の種類と構成から古い要素とみられる順に報告する。

①　刻みのつけられた貼付帯で文様が描かれるもの（１、２２～２４）

１は４つの台形状突起がつく高さ６７．５��の大型深鉢で、土器集中５で出土した。胴部上半は口縁に

向かって緩やかに外反し、胴部は直立して底部付近で急にすぼまる。口縁直下に貼付帯が１条つけら

れる。突起部は円弧状の貼付帯によって胴部と区画され、その下には短い垂下する貼付帯がつけられ

る。突起部は横位の貼付帯が４条つけられ、突起の頂部には円弧状の短い貼付帯がつく。すべての貼

付帯には平行な縄の押捺がみられる。地文は結束第１種羽状縄文である。２２は口縁に沿って横位に縄

の押捺のついた２条の貼付帯がつけられる。口唇断面は角があり、上面は平坦で縄の押捺がつけられ

る。地文は結束第１種羽状縄文である。２３は台形突起がつくものである。突起部には３条の貼付帯が

５　包含層出土の遺物
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図Ⅳ－２４　包含層出土の土器の分布



５　包含層出土の遺物
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図Ⅳ－２５　包含層土器出土状況図（１）
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図Ⅳ－２６　包含層土器出土状況図（２）



５　包含層出土の遺物
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図Ⅳ－２７　包含層土器出土状況図（３）

Ｈ－１　掘上土
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つけられ、貼付帯上と突起から口縁にかけて箆状工具による刻みがつけられる。地文は結束第１種羽

状縄文である。２４は口縁直下に２条の貼付帯がつけられ口唇端部と貼付帯上に箆状工具による刻みが

つけられる。地文は結束第１種羽状縄文である。

②　無文の貼付帯によって文様帯が装飾されるもの（２５）

　２５は突起部分である。無文の貼付帯のみによって装飾される。口縁には縄の押捺による刻みがつけ

られる。

③～⑥は胴部に沈線により文様が描かれるものである。

③　突起部周辺に貼り付けによる文様がつけられるもの。貼り付けには刻みが施される（２～４、２６、

３５）。

　２は土器集中４・５の復元個体である。底部付近が欠けるが４つの台形突起がつく中型の深鉢で、

胴部と口縁部は緩やかに連続し、朝顔状の器形を呈する。突起部分中央に穿孔され、突起と体部は横

位の太い貼り付けによって区画される。貼り付け上には縄の押捺が横位につけられている。胴部上半

には半截竹管状工具による沈線が描かれ、縦横の沈線によって区画された文様帯には円弧状、半楕円

形を描いて沈線による文様が描かれる。地文はやや細かい結束第１種羽状縄文である。３は４つの突

起がつくやや小型の深鉢である。残存する１個の突起は上部を欠損するが、２ヵ所に穿孔され、縄に

よる刻みのつく貼り付けにより装飾される。体部は結束第１種羽状縄文が施文された後、箆状工具に

よる２条一組の沈線によって施文される。４は４つの山形突起がつく中型の深鉢である。突起部分に

のみ貼り付けによる装飾がつき、縄の押捺、箆状工具の刻み、半截竹管状工具による刺突等がつけら

れる。胴部上半には２条の箆状工具による沈線文が施され、口縁に沿うもの、突起下に円を描くもの、

胴部上半上位と下位にレンズ様になるものがある。レンズ様の文様は突起下で交わり上位の交点には

縦位の貼り付けがつく。２６は山形突起のつくもので、突起は縄が押捺された３条の貼り付けが横位に

つけられ、上端には４つの無文の短い貼り付けがつけられている。突起下には釣り耳状の貼り付けが

横位につけられ、体部には貼り付けを基点とする２条の沈線文が直線状に配されている。２７の突起部

は欠損しているが、漏斗状に整形されていたと見られる。突起下には椀状の貼り付けがある。体部は

箆状工具による刻みのついた貼り付けと２条一組の沈線による文様が施される。口唇は平坦に整形さ

れ上面には縄の押捺による刻みがつけられる。２８ａ・ｂは同一個体。台形突起の中心にドーナツ状の

貼り付けを配し上下に縄の押捺された貼り付けがつけられる。突起の上面には無文の貼り付けが４条

つけられる。口縁直下また突起下に２条一組の半截竹管状工具によって沈線による文様が描かれる。

図Ⅳ－２８　包含層土器出土状況図（４）
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図Ⅳ－２９　包含層出土の土器（１）図Ⅳ－２９　包含層出土の土器（１）
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図Ⅳ－３０　包含層出土の土器（２）
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図Ⅳ－３１　包含層出土の土器（３）
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図Ⅳ－３２　包含層出土の土器（４）
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２９は山形突起のつくもので、粘土紐を貼り付けて肥厚させ、縄が押捺されている。体部は縄文地に棒

状工具によるとみられる２条一組の沈線により文様が描かれる。３０はボタン状の突起がつくもの。突

起の周囲と口唇には縄の押捺による刻みが付けられる。３１は剥落しているが、釣り耳状の貼り付けが

付けられていたとみられる。体部には２条一組の半截竹管状工具による沈線が口縁に沿って、また貼

り付けの下端部をめぐるように施文され、その間に鋸歯状の沈線が描かれる。３２は円柱状の突起がつ

くもの。突起には箆状工具による刻みのついた釣り耳状の貼り付けがつく。３３は小ぶりの円形突起が

つくもので突起と口縁部には箆状工具による刻みが付けられる。３４は直線、直角を基調とした文様が

半截竹管状工具による沈線で描かれるものである。口唇には箆状工具による細かい刻みがつく。３５ａ・

ｂは同一個体。中型の深鉢である。

④　無文の貼付帯がつけられるもの（３６～３９）

　３６は中央が山形に尖った台形様の突起である。突起の表と内側の一部に貼り付けによる文様がつけ

られる。３７ａ・ｂは同一個体である。口唇と胴部上位にめぐらされた２本の箆状工具による沈線間に

波状の貼り付けが２段施文されている。３７ｂには垂下する鋸歯状の沈線が施文されている。３８、３９は

突起部分に円形の貼り付けがつくもので、３８は表、３９は内側に小さな貼り付けがついている。

⑤　沈線文のみで文様が描かれるもの（５～７、４０～４４）

　５は４つの小ぶりな台形突起がつく小型の深鉢である。胴部上半はやや太い箆状工具による沈線に

よる文様が描かれる。突起の一つには３条の横位の沈線が描かれ、そこから垂下する３条の沈線が描

かれるが、他方には弧状の沈線が描かれるのみである。６は土器集中１０の復元個体である。４つの山

形突起がつく中型の深鉢である。突起部には縄の押捺による沈線がつけられる。胴部の上位には２条

１単位の沈線が口縁直下からほぼ等間隔にめぐっている。７は土器集中６の復元個体。小型の深鉢で

図Ⅳ－３３　包含層出土の土器（５）
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ある。胴部と底部は接合していない。欠損しているが山形の突起がつくとみられ、口縁に沿ってつけ

られる３条１単位の沈線は突起下で弧状の文様を描いている。突起は明確ではないが３つである可能

性がある。４０ａ・ｂは同一個体。突起はＭ字状を呈し、口縁直下に２条の沈線がめぐり、そこから

「ノ」の字状の文様が描かれる。４１は口唇が角張り、胴部にのみ半截竹管状工具による直線状の沈線

が描かれるものである。４２、４３は箆状工具による鋸歯状の沈線が加えられる胴部である。全体の構成

は不明であるがここに含めた。４４は台形の突起部分である。縄文地にやや太い箆状工具による沈線文

が施文されるものである。

⑥　沈線文と管状または半截竹管状工具による刺突文がつけられるもの（４５～４８）

　４５は円弧状に描かれる２列の沈線の間に、半截竹管状工具による刺突文が連続して施文される。４６

は角張る口縁の平坦面に半截竹管状工具による刺突文が付けられるものである。４７は半截竹管状工具

による２条単位の沈線間に管状工具による刺突文がつけられる。４８は縄文地に半截竹管状工具を押し

引いて沈線状の文様が描かれるものである。

⑦　突起類（４９～６２）

　本遺跡では、さまざまな形状をした突起が多数出土した。突起のみの破片については、文様構成に

よる分類は行わず、ここに一括することにした。４９～５１は縄の押捺がつく貼付帯によって装飾される

ものである。５２は細い縄線が横位に施文される。５３は上面観が楕円形で土器の内面に向かう貫通孔が

あけられている。５４、５５は刺突文がつくものである。５４は貼付帯にそって半截竹管状工具による連続

した刺突文がつけられる。５５は棒状工具による刺突により埋められるものである。５６は無文の貼付帯

が突起に沿ってつけられるものである。５７～５９は立体的な造形によって突起が作られるものである。

５９は欠損しているが人差し指大の２つの孔が土器の内側から表面に向かってあけられている。内側の

貫通孔の周囲は棒状工具による沈線がめぐらされている。６０は石臼状に上端がへこむ２連の突起、６１

は小型のもの、突起下に横位の貼り付け、突起の頂部に横位の沈線が付けられる。６２は円形に整形さ

れるもので、整形後にＬＲ斜行縄文がつけられる。

⑧　斜行縄文または結束第２種などの縄文のみ施文されるもの（図－８～１５、６３～６６）

　８，９は台形の突起がつく小型の深鉢である。胴部上半のみ復元できた。９は突起部の中央に小さな

貼り付けがつく。両者とも口縁から突起部にかけて縄の押捺による刻みがつけられている。地文は８

が結束第１種羽状縄文、９が結束第２種羽状縄文である。１０～１５は口唇に縄の押捺による刻みが付け

られるもの。１０は大型、１１～１５は小型の深鉢である。地文は１０がＲＬ斜行縄文、１１は結束第２種斜行

縄文、１２はＬＲ斜行縄文、１３は結束第２種羽状縄文、１４は結束第１種羽状縄文、１５がＲＬ斜行縄文で

ある。６３ａ・ｂは同一個体である。地紋は結束第２種斜行縄文、口唇には縄の押捺による刻みがつく。

６４、６５は突起部に短い貼り付けがつくもの。６４は欠損している。地文はＬＲ斜行縄文。６６は壺状の器

形を呈するとみられるもの。口唇には箆状工具による刻みがつく。地文はＬＲ斜行縄文。Ⅲ群ａ－３

類ではない可能性もあるが、便宜上ここに含めた。

⑨　縄文のみのもので口唇に沈線のめぐるもの（１６、６７～７４）

　１６は４つの山形突起がつく中型の深鉢である。突起に沿ってすりなでられている。地文はＬＲ斜行

縄文である。６７は貼付帯による装飾がつくが、口縁に沿ってなでつけられているため、ここに分類し

た。土器の内側にも貼付帯による円弧状の貼り付けがある。６８は推定復元であるが、山形突起がつく

小型の深鉢である。突起の中央に小さな楕円形の貼り付けがある。地文はＲＬ斜行縄文が器面全体に

施文される。６９、７０は口縁に沿ってなでつけがみられるものである。７１、７２は口唇を肥厚させ、その

部分に沿って沈線が施文されるものである。７１は突起部分のみであるが、突起中央に円弧状の沈線が
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図Ⅳ－３４　包含層出土の土器（６）
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図Ⅳ－３５　包含層出土の土器（７）
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図Ⅳ－３６　包含層出土の土器（８）
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図Ⅳ－３７　包含層出土の土器（９）
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図Ⅳ－３８　包含層出土の土器（１０）
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図Ⅳ－３９　包含層出土の土器（１１）
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図Ⅳ－４０　包含層出土の土器（１２）
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図Ⅳ－４１　包含層出土の土器（１３）
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図Ⅳ－４２　包含層出土の土器（１４）
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図Ⅳ－４３　包含層出土の土器（１５）
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描かれる。７３ａ・ｂｃは同一個体。器面全体に斜行縄文が施文される。７４ａ・ｂも同一個体。７４ｂは

推定復元である。副突起を有する山形突起がつく。口縁に沿って縄線がつけられる。

⑩　底部片（７５～７８）

　７５～７７は底部のみの破片である。７５は結束第１種羽状縄文が横位に施文される。底部から２��ほ

どの幅で横位にすりなでがみられる。７６、７７は斜行縄文が施文される。７８は上面観が楕円形を呈する

ものである。

⑪　撚糸文が施文されるもの（７９）

　７９ａ・ｂは同一個体である。Ⅲ群ｂ類とみられるものであるが、これ以外出土していないため、便

宜的にここに含めた。撚糸文が不規則に施文される。

縄文代後期の土器（図Ⅳ－４４－８０，図版３０、表６）

Ⅳ群ａ類土器（図Ⅳ－４４－８０ａ・ｂ）

　８０ａ・ｂは同一個体である。口縁部はすりなでられ、器面に細く浅い沈線文が描かれている。

土器の胎土について

山越３遺跡出土土器の胎土に関して、表Ⅳ－８のように分類し、一覧表中に掲載した。×２０のルーペ

を用い肉眼観察したものである。鉱物に関しては目立つものについて記述した。その分類に関しては

小粒のため、角閃石、輝石の区別は明確し得たとは言い切れず、両方の可能性があるものとした。な

お、当然のことながら破片資料に関しては、含まれないとした鉱物、骨針も含む可能性がある。　

図Ⅳ－４４　包含層出土の土器（１６）
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（２）石器など

　包含層から出土した石器の総点数は２，５３１点であるが、最も多いものは礫・礫片で２，０２８点ある。そ

のうちⅦ層起源とみられる礫は２，０２８点数中１，５９１点である。

　出土した石器等のうち礫を除いた石器類は５０３点である。剥片石器は石鏃、石槍、石錐、つまみ付

きナイフ、スクレイパー、両面調整石器、Ｒフレイク、Ｕフレイク、の合計点数１０６点に対し、たた

き石、すり石、台石・石皿の礫石器の合計点数は１３６点と剥片石器の比率は極めて低い。フレイク・

チップは２５１点、石核は２点しか出土していないことからもうかがわれるが、調査区内において積極

的に剥片石器の製作を行っていないことが推測できる。このことは北海道南部の縄文時代中期前半に

通じていえることであると思われる。なお剥片石器の石材については文章中特に記載がないものは頁

岩製である。

［剥片石器群］

　石鏃（１～６）（図Ⅳ－４７、表７、図版３１）

　８点出土している。破片、未製品とみられるものはなく、黒曜石製の比率が高い。６点を図化した。

１は菱形三角鏃で両面に入念な細部調整が施される。２は茎がつくもので返しが明瞭ではないもので

ある。一部原石面が残る部分がある。３～５は比較的茎が明瞭に作られるものである。入念な細部調

整が両面にわたって施され、直線状に仕上げられる。５は主要剥離面が一部残る。６は尖頭部を欠損

しているが、返しが明瞭に作られるものである。石材は１～４までが黒曜石、５、６が頁岩である。

　石槍（７）（図Ⅳ－４７、表７、図版３１）

　１点出土している。７はＫ－４－�区のⅣ層上面で出土したもので、尖頭部を下にした状態で出土

している。両面に入念な細部調整が両面に施される。

　石錐（８）（図Ⅳ－４７、表７、図版３１）

　１点のみ出土している。８は棒状の剥片の端部を加工し、機能部を作出するものである。頁岩製で

ある。

　つまみ付きナイフ（９～１３）（図Ⅳ－４７、表７、図版３１）

　６点出土している。５点を図化した。つまみ部が明瞭でなく、あまり加工されないものが多い。９

は破片であるが、薄い縦長剥片を用い、背面の両側縁に規則的な細部調整が施されており、腹面の左

側縁にも連続する細部調整がみられるものである。１０は縦長剥片を素材とし、背面に全周する細部調

整のみられるものである。刃部は肉厚で比較的急角度である。１１、１２は剥片の形状を大きく変えずに

作られるもので、１１は全周する細部調整がみられるが、１２には加工らしき痕跡はつまみ部の整形を除

いてほとんどみられない。

　スクレイパー（１４～２９）（図Ⅳ－４７、４８、表７、図版３１）

　２９点出土している。１５点を図化した。

　１４はいわゆる箆状石器と呼ばれるものである。この１点のみ出土している。横長剥片を素材とし、

背面と腹面両側縁に細部調整が施されるものである。

　１５～２０は縦長剥片を素材とし、刃部が外湾するものである。１５，１６，１８は背面に垂直方向の稜線が

残る石刃状の剥片を素材とするものである。いずれも背面に細部調整による刃部が作られるが、１５は

両側縁、１６は右、１７は左側縁が加工されている。１８、１９は原石面を残すものである。１７は腹面と背面

の右側縁に細部調整が施されるもので、腹面側の剥離はやや粗く、階段状を呈している。背面側は比

較的丁寧である。１９は背面左側縁に細部調整がみられるものである。２０は縦横の比率の小さい不定形

な剥片を素材としており、背面右側縁に刃部が作出される。
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図Ⅳ－４５　包含層出土の石器の分布（１）



Ⅳ　山越３遺跡の調査

―　��　―

図Ⅳ－４６　包含層出土の石器の分布（２）

扁平打製石器
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　２１～２８は縦長剥片素材のうち、刃部が直線を呈するものである。２１～２５は背面側に概ね垂直な稜線

がのこる石刃状の剥片を素材とするもので、２１，２２は両側縁、２３、２４は右側縁、２５は左側縁の背面側

に刃部が作出されるものである。２６、２７は素材の原石面が残るもの。２８は剥片の右側縁にやや急角度

の刃部が作出されるものである。

　２９は縦長剥片を素材とするもののうち、刃部が内湾するものである。原石面の残る剥片を素材とし、

背面右側縁に刃部が作出され、腹面右側縁に加工がみられる。

　両面調整石器（３０）（図Ⅳ－４９、表７、図版３２）

　１点のみ出土している。３０は素材剥片の両面が調整され四角形に加工される。図の上方は折れてい

るのかもしれない。

　石核（３１、３２）（図Ⅳ－４９、表７、図版３２）

　２点出土している。すべて図化した。３１は子供の拳大の原石を用いている。打面を数回変えている

が、剥離は小さく回数も少ない。３２は流紋岩であり、石器素材を得たとは考えがたいが、直方体を呈

する原石の長辺を敲打して剥片が剥離されている。

　Ｒフレイク（３３）（図Ⅳ－５０、表７、図版３２）

　７点出土している。１点を図化した。３３は縦長剥片を素材とし、腹面の右側縁と左側縁の一部に加

工されるものである。打点付近はつまみ付きナイフ状の抉り加工が施される。加工は粗く剥離は階段

状を呈する。

　Ｕフレイク（３４～３７）（図Ⅳ－５０、表７、図版３２）

　５４点出土している。４点を図化した。３４、３５は背面に垂直な稜線が残る石刃状の縦長剥片を素材と

するものである。３４は左右両側縁に、３５は腹面側左側縁に微細剥離がみられる。３６は一部に原石面の

残る剥片を素材とするもので、連続しない剥離がみられるものである。３７は不定形な剥片を素材とす

るもので、剥片の端部に微細剥離がみられる。

［磨製石器群］

　石斧（３８、３９）（図Ⅳ－５０、表７、図版３２）

　３点出土している。２点を図化した。３８は蛇紋岩を用い、全面を敲打した後、研磨して整形される、

３９は緑色泥岩製で全面が丁寧に研磨されている。刃部は失われており、基部の敲打痕はたたき石とし

て転用された結果であるかもしれない。

［礫石器群］

　たたき石（４０～５０）（図Ⅳ－５１、表７、図版３３）

　６８点出土している。１０点を図化した。４０～４４は棒状の礫の端部を使用するものである。４０は断面形

が四角形状を呈する粘板岩質の棒状礫を用い、端部を機能部とするものである。敲打痕は弱く明瞭で

はない。図の上部と下部にわかれて出土しており、上部はＮ－１４区で出土し、下部は土器集中４に接

して出土している。４１、４２は扁平な礫を素材としたもので、よく敲打され、端部は敲打によって平滑

になっている。両者の敲打した面を水平に据えると、礫の長軸は約７０°の角度を呈する。４３は小さな

川原石を素材とし、礫の一端を使用するものである。被熱痕があり、機能部は大きくくぼんでいる。

４４は長楕円形の礫を素材とし、両端を使用するものである。４５は亜円礫の周囲に使用痕がみられるも

のである。敲打痕は連続せず、周囲を部分的に使用するもので、図の下部が最も顕著な敲打痕があり、

やや平坦に変形している。４６～４９は礫の平坦面に敲打痕のあるものである。４６、４７は敲打痕が礫の長

軸上に並ぶものである。４６は礫の平坦面の両面に都合４ヵ所のやや明瞭な敲打痕があるもので、４７は

表面のみに敲打痕が２ヵ所あるものである。４８は礫のほぼ中央に明瞭な敲打痕があるものである。敲
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図Ⅳ－４７　包含層出土の石器（１）
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図Ⅳ－４８　包含層出土の石器（２）
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図Ⅳ－４９　包含層出土の石器（３）
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図Ⅳ－５０　包含層出土の石器（４）
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図Ⅳ－５１　包含層出土の石器（５）
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図Ⅳ－５２　包含層出土の石器（６）
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図Ⅳ－５３　包含層出土の石器（７）
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打痕は狭い範囲に集中しており、礫の表面から１��程くぼんでいる。４９は三角形をした礫の中心付

近に敲打痕のあるものである。５０は長さ４��程の楕円形礫を素材とし、一端を敲打するものである。

敲打痕中には対象物の痕跡とみられる半截竹管状の溝が多数明瞭に残こる。

　すり石（５１、５２）（図Ⅳ－５２、表７、図版３３）

　５点出土している。２点を図化した。５１は断面が三角形になる礫を用い、稜の一つを使用するもの

である。５２は偏平な礫の長辺を機能部とするものである。

　半円状扁平打製石器（５３～６３）（図Ⅳ－５２、５３、表７、図版３３、３４）

　５３～６３半円状扁平打製石器である。４６点が出土しており、１１点を図化した。

　５３～５５は扁平な礫の周囲に加工が施される狭義の扁平打製石器である。５３は比較的厚手のもので機

能部を除く礫の周囲を打ち欠いて加工が施される。５４は礫の全周を打ち欠いて整形されるものである。

５５は礫の周囲を部分的に打ち欠いて整形されている。表面の中央部からやや左よりに敲打痕によるく

ぼみがあるが、先後関係は不明である。たたき石の転用品の可能性がある。５６～５８は剥片状の礫を素

材とするものである。５８は裏面左側の自然面とみられる部分に親指の先ほどのくぼみがある。　５９、

６０は礫を半割したものを素材とするもので、６１、６２は楕円形の扁平な礫を用い、長辺の稜線を使用す

るものである。機能部の幅は狭い。６３は加工されているものの使用の痕跡がないものである。棒状の

礫の長辺の１つに連続した加工が施される。礫片１点と接合している。使用された痕跡が無く、接合

した礫片も同一区で出土していることから、加工時の事故により破棄されたものとみられる。

　北海道式石冠（６４～６９）（図Ⅳ－５３、表７、図版３４）

　１３点が出土している。６点を図化した。概ね１／２以下の個体を破片として扱ったが、このうち破

図Ⅳ－５４　包含層出土の石器（８）
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片は８点である。また完形と判断されたものもすべてにおいて機能部に何らかの欠けや大きな剥離が

みられる。　　　　

　６４～６８は小島分類Ⅰ類（小島　１９９９）に分類されるもので、６４～６６は礫の表裏に敲打による溝がつ

けられ、片減りするものである。６７は機能部が平坦であるが、右辺を欠損するものである。６８は小型

品である。６９は小島分類Ⅱ類にあたるものかとみられ、上下両面に機能部のあるものである。

　台石・石皿（７０）（図Ⅳ－５３、表７、図版３５）

　台石、石皿は前述したⅦ層中に含まれる礫を利用したものがほとんどである。４点出土している。

１点を図化した。

　７０は扁平な礫を用い、礫の中心にあたる部分に機能部があるものである。機能部は円滑に磨かれて

いる。

　土・石製品（７１～７４）（図Ⅳ－５４、表７、図版３５）

　７１は土製品としたが、高師小僧かもしれない。７２は石製品である。角の丸い釣鐘様の形状で、扁平

に加工された溶結凝灰岩を素材とし両面から穿孔されるものである。上端を欠損するが５ヵ所に穿孔

されていたとみられる。７３は三角形の扁平な礫を用い、一端面に面取り状の擦痕がみられるものであ

る。７４は有孔自然石である。虫食い石とも呼ばれる。
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表Ⅳ－１　山越３遺跡　遺構一覧

時期出土遺物長軸方向平面形
　確認面　　　床（底）面　単位（��）
長軸×短軸　／　長軸×短軸　／　深さ　

位置遺構番号

Ⅲ�－１～�

Ⅲａ＝��
原石＝１

Ｕフレイク＝１
フレイク・チップ＝��

石斧片＝１
たたき石＝３
すり石＝１

半円状扁平打製石器＝３
北海道式石冠＝１
台石・石皿＝１
礫・礫片＝���
礫片（安山岩）＝��

����°��楕円形���×�������×������
�－�－�・�、�－�、�－�－�、
�－�－�・�

Ｈ－�

Ⅲ�－�

Ⅲａ＝���
スクレイパー＝２
Ｕフレイク＝３

フレイク・チップ＝��
半円状扁平打製石器＝４

礫・礫片＝��
礫片（安山岩）＝６

������°��円形？（���）×（���）����×（��）���
�－��－�、�－��－�、�－��－�、
�－��－�

Ｈ－�

Ⅲ�－�

Ⅲａ＝��
すり石＝１

半円状扁平打製石器＝１
礫・礫片＝���
礫片（安山岩）＝４

����°��－（���）×（���）����×（��）����－�－�・�・�、�－�－�・�Ｈ－�

Ⅲ�－�礫・礫片＝������°��不整形���×�������×�����Ｋ－��－ｂ・ｃ�－１

Ⅲ�－�
礫・礫片＝３
礫片（安山岩）＝１

������°��楕円形��×�����×�����Ｉ－��－ｃ・ｄ�－２

Ⅲ�－�
�半円状扁平打製石器＝
１礫・礫片＝１�

�����°��不整形（���）×（��）���×（��）����－��－��、�－��－��－３

Ⅲ�－�－�����°��不整形（��）×（��）���×（��）����－��－��、�－��－��－４
Ⅲ�－�－����°��楕円形（��）×（��）�（��）×（��）���Ｍ－��－ａ・ｂ�－５
Ⅲ�－�－�����°��不整円形��×�����×����Ｍ－��－ｂ・ｃ�－６
Ⅲ�－�－�����°��不整楕円形��×�����×�����Ｌ－��－ａ・�ｂ�－７

Ⅲ�－�

Ⅲａ＝��
スクレイパー＝１
Ｕフレイク＝１

フレイク・チップ＝２
たたき石＝１
すり石＝１
台石・石皿＝１
礫・礫片＝２

�����°��円形��×�����×�����Ｎ－��－ｃ�－８

Ⅲ�－�
Ⅲａ＝��

フレイク・チップ＝１
礫・礫片＝４

�����°��不整円形���×（���）����×������Ｍ－���－９

Ⅲ�－�Ⅲａ＝１����°��円形��×�����×������－�－�・�、�－�－�・��－１０

Ⅲ�－�
フレイク・チップ＝１
礫・礫片＝１

����°��円形？��×（��）���×（��）���Ｎ－��－ａ�－１１

Ⅲ�－�Ⅲａ＝１礫・礫片＝１����°��円形���×������×�����Ｉ－６－ｃ�－１２

Ⅲ�－�Ⅲａ＝������°��楕円形���×（��）���×（��）���Ｊ－６－ａ・ｄ�－１３

Ⅲ�－�Ⅲａ＝��礫・礫片＝２����°��楕円形���×（���）�（��）×（��）����－�－ｄ、�－�－�・��－１４

Ⅲ�－�－����°��楕円形��×�����×�����Ｈ－��－ａ・ｂ�－１５

Ⅲ�－�

Ⅲａ＝７
原石＝１

Ｕフレイク＝１
フレイク・チップ＝１
礫・礫片＝１

����°��楕円形���×�������×�������－�－�・�、��－�－��－１６

Ⅲ�－�－������°��楕円形��×（��）���×（��）���Ｇ－６－ｃ�－１７
Ⅲ�－�－�����°��楕円形���×�����×�����Ｈ－７－ａ・ｂ�－１８
Ⅲ�－�－�����°��－��×�����Ｈ－��－ｄＦ－１
Ⅲ�－�－�������°��－��×�����Ｍ－��－ｄＦ－２
Ⅲ�－�－�����°��－��×������Ｍ－８－ｂＦ－３

Ⅲ�－�
Ⅲａ＝２

フレイク・チップ＝���
����°��－���×����－�－�、�－�－�、�－�－�ＦＣ－１
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表Ⅳ－２　山越３遺跡　遺構出土復元土器一覧

備考胎土分類図版番号破片数同一個体器高底径口径破片数接　　合分類遺構名掲載番号

�����

�－�・��・覆土×�
�－�（�－���・�・覆土×�
�－����－��・�・覆土×�
�－�・��・覆土�下×�
�－�（��－��・�・覆土×�
�－����－���・�・覆土×�
�－�・��・トレンチ×�
�－�・��・覆土下×�
�－�・�・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－ｃ－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－��・風倒×�
�－��－�・Ⅰ×�
�－��－�－��・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－��－�・Ⅰ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�

������－��������

�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�（�－���・�・覆土×�
�－�（��－��・�・覆土×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－��－��

備考胎土分類図版番号破片数同一個体器高底径口径破片数接　　合分類遺構名掲載番号

補正炭素年代����～��±�����Ｃ��・����������������

�－�・�・覆土×�
�－�・�・覆土�×�
�－�・�・床×��
�－�・覆土×�
�－�－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－��－��

補正炭素年代����±�����Ａ���
�－�・��・覆土�下×�
未注記×�������－��������

�－�・�・床×�
�－�・�・覆土�×�
�－�・��・覆土�×��
�－�・��・覆土�×��
未注記×�

Ⅲａ－��－��

Ｃ����－��－�－�・Ⅲ風倒×������������������

�－�・��・覆土�下×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ風倒×��
�－��－�・Ⅰ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－��－��

Ｈ－１出土復元土器

Ｈ－２出土復元土器�

備考胎土分類図版番号破片数同一個体器高底径口径破片数接　　合分類遺構名掲載番号

Ａ�����

�－�・�・上×��
�－�・�・覆土×�
�－��－�・Ⅰ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�・Ⅰ×��
�－��－�－�・Ⅲ風倒×�
�－��－�－�・Ⅲ風倒×�
�－��－�－�・Ⅲ×��
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－��・Ⅲ×�
�－��－�・｡ ×�
�－��－�・Ⅲ×�
�－��－�・Ⅰ×�
未注記×�

������－��������

�－�・�・上×�
�－��－ｃ－�・Ⅲ×�
�－��－ｄ－�・Ⅲ×�
�－��－�・Ⅲ×�
�－��－��・Ⅲ×�
�－�・�・覆土�×�
�－�・�・上×��
�－��－�－�・Ⅲ風倒×�
�－��－�－�・Ⅲ風倒×�

Ⅲａ－３�－��

備考胎土分類図版番号破片数同一個体器高底径口径破片数接　　合分類遺構名掲載番号

Ａ����

�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－��・Ⅲ×��
�－�－�－��・Ⅲ×��
�－�－ｃ－�・Ⅲ×��
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－��・�・覆土�×�
�－�－�－��・Ⅲ×�
（未注記）

�����������������

�－�－�－��・Ⅲ×��
�－�－�－�・Ⅲ×��
�－�－�－��・Ⅲ×��
�－�－�－��・Ⅲ×�
�－��・�・覆土�×��
未注記×�

Ⅲａ－３�－���

Ｐ－９出土復元土器

Ｐ－１３出土復元土器

備考胎土分類図版番号破片数同一個体器高底径口径破片数接　　合分類遺構名掲載番号

Ａ����������������������

�－��・�・覆土�×�
�－��・�・覆土�×�
�－��・�・覆土�×�
�－��・�・覆土�×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ風倒×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�・Ⅰ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅰ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－３�－���

����

�－�・�・覆土�×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�・Ⅰ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�

����������

�－��・�・覆土�×�
�－��・�・覆土�×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�

Ⅲ��－���

Ｐ－１４出土復元土器
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表Ⅳ－３　山越３遺跡　遺構出土拓本掲載土器一覧

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
Ｈ���覆土����－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土����－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土����－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土����－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土����－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土����－�Ⅲａ－��

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号

Ｅ���

Ｐ－�・��・覆土�×�
Ｐ－�・�・覆土�×�
Ｐ－�・��・覆土�×�

覆土���Ｐ－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土���Ｐ－�Ⅲａ－��

Ｂ���覆土��Ｐ－�Ⅲａ－��

Ａ���
Ｐ－�・�・覆土�×�
Ｐ－�・�・覆土�×�

覆土��Ｐ－�Ⅲａ－��

Ｈ－１拓本掲載土器一覧（図Ⅳ���）

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
����覆土�下���－�Ⅲａ－��

����覆土�下���－�Ⅲａ－��

����覆土�下���－�Ⅲａ－��

Ａ���覆土���－�Ⅲａ－��

����覆土���－�Ⅲａ－��

����覆土�下���－�Ⅲａ－��

Ｈ－２拓本掲載土器一覧（図Ⅳ���）

Ｐ－８拓本掲載土器一覧（図Ⅳ���）

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
����上面�Ｐ－�Ⅲａ－��

Ａ���上面�Ｐ－�Ⅲａ－��

Ａ���上面��－�Ⅲａ－��

Ａ���Ｐ－�・�・覆土�×�上面�Ｐ－�Ⅲａ－��

Ａ���Ｌ－��－�・Ⅰ×�　上面�Ｐ－�Ⅲａ－��

Ｐ－９拓本掲載土器一覧（図Ⅳ���）

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
Ａ���覆土��Ｐ－��Ⅲａ�

Ｐ－��拓本掲載土器一覧（図Ⅳ���）

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
Ａ���覆土�Ｐ－��Ⅲａ－��

Ｐ－��拓本掲載土器一覧（図Ⅳ���）

表Ⅳ－４　山越３遺跡　遺構出土掲載石器一覧

備考図版番号石質重さ（ｇ）厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）層位遺物番号分類器種名掲載番号

��安山岩���������������フク８��Ⅶ１たたき石�

��安山岩����������������フク１��Ⅶ３たたき石�

��安山岩���������������フク１��Ⅷ２すり石��

��安山岩�����������������フク１��Ⅷ３半円状扁平打製石器��

��安山岩���������������フク１�Ⅷ４北海道式石冠��

��安山岩��������������������フク１下��Ⅹ石皿��

Ｈ－１掲載石器

備考図版番号石質重さ（ｇ）厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）層位遺物番号分類器種名掲載番号

��頁岩�������������フク８下��ⅢＡ２ａスクレイパー２ａ��

��頁岩�������������フク８下��ⅢＡ２ｃスクレイパー２ｃ��

��安山岩�������������フク８下��ⅢＡ３ａスクレイパー３ａ��

��安山岩���������������フク８下��Ⅷ３�半円状扁平打製石器��

��安山岩����������������フク８下��Ⅷ３�半円状扁平打製石器��

��安山岩���������������フク８下��Ⅷ３５石皿��

Ｈ－２掲載石器

備考図版番号石質重さ（ｇ）厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）層位遺物番号分類器種名掲載番号

��安山岩��������������フク２��Ⅶ２すり石�

��安山岩���������������フク２�Ⅶ３半円状扁平打製石器�

Ｈ－３掲載石器

備考図版番号石質重さ（ｇ）厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）層位遺物番号分類器種名掲載番号

��安山岩����������������フク４�Ⅶ３１半円状扁平打製石器�

Ｐ－３掲載石器

備考図版番号石質重さ（ｇ）厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）層位遺物番号分類器種名掲載番号

��頁岩�������������フク２��ⅢＡ２ａスクレイパー２ａ�

��頁岩�������������フク２��ⅤＢ２ａＵフレイクＡ�

��安山岩�����������������フク１��Ⅶ１たたき石�

��安山岩�����������������フク１��Ⅹ石皿�

Ｐ－８掲載石器

備考図版番号石質重さ（ｇ）厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）層位遺物番号分類器種名掲載番号

��頁岩�������������覆土�ⅤＢ２ｃＵフレイクＣ�

Ｐ－１６掲載石器



Ⅳ　山越３遺跡の調査
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表Ⅳ－５　山越 3遺跡　包含層出土復元土器一覧
備考胎土分類図版番号破片数同一個体器高底径口径破片数接　　合分類掲載番号

補正炭素年代����±�����������

Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×���
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×��
不明×��

���������������

Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×���
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×��
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－��

�����

Ｈ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｈ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｈ－��－ａ－��・Ⅲ×�
Ｈ－��－ａ－��・Ⅲ風倒×�
Ｈ－��－�・Ⅰ×�
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ風倒×�
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ風倒×�
Ｉ����ａ��・Ⅲ×�

������－��������

Ｈ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｈ－��－ａ－��・Ⅲ×��
Ｈ－��－ａ－��・Ⅲ風倒×�
Ｈ－��－ａ－��・Ⅲ風倒×�
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ風倒×�
Ｉ－��－ａ－�・Ⅲ×��
Ｉ����ｄ��・Ⅲ×��

Ⅲａ－��

����

Ｊ－��－ｂ－��・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｍ－��－�・Ⅰ×�
Ｎ－��－�・Ⅰ×�

������������������

Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－��・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－�・Ⅲ風倒×��
Ｊ－��－��・Ⅲ風倒×�
Ｉ�����・Ⅰ×�

Ⅲａ－��

���・���������������
Ｊ－��－�・Ⅲ風倒×��
Ｊ－��－�・Ⅲ風倒×�

Ⅲａ－��

����Ｌ－�－ｄ－�・Ⅲ×����������������

Ｋ－�－�・Ⅰ×�
Ｌ－�－ａ－�・Ⅰ×�
Ｌ－�－ｄ－�・｣ ×��

Ⅲａ－��

補正炭素年代����±��������・����

Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ×��
Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ風倒×�
Ｉ－�－ａ－�・Ⅲ×�

��������������

Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ×��
Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ風倒×�
Ｉ－�－ｃ－�・Ⅲ風倒×��
Ｉ－�－ｃ－��・Ⅲ×�
Ｉ－�－ｄ－�・Ⅲ風倒×�

Ⅲａ－��

口縁胴部と底部に分離�����

Ｉ－�－ｂ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－�・Ⅰ×�
Ｊ－��－ｂ－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－ｂ－�・Ⅲ×��
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�

�����������������
Ｊ－��－�・Ⅰ×�
Ｊ－��－ｂ－�・Ⅲ×��

Ⅲａ－��

����
Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｎ－��－�・Ⅲ×�

������－��������

Ｊ－��－��・Ⅲ風倒×�
Ｋ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｋ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｋ－��－�・Ⅰ×�

Ⅲａ－��

����

Ｉ－�－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－�－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－�・Ⅰ×�
Ｋ－��－�・Ⅰ×�

������－��������

Ｉ－�－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｉ－�－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－�－ｂ－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－�－�・Ⅰ×�
Ｊ－�－ａ－�・Ⅲ×�
Ｊ－�－ｂ－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－�－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｊ－�－�・Ⅰ×�
Ｊ－��－ｂ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－�・Ⅰ×�
Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×
Ｊ－��－ｃ－��・Ⅲ×�
Ｋ－��－ａ－�・×�

Ⅲａ－��

����
Ｌ－��－ｄ－�・Ⅰ×�
Ｌ－��－�・Ⅰ×�

������������������

Ｋ－��－ｂ－�・Ⅲ×�
Ｌ－�－ｂ－�・Ⅰ×�
Ｌ－��－ａ－�・？×�
Ｌ－��－ｄ－�・Ⅰ×��
Ｌ－��－�・Ⅰ×��

Ⅲａ－���

����

Ｊ－��－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�

�����������������

Ｊ－��－�・Ⅰ×�
Ｊ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ａ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ａ－�・Ⅲ×��
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－���

�����

Ｌ－�－ａ－�・Ⅰ×�
Ｌ－�－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｌ－�－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｌ－�－ｃ－�・Ⅲ×�

���������������

Ｋ－�－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｌ－�－ａ－�・Ⅰ×２
Ｌ－�－ａ－�・Ⅲ×�
Ｌ－�－ｄ－�・Ⅲ×８
Ｌ－�－�・Ⅰ×�

Ⅲａ－���

����
Ｊ－�－ａ－�・Ⅲ×�
Ｖ－�－ｃ－�・Ⅲ×�

������－��������
Ｊ－�－ａ－�・Ⅲ×��
Ｖ－�－ｃ－�・Ⅲ×�

Ⅲａ－���

�����

�－��－�・Ⅲ風倒×�
�－��－ｃ－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－��－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�

�������������������

Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ風倒×�
Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×��
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－��・Ⅲ風倒×�

Ⅲａ－���

����

�－�－�－�・Ⅲ風倒×�
�－�－�－�・Ⅲ風倒×�
�－��－�－�・Ⅲ風倒×�

�������������������

�－�－�－�・Ⅲ風倒×�
�－�－�－�・Ⅲ風倒×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ風倒×�
�－�－�－�・Ⅲ風倒×��
�－��－�－�・Ⅲ風倒×�
�－�－�－�・Ⅲ風倒×�

Ⅲａ－���

����

�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－��－�・Ⅰ×�

����������������

�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�・Ⅰ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅰ×�

Ⅲａ－���
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表Ⅳ－６　山越３遺跡　包含層出土拓本掲載土器一覧
備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号

Ｈ���Ⅰ�Ｈ－��Ⅰｂ－���

Ｉ���Ⅲ�Ｉ－��－ｄⅡｂ��

Ｈ���Ⅰ�Ｋ－�Ⅱｂ��

Ｄ���Ⅲ�Ｈ－��－ｃⅢ�－����

Ｄ���

Ｋ－�－ａ－�・Ⅲ×�
Ｋ－�－ａ－�・Ⅲ×�
Ｋ－�－ａ－�・Ⅲ風倒×�

Ⅲ�Ｋ－�－ａⅢ�－����

Ｄ���
Ｌ－�－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｌ－�－ｃ－�・Ⅲ×�

Ⅲ�Ｋ－�－ｃⅢ�－���

Ａ���Ⅰ�Ｊ－��Ⅲ�－���

Ｊ���Ⅳ��－��－�Ⅲ�－���

Ｊ���
Ｍ－�－ａ－�・Ⅲ×�
Ｍ－�－ａ－�・Ⅲ×�

Ⅲ�Ｍ－�－ａⅢ�－���

Ａ���Ⅲ風倒�Ｋ－�－ｂⅢ�－���

Ｄ���Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�Ⅰ�Ｊ－��Ⅲ�－���

Ａ���
Ｈ－��－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｈ－��－�・Ⅰ×�

Ⅲ�Ｈ－��－ａⅢ�－���

Ｂ���Ⅲ�Ｍ－��－ａⅢ�－����

Ｂ���Ｍ－��－�・Ⅰ～Ⅲ×�Ⅰ�Ｍ－��Ⅲ�－����

Ａ���
�Ｈ－��－ｃ－�・Ⅲ×�

未注記×�
Ⅲ�Ｈ－��－ｃⅢ�－���

Ｅ���Ｈ－��－ｄ－��・Ⅲ風倒×�Ⅲ風倒�Ｈ－��－ａⅢ�－���

Ａ�����－��－�－��・Ⅲ×��Ⅲ��－��－�Ⅲ�－���

Ａ���Ⅲ�Ｈ－��－ｄⅢ�－���

Ｈ����Ⅰ�Ｋ－��－ｂⅢ�－���

Ａ���Ｋ－��－ａ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｋ－��－ｄⅢ�－���

Ｃ���Ｎ－��－ｄ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｎ－��－ｄⅢ�－����

Ｃ����Ⅲ�Ｎ－��－ｄⅢ�－����

Ａ���Ⅲ風倒�Ｎ－��－ｃⅢ�－���

Ａ���Ⅲ風倒�Ｌ－�－ｂⅢ�－����

Ａ���Ⅲ風倒�Ｌ－�－ｂⅢ�－����

Ａ���Ⅰ�Ｌ－��Ⅲ�－���

Ｃ���Ⅰ�Ｍ－��Ⅲ�－���

Ａ���Ⅲ風倒�Ｉ－�－ｂⅢ�－����

Ａ����Ⅲ風倒�Ｉ－�－ｂⅢ�－����

Ｂ���Ⅰ～Ⅲ�Ｍ－��Ⅲ�－���

Ａ���Ⅰ�Ｈ－��Ⅲ�－���

Ａ���Ｈ－��－ｄ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｈ－��－ｄⅢ�－���

Ｈ���Ⅰ�Ｍ－��Ⅲ�－���

Ａ���Ⅲ�Ｊ－��－ｃⅢ�－���

Ａ���Ⅲ�Ｍ－��－ｃⅢ�－���

Ｂ���Ｈ－�－ａ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｈ－�－ｄⅢ�－���

Ｂ���Ⅲ�Ｍ－��－ｃⅢ�－���

Ｈ���Ⅲ�Ｈ－�－ａⅢ�－���

Ａ���Ⅰ�Ｉ－��Ⅲ�－���

Ｅ���Ⅲ�Ｈ－��－ａⅢ�－���

Ａ���Ⅰ�Ｎ－��Ⅲ�－���

Ｃ���Ⅰ�Ｎ－��Ⅲ�－���

備考胎土分類図版番号破片数接合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号
Ｅ���Ⅲ�Ｍ－��Ⅲ�－���

Ｂ����表採Ⅲ�－���

Ａ���Ⅰ�Ｌ－��Ⅲ�－���

Ａ���Ⅲ�Ｈ－��－ｃⅢ�－���

Ａ���Ⅲ�Ｈ－��－ｃⅢ�－���

Ａ���Ⅰ�Ｌ－��Ⅲ�－����

Ａ���Ⅰ�Ｌ－��Ⅲ�－����

Ｅ���Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×�Ⅰ�Ｊ－��Ⅲ�－���

Ｊ？���Ⅲ�Ｋ－��－ｄⅢ�－���

Ｊ���Ⅲ�Ｊ－��－ｂⅢ�－���

Ｃ���Ｍ－��－�・Ⅰ×�Ⅲ�Ｍ－��－ａⅢ�－����

Ｃ���Ｍ－��－�・Ⅰ×�Ⅲ�Ｍ－��－ａⅢ�－����

Ｅ���
Ｉ－��－ｄ－�・Ⅲ風倒×�

Ｉ－��－�・Ⅰ×�
Ⅲ�Ｉ－��－ｂⅢ�－���

Ｊ���Ⅲ�Ｋ－�－ｃⅢ�－����

Ｊ���Ｋ－�－ｃ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｋ－�－ｃⅢ�－����

Ａ？���Ⅲ��Ｈ－��－ａⅢ�－���

Ａ��Ⅲ�－���

Ｅ����

�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�
�－�－�－�・Ⅲ×�

Ⅲ��－�－�Ⅲ�－���

Ｄ���Ⅲ風倒�Ｉ－�－ｂⅢ�－���

Ｄ���Ｌ－�－ｄ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｌ－�－ｄⅢ�－����

Ｄ���Ⅲ�Ｌ－�－ｂⅢ�－����

Ａ���Ⅲ風倒�Ｊ－��－ｄⅢ�－���

Ａ����Ｉ－�－ｂ－�・Ⅲ×��Ⅲ�Ｉ－�－ｂⅢ�－����

Ａ����
Ｉ－�－ｂ－�・Ⅲ×�
Ｉ－�－ｂ－�・Ⅲ×��

Ⅲ�Ｉ－�－ｂⅢ�－����

Ｈ���Ⅲ��Ｊ－�－ｂⅢ�－����

Ａ���

Ｊ－�－ｂ－�・Ⅲ×�
Ｊ－�－ｂ－��・Ⅲ風倒×�
Ｊ－�－ｂ－��・Ⅲ×�

Ⅲ�Ｊ－�－ｂⅢ�－����

Ａ���
Ｊ－�－�・Ⅰ×�
Ｊ－�・Ⅰ×�

Ⅲ�Ｊ－�－ａⅢ�－����

Ｄ����－�－�－�・Ⅲ×�Ⅲ��－�－�Ⅲ�－����

Ｄ���Ⅲ��－�－�Ⅲ�－����

Ｄ����

Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｊ－��－ｃ－�・Ⅲ×�

風倒�Ｊ－��－ｄⅢ�－���

Ａ����Ⅲ風倒�Ｊ－��－ｃⅢ�－���

Ｅ���Ｍ－��－ｄ－��・Ⅲ×�Ⅲ�Ｍ－��－ｄⅢ�－����

Ｅ����

Ｍ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｍ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｍ－��－ｄ－�・Ⅲ×�
Ｍ－��－ｄ－��・Ⅲ×�

Ⅰ�Ｍ－��－ｄⅢ�－����

Ｅ���Ⅰ�Ｍ－��Ⅲ�－���

Ｆ���Ⅲ�Ｍ－��－ａⅢ�－����

Ｆ����Ｍ－��－ａ－�・Ⅲ×��Ⅲ�Ｌ－�－ｃⅢ�－����

Ｇ���Ｋ－��－�・Ⅰ×�Ⅲ�Ｋ－��－ａⅣ����

Ｇ���Ｋ－��－ａ－�・Ⅲ×�Ⅲ�Ｋ－��－ａⅣ����

表Ⅳ－７　山越３遺跡包含層出土掲載石器一覧

備考図版番号石質重さ（ｇ）
厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）

層位遺物番号発掘区分類器種名掲載番号

��黒曜石����������������Ⅲ�Ｋ－９－ｃＩＡ４石鏃�

��黒曜石����������������Ⅲ��Ｊ－１２－ｃＩＡ５石鏃�

��黒曜石����������������Ⅲ�Ｍ－１６－ｂＩＡ５石鏃�

��黒曜石����������������Ⅰ�Ｍ－１１ＩＡ５石鏃�

��頁岩����������������Ⅲ�Ｊ－１０－ｄＩＡ５石鏃�

��頁岩����������������Ⅲ�Ｈ－６－ｄＩＡ５石鏃�

��黒曜石������������������Ⅳ上�Ｋ－４－ｂＩＢ２石槍�

��頁岩����������������Ⅲ風倒�Ｋ－７Ⅱ１石錐�

��頁岩����������������Ⅰ�Ｍ－１４ⅢＡ��つまみ付ナイフ片�

��頁岩����������������Ⅰ�Ｍ－１３ⅢＡ１ｃつまみ付ナイフ��

��頁岩����������������Ⅲ�Ｉ－６－ｂⅢＡ１ｃつまみ付ナイフ��

��頁岩�����������������Ⅰ�Ｌ－１６－ｃⅢＡ４つまみ付ナイフ��

��頁岩����������������Ⅲ�Ｌ－６－ｃⅢＡ４つまみ付ナイフ��

��頁岩�����������������Ⅰ�Ｋ－８ⅢＢ１ａ箆状石器��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｉ－１７－ａⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｋ－１３－ａⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｈ－１６－ｄⅢＢ２ａスクレイパー���

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｍ－１４－ａⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｌ－５－ｂⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｈ－７－ｃⅢＢ２ａスクレイパー���

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｋ－５－ｂⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅰ�Ｌ－１６－ｄⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ風倒�Ｊ－１３－ｃⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｊ－１５－ｂⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｌ－１５－ｂⅢＢ２ｂスクレイパー���

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｈ－７－ｂⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｍ－１５－ａⅢＢ２ｂスクレイパー���

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｌ－１７－ｂⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ�Ｉ－６－ｂⅢＢ２ｃスクレイパー���

��流紋岩？�����������������Ⅰ�Ｈ－４Ⅳ３両面調製石器片��
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備考図版番号石質重さ（ｇ）
厚さ
（��）

幅
（��）

長さ
（��）

層位遺物番号発掘区分類器種名掲載番号

��頁岩�������������������表採ⅤＡ１石核��

��頁岩�������������������Ⅰ�Ｉ－１４ⅤＡ１石核��

��頁岩�����������������Ⅲ��Ｋ－５－ｃⅤＢ１Ｒフレイク��

��頁岩�����������������Ⅲ風倒�Ｉ－１３－ａⅤＢ２ａＵフレイクＡ��

��頁岩������������������Ⅲ�Ｌ－１５－ｂⅤＢ２ａＵフレイクＡ��

��頁岩������������������表採ⅤＢ２ｂＵフレイクＢ��

��頁岩�����������������Ⅰ�Ｊ－１６ⅤＢ２ｃＵフレイクＣ��

��片岩��������������������表採ⅥＡ石斧�����

��緑色泥岩��������������������表採ⅥＡ石斧�����

Ｎ���・�と接合����砂岩�������������������Ⅲ��Ｈ－１５－ａⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ�Ｊ－４－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ�Ｈ－１３－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ��Ｈ－１６－ａⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅰ�Ｉ－１４Ⅶ１たたき石���

��安山岩�������������������Ⅲ�Ｋ－１３－ｂⅦ２たたき石���

��安山岩�������������������Ⅲ�Ｋ－７－ｄⅦ３たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ風倒�Ｋ－６－ａⅦ３たたき石��

��安山岩������������������Ⅰ�Ｈ－５Ⅶ３たたき石��

��安山岩������������������Ⅰ�Ｊ－５Ⅶ３たたき石��

��砂岩����������������Ⅰ�Ｋ－１６Ⅶ４たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ�Ｊ－４－ｃⅧ１すり石��

��安山岩������������������Ⅲ�Ｉ－１３－ｂⅧ２すり石片��

��安山岩�������������������Ⅲ�Ｌ－５－ａⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩��������������������Ⅲ�Ｋ－５－ｂⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩��������������������Ⅲ風倒�Ｉ－５－ｂⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩������������������Ⅲ�Ｍ－１６－ｂⅧ３半円状扁平打製石器��

��閃緑岩�������������������Ⅰ�Ｋ－１３Ⅷ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�������������������Ⅲ風倒��Ｈ－１５－ａⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�������������������Ⅰ�Ｊ－３Ⅷ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�������������������Ⅲ
�

�

Ｇ－６－ｂ
Ｇ－６－ｃ

Ⅷ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�����������������Ⅲ�Ｋ－５－ｃⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�����������������Ⅲ�Ｈ－７－ｂⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�����������������Ⅲ�Ｊ－４－ｂⅧ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�����������������Ⅲ�Ｋ－３－ｄⅧ４北海道式石冠��

��流紋岩�������������������Ⅰ�Ｎ－１５Ⅷ４北海道式石冠��

��安山岩�����������������Ⅲ�Ｍ－１６Ⅷ４北海道式石冠��

��安山岩�����������������Ⅲ�Ｉ－６－ｃⅧ４北海道式石冠��

��安山岩����������������ⅠＨ－１６－５Ⅷ４北海道式石冠��

��安山岩����������������ⅢＮ－１４－８Ⅷ４北海道式石冠��

��安山岩��������������������Ⅰ～ⅢＮ－１９－２Ⅹ石皿��

��－��������������Ⅳ�Ｋ－１４－ｄ土製品片��

��軽石���������������Ⅲ�Ｍ－１５－ｄ石製品��

��泥岩���������������Ⅲ�Ｌ－６－ａ石製品��

��砂岩����������������Ⅲ�Ｉ－１３－ａ有孔自然石��

表Ⅳ－８　山越３遺跡土器胎土観察表

時期
焼成

（良・不良）
砂粒鉱物海綿骨針繊維の量

Ⅲ群ａ－�類良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

－（見えない）なし無いか少量胎土Ａ

Ⅲ群ａ－�類良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

－あり（少量）無いか少量胎土Ｂ

Ⅲ群ａ－�類良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

輝石
角閃石（少量）

あり（少量）無いか少量胎土Ｃ

Ⅲ群ａ－�類良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

角閃石
輝石（多量）

なしあり胎土Ｄ

Ⅲ群ａ－�類良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

輝石
角閃石（少量）
石英（少量）

なし無いか少量胎土Ｅ

Ⅲ群ａ－�類良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

輝石
角閃石（少量）

ありなし胎土Ｆ

Ⅳ群ａ類良好細粒の砂を若干含む
輝石

角閃石（少量）
長石（少量）

なしなし胎土�

Ⅰ群ｂ類
Ⅱ群ｂ類
Ⅲ群ａ－�類

良好
概ね�㎜以下の砂粒、
白色岩片を含む

－なし若干あり胎土�

Ⅱ群ｂ類良好なし
石英（少量）
磁鉄鉱（少量）

なし多量胎土�

Ⅲ群ａ－３類良好なし石英（多量）なし無いか少量胎土�
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　発掘区の設定にあたっては、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）八雲南工事区測量図（縮尺１０００

分の１）を使用した。工事区予定中央線上の中心杭である���．５９３と���．５９４とを結び延長して、

これを基準のＭラインとした。Ｍラインから平行に４ｍ毎に南西へ向かってＬ、Ｋ、Ｊ…とし、同様

に北東へ向かってＮ、Ｏ、Ｐ…とした。アルファベットのＺの次はＡ２、Ｂ２とした。更に、���．

５９３を通りそれに直交する線を０ラインとし、同様に４ｍ毎に北西に向かって１、２、３…とした。

そして、これらの交差する地点に杭を打設した（図Ⅴ－１・２）。

　なお、Ｍラインの真北はＮ－２９２．５°－Ｗである。

　この方眼の平面直角座標は第�系で以下のとおりである（旧測量法、日本測地系による）。

ＳＴＡ．５９３　　　（調査区杭番号Ｍ－０）　Ｘ＝－１９７８０７．６３３　　Ｙ＝７８７５．８５２

ＳＴＡ．５９３＋４０　（調査区杭番号Ｍ－１０）　Ｘ＝－１９７７９２．０１８　　Ｙ＝７８３９．０２６

ＳＴＡ．５９４　　　（調査区杭番号Ｍ－２５）　Ｘ＝－１９７７６８．６０３　　Ｙ＝７７８３．８０４（調査範囲外）

　発掘調査に先行し重機により耕作土、表土を除去した。表土除去の段階でＡ地区は耕作による削平

がほとんどなく駒ケ岳火山灰（����）以下のⅢ層の残りが非常に良好であったが、Ｍ～Ｔラインにか

けての南半分では立木伐開時の抜根による攪乱が多く見られた。Ｂ地区は全体の２分の１程度に耕作

による攪乱が見られたが、最も削平された部分でも黒色土（Ⅲ層）の途中までであり包含層の残存状

況は良好であった。

　調査計画を立てるため、先ず当初発掘調査面積の１２．５％程度、８グリットに１グリットの割合の調

査を分散して行った。その結果を基に、調査方法を検討し地区毎に分けて調査を実施した（図Ⅴ－３）。

　まず、Ａ地区のおおむね６ラインより東側の傾斜下方部分では多くの遺物が黒色土（Ⅲ層中）にあ

ること、急傾斜のため原位置を保っているものは無く斜面に散在するように出土することが分かった。

この区域については黒色土（Ⅲ層）は移植ゴテを用いた調査を行い遺物の取り上げは４ｍ四方の１グ

リット単位で行った。それ以下のⅥ層までは重機を使用して掘り下げ、遺構確認調査を実施した。な

お、少数ではあるが遺物が出土するⅣ・Ⅴ層については土ごと平坦部に移動し、スコップ・移植ゴテ

を併用し遺物回収を行った。この部分の遺物については
������ 
北東斜面出土として一括して取り上げた。

　次に、１１ラインよりも西側の調査区端にあたる部分の多くは遺物出現率が少なく、出土した場合で

もほとんどが黒色土（Ⅲ層）中からのものであった。この部分についてはⅢ層までは移植ゴテを用い

た調査を行った。遺物の取り上げは１グリットを４分割した小発掘区単位で行った。それ以下のⅥ層

までは重機を使用して掘り下げ、遺構確認調査を実施した。Ⅳ・Ⅴ層については土ごと平坦部に移動

し、スコップ・移植ゴテを併用し遺物回収を行った。この部分の遺物については
����� 
西部分出土とし一括

して取り上げた。

　また、無名沢の流路にあたるＭ～Ｏ－３・４グリットでは、一部を開削調査した際にはほぼ１個体

の土器がつぶれたように出土した。この区域については、遺物は斜面上方から廃棄されたもので原位

置を保っていないと推測されること、常時水が流れる状況であり手掘りによる調査は不可能と判断し、

Ⅴ　山越４遺跡の調査

１　発掘区の設定

２　発掘調査の方法
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重機を併用しての遺物回収に努めた。この遺物については
������ 
南東斜面出土として一括して取り上げた。

　この他のＡ地区についてはⅥ層上面まで移植ゴテで５㎝毎に掘り下げ、小発掘区単位で遺物を取り

上げるとともに、その掘り下げ回数についても明記した（例：Ⅲ層２回目など）。また、掘り下げる

毎に遺構の確認に勤め、遺構の遺物については全点の出土位置、標高、層位を計測して取り上げを行っ

た。

　なお、Ｓ－１２区調査中に後北式土器がまとまって出土し調査区外へ及んでいた。この部分について

は一部調査区を拡張した。

　Ｂ地区でも１２．５％程度の調査を行った結果、出土状況に濃淡はあるものの、ほぼ全域に渡って遺物

が出土した。そのため、Ⅲ層は移植ゴテ、Ⅳ・Ⅴ層は移植ゴテ・スコップを併用した調査を実施した。

また、Ｅ・Ｆ－１２区調査中に遺物の分布が調査区外へ広がることが確認された。そのため、１２ライン

まで発掘区を拡張した。さらに下方の斜面にも遺物が散在していたが、原位置を保っていないものと

判断し、Ⅲ層のみスコップを用い遺物回収に努め、１グリット単位でⅢ層一括として取り上げた。こ

の部分についてはⅢ層までの掘り下げであっため、標高などの計測は実施していない。

　旧石器確認調査のためＡ・Ｂ両地区とも幅１ｍのトレンチを設定し、Ⅵ層から更に５０㎝ほど掘り下

げた部分がある。しかし、旧石器時代の遺物は確認できなかった。

図Ⅴ－１　発掘区設定図



図Ⅴ－２　遺跡周辺の地形と発掘区
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Ⅴ　山越４遺跡の調査 ２　発掘調査の方法





３　基本土層
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図Ⅴ－３　調査区の区分

　土層は八雲町教育委員会によるこれまでの調査（『栄浜』１９８３など）、および当センターによる八雲

町シラリカ２遺跡（北埋調報１４２、２０００）、山崎５遺跡（北埋調報１６５、２００２）の調査に準じて６層に

分層した（図Ⅴ－４）。ただし、各層位内での細分は一致していないものもある。

　調査区には耕作や抜根による攪乱が見られたが、全般的に土層区分の残りは良い。駒ケ岳火山灰の

下に黒～暗褐色土の土層が見られる部分が多く、これをⅡｂ層とした。また、旧石器確認調査のため

Ⅵ層よりも掘り下げ調査した部分では、濁川テフラ（Ｎｇ）、クッタラテフラ（Ｋｔ）が確認できた。

そのため、便宜的にⅦ～Ⅹ層まで分層した部分がある（図Ⅴ－６）。

　Ⅰ　層：表土、黒褐色土（１０��２�２）。駒ケ岳火山灰（����）が少量混じる。

　　　　　耕作土、黒褐色土（７．５��３�２）。駒ケ岳火山灰およびロームブロックが少量混じる。

　Ⅱ　層：駒ケ岳火山灰、����。

　Ⅱｂ層：黒褐色土（２．５�３�１）。しまりやや強、粘性弱。����が下位に混じる。いわゆる褐色風成

層に類似する。

　Ⅲ　層：黒色土（１０��１．７�１）。しまり弱、粘性弱。乾燥するとクラックが入る。

３　基本土層
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　Ⅳ　層：黒褐色土（１０��２�３）。しまり弱、粘性やや強。ボール状となった暗褐色火山灰（����）が

少量混じる。

　Ⅴ　層：にぶい黄褐色土（１０��４�３）。しまりやや強、粘性強。漸移層。

　Ⅵ　層：褐色土（１０��４�６）。しまり強、粘性強。ローム。

　遺物の本来的包含層はⅢ層上面（続縄文時代）、Ⅲ層（縄文時代後期）、Ⅲ～Ⅳ層上面（縄文時代中

期）、Ⅲ層下位～Ⅳ層（縄文時代前期）、Ⅴ層（縄文時代早期？）である。斜面部分では包含層が流出

している部分やより厚く堆積している部分があり、それに伴い遺物も移動しているため、本来的包含

層から出土しないものもあった。

図Ⅴ－４　山越４遺跡の基本層序



３　基本土層
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　Ａ地区は２ヶ所に分かれる調査区のうち、北側に位置しており、住居跡４軒、土壙９基、焼土２ヶ

所、炭化物集中１ヶ所、フレイク・チップ集中域１ヶ所の遺構が検出された（図Ⅴ－８）。遺構の分

布は、大きく標高３５～３７ｍ周辺の傾斜の転換点付近と標高３７ｍ以上の台地の平坦部に分かれる。前者

には住居跡とＰ－１～４・８・９、ＦＣ－１が、後者にはＰ－５～７、Ｆ－２・３、Ｃ－１が存在する。

　住居跡はいずれも斜面部分にあり、斜面上方の掘り込みは比較的明瞭であるが、傾斜下方は不明瞭

なものもあった。Ｈ－１・２は表土除去時に既に窪んでいたもので、炉跡や柱穴も確認できた明瞭な

住居跡である。一方、Ｈ－３・４は攪乱で壊されている部分が多く確認が遅れたものである。このう

ちＨ－４は炉跡が検出できたものの、掘り込みが浅く柱穴も不明瞭なもので、Ｈ－１・２とは性格が

異なり、比較的短期間使用された仮小屋的なものではないかと推測される。

　土壙の内、Ｐ－１～３は台石をはさんで並んで検出されたものである。台石を用いた作業に関連す

る遺構と推測される。フレイク・チップ集中はＨ－２に近接して確認されたもので、同一母岩と推測

される豊泉産の黒曜石が狭い範囲にまとまっていた。

　これらの遺構の多くは縄文時代中期前半のものである。しかし、土壙・焼土の一部や炭化物集中に

は人為的なものか疑問なものがあり、それらの時期は不明である。

（１）住居跡

Ｈ－１（図Ⅴ－９～１２、図版４０～４２・５５・５６、表Ⅴ－１・６～９）

位置　Ｚ－７－ｃ・ｄ、Ｚ－８

規模　４５３×４２３／（２３６×２２４）／７５㎝

平面形　楕円形？

長軸方向　―

確認・調査　火山灰除去時に����とⅡｂ層が半円形にまとまって堆積しているのを確認した。発掘

区北端に沿ってトレンチを入れると、平坦な床と明瞭な壁を確認したので住居跡とした。全体の２分

の１ほどの調査で、残りは調査区外に及んでいる。

覆土　全体で８層に分層した。自然堆積である。Ⅲ層を主体とする黒色土（１層）、ロームが若干混

じる黒褐色土（２～４層）、ロームブロックが多く混じる暗褐色土（５層）、ロームが主体となる暗～

褐色土（６～８層）の大きく４層に大別でき、遺物の取り上げはこの大別に従った。よって取り上げ

の１層＝覆土１層、同２層＝２～４層、同３層＝５層、同４層＝６～８層に相当する。また斜面の上

方では壁の崩落と推測されるロームが主体となる層が比較的厚く堆積していた。

壁・床面　斜面上方の壁は明瞭に確認できた。なお、一部に古い風倒木による攪乱が見られ、判然と

しなかった部分もあった。床面は若干傾斜している。

炉　調査区内では炉は確認できなかった。

付属ピット・柱穴　調査区内では主柱穴２ヶ所（ＨＰ－２・３）、付属土壙１基（ＨＰ－１）、出入り

口に関連すると推測される小土壙３基（ＨＰ－４・６・７）、その他１基（ＨＰ－５）の合計７基が

検出された。ＨＰ－１からミニチュア土器とたたき石が検出された。ＨＰ－４・６・７は壁近くから

検出されたものである。中央に位置するＨＰ－４が浅いくぼみで、このＨＰ－４をはさんで壁の内外

にあるＨＰ－６・７が深くしっかりとした小土壙であることや、住居の壁際から検出されたその配置

から、出入り口に関連するものと推測できる。

４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－８　最終面の地形と遺構位置図
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遺物出土状況　取り上げの覆土２層から土器２０点・石器など２６点、覆土３層から土器５点・石器など

５８点、覆土４層から土器１０点・石器など２３点、付属土壙から土器１１点・石器など７点、床面から土器

３点・石器など１点の合計１６４点が出土した。

遺物（土器）１は覆土２層出土の破片が接合したもので、４ヶ所の小型山形突起のあるミニチュア土

器。胴部にはＬＲ斜行縄文が施文され、図裏側には幅狭の沈線文が施されている。口唇部には刻みが

ある。２は付属土壙ＨＰ－１床面から出土したミニチュア土器（図Ⅴ－９、図版４１－２・３）で口縁

部を欠失している。無文地に斜め方向の直線もしくは弧状の沈線文が施文されている。３は覆土２層

から多くの破片が出土し、一部遺構外包含層出土のものと接合し復元できたもの。４ヶ所の小型山形

突起があり、胴部には結束第１種羽状縄文がやや乱雑に施文されている。口唇部には刻みがある。

４・５は同一個体で口唇部直下に幅８㎜ほどの貼付文が巡るもの。薄手で胴部には地文施文後に綾絡

文が施されている。６は横・斜め方向に沈線文の施文されたもの。７～１０は口縁部付近に地文の縄文

のみが見えるもの。７は突起部に孔があり、円筒形の粘土が貼付けられたもので、その貼付の周縁に

は地文と同一原体の撚糸の圧痕がある。地文は結束第１種羽状縄文である。８～１０は地文が斜行縄文

で床面から出土したもの。９・１０は同一個体である。１１・１２は同一個体で無文のもの。１２が覆土中出

土、１１が包含層出土の口縁部。口唇部の断面形は角形で、器面は縦方向に箆磨きされている。１３は貼

付文のある胴部破片で、貼付文上には撚糸が押捺されている。１４は床面出土の胴部破片で斜行縄文が

施文されている。１５・１６は底部でいずれも底面近くが外側に張り出すもの。１５は床面出土のミニチュ

ア土器の底部。１６は包含層出土の底部に、覆土の破片が接合したもの。条痕様の沈線文が一部に見ら

れる。いずれの土器もⅢ群ａ－３類である。

（石器）１７～１９はスクレイパー。１７は縦長剥片を用い両側縁に外湾する刃部を作出したもの（ⅢＢ２

ａ）、１８は一側縁に直線状の刃部を作出したもの（ⅢＢ２ｂ）。１９は横長剥片を用い、上下二側縁に外

湾気味の刃部が作出されたもの（ⅢＢ３ａ）。２０は付属ピットであるＨＰ－１の覆土下位から出土し

たもので、下端にたたき痕のあるたたき石（Ⅶ１）。２１は同じＨＰ－１の床面から出土したもので、

擦痕は不明瞭であるが扁平礫の一部が平滑で、すり石として使用したと推測されるもの（Ⅷ５）。２２

は小型の台石（Ⅹ）である。２３は壁際に流れ込むようにして出土した石皿（Ⅹ）で、石材の関係で擦

痕は不明瞭であるが、使用面が若干くぼんでいるもの。石材は１７～１９が頁岩、２０～２３は安山岩である。

時期　床面および付属土壙ＨＰ－１出土の遺物から縄文時代中期前半のⅢ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式

に相当する時期の遺構である。なお、ＨＰ－１床面および柱穴ＨＰ－２覆土４層から検出された炭化

物の補正放射性炭素年代はそれぞれ４３７０±４０���（��４�１）、４４００±４０���（��４�２）である

（第Ⅵ章１参照）。

Ｈ－２（図Ⅴ－１３～２４、図版４２～４５・５７～６０、表Ⅴ－１・６～９）

位置　Ｕ－６・７、Ｖ－６・７

規模　５８２×５５６／４４８×４１２／５９㎝

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－１６．５°－Ｅ

確認・調査　����層除去時に楕円形にややくぼんだ部分を確認した。グリットラインに沿ってトレ

ンチを入れると、遺物がまとまる部分があり、また西側に明瞭な壁を確認したので住居跡とした。

覆土　全体で８層に分層した。自然堆積である。Ⅱｂ層を主体とする黒褐色土（１層）、Ⅲ層を主体

とする黒色土（２層）、ロームが若干混じる黒褐色土（３層）、ロームブロックが多く混じるやや明る
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図Ⅴ－９　Ｈ－１（１）
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図Ⅴ－１０　Ｈ－１（２）とＨ－１出土の遺物（１）
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図Ⅴ－１１　Ｈ－１出土の遺物（２）
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図Ⅴ－１２　Ｈ－１遺物出土状況図
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い黒～暗褐色土（４～８層）の大きく４層に大別でき、遺物の取り上げはこの大別に従った。よって

取り上げの１層＝覆土１層、同２層＝２層、同３層＝３層、同４層＝４～８層に相当する。

　なお、４層上面に焼土や遺物がまとまる部分があり（図Ⅴ－１８）、住居廃絶後のくぼみを利用して

いたと推測される。

壁・床面　傾斜上面の西側の壁は明瞭であった。北側には風倒木攪乱があり、一部不明瞭な部分もあっ

た。床面はやや傾斜している。

図Ⅴ－１３　Ｈ－２（１）

試掘坑
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炉　床面の炉は１ヶ所（ＨＦ－５）である。この他に、浅い付属土壙中の焼土２ヶ所（ＨＦ－４・６）

が検出された。ＨＦ－５は確認面が床面よりやや低いこと、付属土壙に切られていることから古手の

地床炉と推測される。ＨＦ－４・６はそれぞれ、浅い皿状の土壙であるＨＰ－２１・１６中の焼土である。

これらは床面を浅く掘り窪めた炉と考えられる。ＨＦ－１～３は覆土４層上面の焼土で、この住居廃

絶後の埋まり切らない窪みを利用した際のものと考えられる（図Ⅴ－１８）。

付属ピット・柱穴　付属ピット・柱穴は合計２３基が確認できた。この内、主柱穴と推測される深いも

のはＨＰ－１・５・１２～１５の６基である。これらは規則的な配列を取らない。その周囲には浅い小土

壙が散在している。また、直径３０㎝以上で浅い皿状の土壙はＨＰ－１６・１９・２１の３基である。この内

２基からは焼土が確認された。

遺物出土状況　覆土２層から土器１９点・石器など１４点、覆土３層から土器４２点・石器など２２点、覆土

４層から土器１８点・石器など１６点、付属土壙から土器７点・石器など１３点、床面から土器１８点・石器

図Ⅴ－１５　Ｈ－２（２）
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など３点の合計１７５点が出土した。

遺物（土器）１は底部が壁際の覆土３層から２３の半円状扁平打製石器と近接して出土したもの（図Ⅴ

－１４）。包含層出土の口縁部破片とは接合せず、文様パターンや口径により推定復元した。４ヶ所の

小型山形突起を持つやや小型の土器で、無文地に横走する２本単位の沈線文が３段巡り、他に突起か

ら垂下する４本単位の沈線、相対する突起間を弧状につなぐ３本単位の沈線により文様が構成されて

いる。胴部の器面は凹凸が著しい。２は床面および覆土出土の破片が接合し復元できたもの（図Ⅴ－

１７）。口縁部が外反し、胴部が膨らむ器形である。接合しなかったが、小型の弁状突起も出土してい

る。口唇部の断面形は角形で、刻みがある。胴部にはＬＲ斜行縄文が施文され、その上に綾絡文が施

図Ⅴ－１６　Ｈ－２（３）



図Ⅴ－１７　Ｈ－２遺物出土状況図
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Ⅴ　山越４遺跡の調査 ４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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されている。内面は箆磨きされ平滑である。３は沈線文の施文された波頂部の破片。４・５は同一個

体で口縁部の４が隣接した包含層から、底部の５が覆土４層から出土した。結束第１種羽状縄文が施

文されており、底部付近は横方向に調整され、地文の一部が磨り消されている。６・７も同一個体で、

覆土２層・床面・柱穴出土の破片と包含層の破片が接合したもの。ＲＬの原体を用いた縄文が口縁部

では斜行、底部付近では縦走気味に施文されている。口縁部断面形は角形に近く、口唇部にも縄文が

回転施文されている。８は他の底部とは異なり、縦方向に丁寧に箆磨きされ光沢のあるもの。無文部

と地文との境界にはきつく結節した結節部を回転施文している。９は底部で、地文のＬＲ斜行縄文施

文後、横方向に箆磨き調整されたもの。１０は付属土壙ＨＰ－１９覆土の破片を中心に一部包含層と接合

した、ＬＲＬの複節斜行縄文が施文された底部に近い破片。１１は床面から出土した、ＬＲ・ＲＬの撚

図Ⅴ－１８　Ｈ－２覆土中検出の焼土



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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図Ⅴ－１９　Ｈ－２出土の遺物（１）
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図Ⅴ－２０　Ｈ－２出土の遺物（２）



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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図Ⅴ－２１　Ｈ－２出土の遺物（３）



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－２２　Ｈ－２出土の遺物（４）



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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図Ⅴ－２３　Ｈ－２出土の遺物（５）



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－２４　Ｈ－２出土の遺物（６）



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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りの異なる原体を用いた羽状縄文施文後に綾絡文が施された胴部破片。１２も床面から出土した土製円

盤の可能性のある破片。結束第１種羽状縄文上に綾絡文が施文されている。１１・１２はともに厚手で、

大型の土器と推測され、内面は縦方向に丁寧に調整されている。５・８・９・１１・１２および２２の半円

状扁平打製石器は近接して出土した（図Ⅴ－１４、図版４４－１・３・４）。

　出土した土器はいずれもⅢ群ａ－３類と考えられる。このうち、２・１１・１２は同類の中でも古手の

サイベ沢Ⅶａ式と推測されるが、胎土などからⅢ群ａ－２類サイベ沢Ⅵ式の可能性もある。

（石器）１３～１６は縦長剥片を用いたスクレイパーで、１３～１５は刃部が直線状のもの（ⅢＢ２ｂ）、１６

は内湾気味のもの（ⅢＢ２ｃ）。１３は礫表皮面を、１５は節理面を残す。１７はＲフレイク（ⅤＢ１）。１８

は床面直上に近い覆土４層で出土した６点の剥片が接合したもの。図の１→６の順に剥片剥離を行っ

ている。ただし、３と４については切り合い関係だけでは不明で、順番が逆転する可能性もある。６

点の剥片の内２・３・５については側縁に微細な刃こぼれ状の剥離が見られ、Ｕフレイク（ⅤＢ２）

とした。１９は柱穴であるＨＰ－１の覆土中から出土したたたき石（Ⅶ１）。２０はたたき痕の内の一ヶ

所は浅いが、素材となる礫の形態などからくぼみ石に類似するもの（Ⅶ４）。２１～２３は半円状扁平打

製石器（Ⅷ３）。２１は腹背両面に礫面を残し、周縁の一部を打ち欠いたもの。平坦なすり面があり、

一部は抉りとなっている。２２・２３は図裏面に礫面を残し、片面の全面を打ち欠いたもので、２２には平

坦なすり面がある。２４は扁平棒状礫の片面が平滑で、すり石（Ⅷ５）と推測したもの。２５～２９は台石

（Ⅹ）。２７は柱穴であるＨＰ－１の覆土中出土で、１９のたたき石とセットになると推測できるもの。

２９は住居跡床面の中央部から据え置かれたように出土したもの（図版４４－５）。使用面に明瞭なたた

き痕は見られないが凹凸が多く、加撃物の設置などにこの凹凸を利用したものと推測される。焼成を

受け、器表面の一部が剥離している。３０は有孔自然石で、焼成を受けており、図網掛け部分に煤状の

物質が付着している。石材は１３～１８が頁岩、１９が珪岩、２０～２３・２５～２９が安山岩、２４・３０が凝灰岩で

ある。

時期　床面出土の遺物から縄文時代中期前半のⅢ群ａ－２～３類、サイベ沢Ⅵ式～サイベ沢Ⅶａ式に

相当する時期の遺構である。なお、掘り込みを持つ炉と推測した付属土壙ＨＰ－１６覆土中から検出さ

れた炭化物の補正放射性炭素年代は４４３０±４０���（��４�３）で（第Ⅵ章１参照）、Ｈ－１よりもや

や古手の住居跡とした考古学的所見と矛盾しない。

Ｈ－３（図Ⅴ－２５～２９、図版４５・４６・６１・６２、表Ⅴ－１・６～９）

位置　Ｏ－６・７、Ｐ－６・７

規模　―×（４９４）／（３０５×２９３）／３７㎝

平面形　楕円形

長軸方向　Ｎ－２７°－Ｅ

確認・調査　周囲に抜根攪乱および風倒木痕が集中していたため確認が遅れた。Ｏ－６区調査中に石

組炉が検出されたため住居跡とした。ベルトを設定し更に掘り進めたが、攪乱が多く傾斜上方の壁が

一部確認できたのみであった。床面も風倒木の影響を受け平坦ではなく、また斜面下方では確認でき

なかった。

覆土　全体で６層に分層した。自然堆積である。Ⅱｂ層を主体とする黒褐色土（１層）、Ⅲ層を主体

とする黒色土（２層）、ロームが若干混じる黒褐色土（３層）、ロームブロックが多く混じるやや明る

い黒～暗褐色土（４～６層）の大きく４層に大別でき、遺物の取り上げはこの大別に従った。



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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壁・床面　壁は斜面上方でのみ確認できたが、多くは抜根攪乱、風倒木攪乱により不明瞭であった。

床面も風倒木攪乱により凹凸が見られた。

炉　石組炉１ヶ所（ＨＦ－１）、地床炉１ヶ所（Ｆ－１＝ＨＦ－２とする）が検出された。石組炉は

礫３個で囲まれていたが、他に炉石の抜き取り痕と推測される小さな窪みが４ヶ所確認できた（炉③

～⑥）。Ｆ－１（ＨＦ－２）は住居跡と確認する以前に調査したものである。Ｈ－３床面よりも若干

レベルが高いが、周囲の床面は攪乱により一定していないのでこの住居に伴うものと推測した。

付属ピット・柱穴　付属土壙２基（ＨＰ－１・３）、柱穴と推測される小土壙２基（ＨＰ－２・４）

が確認できた。ＨＰ－１の覆土中からスクレイパー・礫が出土した。ＨＰ－３の覆土にはＦ－１（Ｈ

Ｆ－２）に由来する焼土粒・炭化物が混じっている。柱穴と推測されるＨＰ－２・４は規則的な配列

をとらない。

遺物出土状況　覆土２層から土器２点・石器など１点、覆土３層から土器３２点・石器など１１点、覆土

４層から石器など４点、付属土壙から土器１点・石器など１点、床面から土器１８点・石器など１４点、

ＨＦ－１焼土中から土器５点・石器など７点、の合計９６点が出土した。

遺物（土器）１は石組炉上からまとまって出土したもの（図Ⅴ－２５）に、床面及び炉の焼土中出土の

破片が接合したもの。厚手で胴部にはＲＬ斜行縄文が施文されている。内面は縦方向に非常に丁寧に

箆磨き調整され、凹凸は見られない。２～４は同一個体で、２が床面から出土した。３・４は大型の

弁状突起部で無文地に太い貼付帯で文様が構成されるもの。文様帯には撚りの異なる２条の縄線文が

横走し、その間に撚糸を用いた馬蹄形圧痕文が施文されている。５・６も同一個体で、５が付属土壙

ＨＰ－１覆土中から１０のスクレイパーとともに出土した。平縁で、肥厚した口縁部の撚糸圧痕上およ

び地文上に波状で幅広の貼付帯が施文されている。地文は無節と単節の原体を用いた結束第１種羽状

縄文で、内面は横方向に丁寧に箆磨き調整され平滑である。２～６の貼付帯上には縦方向の撚糸圧痕

が密に施されている。１～６はⅢ群ａ－１類である。７は床面から出土したⅣ群ａ類土器。口縁部の

無文部分に２条のＬＲの縄線文がめぐり、胴部には同一原体の斜行縄文が施文されている。小突起が

あり、口唇部にも縄文が施文されている。胎土には砂が多く入っている。

（石器）８は床面から出土した有茎凸基の石鏃（ⅠＡ５）。先端部には回転使用によると推測される

摩滅が見られ、石錐に転用している。９～１２はスクレイパー。９は床面から出土したもので両側縁に

ある刃部が外湾するもの（ⅢＢ２ａ）。１０は付属土壙であるＨＰ－１の覆土下位から出土したもので

刃部が直線状のもの（ⅢＢ２ｂ）。下端部には剥離面を残す。１１・１２は横長剥片を用いたもので、１１

は刃部が外湾するもの（ⅢＢ３ａ）、１２は二側縁に直線状の刃部が作出されたもの（ⅢＢ３ｂ）。１３・

１４はＵフレイク（ⅤＢ２）で、使用によると推測される微細な剥離のあるもの。この内１３は床面出土

である。１５は扁平礫の周縁に不明瞭なたたき痕のあるたたき石（Ⅶ２）。１６は床面から出土した、全

面敲打整形されたと推測される北海道式石冠の頭部（Ⅷ４）。１７・１８は台石（Ⅹ）で、いずれも石組

炉の炉石に転用されていたもの。１７は浅いたたき痕のあるもの、１８はたたき痕が不明瞭で使用面の凹

凸の著しいもの。

　石材は８～１３が頁岩、１４は凝灰岩、１５～１８は安山岩である。

時期　床面およびＨＰ－１覆土、石組炉上出土の土器からⅢ群ａ－１類、円筒土器上層ｂ式に相当す

る時期の遺構と推測される。
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図Ⅴ－２５　Ｈ－３（１）
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図Ⅴ－２６　Ｈ－３（２）
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図Ⅴ－２７　Ｈ－３遺物出土状況図
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図Ⅴ－２８　Ｈ－３出土の遺物（１）
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図Ⅴ－２９　Ｈ－３出土の遺物（２）
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Ｈ－４（図Ⅴ－３０～３２、図版４６・４７・６３、表Ⅴ－１・６～９）

位置　Ｒ－６（Ｒ－５、Ｑ－６）

規模　（２６４×２４０）／（２３３×２１７）／３５㎝

平面形　円形？

長軸方向　―

確認・調査　抜根攪乱・風倒木痕が多くＱ－６区では確認できなかった。Ｒ－６区をⅣ層上面まで掘

り下げた際に黒～暗褐色土の落ち込みが確認されたのでベルトを設定し掘り下げた。床面は不明瞭で、

壁も立ち上がりがわずかに確認できる程度であった。しかし、焼土（ＨＦ－１）および柱穴と想定で

きる深い小土壙（ＨＰ－１）が確認できたので、その面を床面とする住居跡とした。住居跡は調査区

外に広がり、全体の４分の３程度の調査であった。

覆土　全体で４層に分層した。自然堆積である。遺物の取り上げも分層に準じた。

壁・床面　壁の多くは攪乱などにより確認できなかった。確認できた部分でも掘り込みが浅いことも

あり、不明瞭であった。床面はしまりが弱く不明瞭で傾斜している。

炉　中央ではなく壁近くで確認した。地床炉である。

付属ピット・柱穴　付属土壙１基（ＨＰ－２）、主柱穴１基（ＨＰ－１）、その他小土壙１基（ＨＰ－

３）の３基が検出された。ＨＰ－１・２の覆土には炭化物が混じっている。

遺物出土状況　覆土１層から土器１０点・石器など７点、覆土２層から石器など１点、覆土３層から土

器１４点・石器など４点、覆土４層から石器など１点、覆土中から土器２点・石器など４点、付属土壙

から石器など１点、床面から石器など１点、の合計４５点が出土した。

遺物　（土器）１は住居跡に近接してまとまって出土した破片と覆土中の破片が接合したもの（図Ⅴ

－３１）。口縁部と底部は接合せず、文様パターンから推定復元した。口縁部が外反し胴部が大きく膨

らむ器形である。無文地にやや幅狭の貼付文で文様が構成されるもので、弧状の貼付文に沿うように

３本一組の縄線文が施文されている。口唇部にも斜め方向の貼付文があり、小型突起下には橋状把手

も見える。文様帯下端には２条の平行する貼付帯が巡り、その間には棒状工具による刺突文が施され

ている。２・３は同一個体で肥厚する口唇部が「く」字状に開き、そこに「＜」・「⊂」状に粘土紐を

貼り付けたもの。平縁のⅢ群ａ－２類土器の口唇部に施文される波状の貼付文に類似するものと推測

される。胴部には斜行縄文が施文されている。４は斜行縄文が施文されたもの。取り敢えず土製品と

したが、ミニチュア土器の底部もしくは剥落した突起部の可能性がある。１はⅢ群ａ－１類、２・３

はⅢ群ａ－２類、４はⅢ群ａ－３類と推測される。

（石器）５は縦長剥片を用い内湾気味の刃部を作出したスクレイパー（ⅢＢ２ｃ）。６・７は図裏面

に礫面を残し、片面の全面を打ち欠き整形した半円状扁平打製石器（Ⅷ３）。８は包含層Ｕ－５－ｃ

区出土の半円状扁平打製石器片（図網掛け部分）と接合したもの。両者ともに平坦なすり面がある。

礫を縦割りにしてそれぞれに使用面を作出していることがわかる。石材は５が頁岩、６・７は安山岩

である。

時期　床面からの出土遺物が無く不明である。覆土中出土の遺物から縄文時代中期前半、Ⅲ群ａ－１

類もしくはａ－２類、サイベ沢Ⅴ式あるいはⅥ式に相当する時期の遺構の可能性がある。
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図Ⅴ－３０　Ｈ－４（１）



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－３１　Ｈ－４（２）と遺物出土状況図
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図Ⅴ－３２　Ｈ－４出土の遺物
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（２）土壙

Ｐ－１（図Ⅴ－３３、図版４７・４８、表Ⅴ－２）

位置　Ｚ－６－ｃ　　　　　　規模　７６×７４／６２×５６／４３㎝

平面形　円形　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ｐ－１～３はともにⅥ層まで掘り下げた際に円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

半截したところ、垂直な壁と平坦な壙底面が確認できたので遺構とした。また、Ｐ－１に近接して作

業面を水平にし置かれたように台石が出土した（包含層出土石器１４０）。そのため、Ｐ－１～３は台石

を用いる作業に関連する一連の土壙であると推測される。

覆土　８層に分層した。自然堆積である。

遺物　出土しなかった。

時期　遺物が出土しなかったので詳細は不明であるが、周辺の遺物や近接して出土した台石から、縄

文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｐ－２（図Ⅴ－３３、図版４７・４８、表Ⅴ－２）

位置　Ｚ－６－ａ、Ｙ－６－ｄ　規模　１０２×６５／９３×６３／５３㎝

平面形　円形　　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅵ層まで掘り下げた際に円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、垂直な

壁と平坦な壙底面が確認できたので遺構とした。

覆土　７層に分層した。自然堆積である。

遺物　出土しなかった。

時期　Ｐ－１と関連する土壙と推測され、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｐ－３（図Ⅴ－３３、図版４７・４８、表Ⅴ－２）

位置　Ｙ－６－ａ・ｂ、Ｘ－６－ｃ・ｄ　　規模　８９×６４／８８×６６／３３㎝

平面形　円形　　　　　　　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅵ層まで掘り下げた際に円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、垂直な

壁と平坦な壙底面が確認できたので遺構とした。

覆土　４層に分層した。自然堆積である。

遺物　出土しなかった。

時期　Ｐ－１と関連する土壙と推測され、縄文時代中期前半の遺構と推測される。

Ｐ－４（図Ⅴ－３４、図版４９、表Ⅴ－２）

位置　Ｘ－８－ｃ　　　　　　規模　１０９×８０／１０５×８８／６１㎝

平面形　円形　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅳ層上面で円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、垂直な壁と平坦な壙

底面が確認できたので遺構とした。床面からやや浮いた位置に炭化物がまとまっていた。この炭化物

の補正放射性炭素年代は４１８０±４０���（��４�４）である（第Ⅵ章１参照）。

覆土　９層に分層した。埋め土である。

遺物　出土しなかった。

時期　遺物が出土しなかったので不明であるが、周辺の遺物や放射性炭素年代から、縄文時代中期の



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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遺構と推測される。

Ｐ－５（図Ⅴ－３４・３５、図版４９・６３、表Ⅴ－２・６・９）

位置　Ｓ－１０－ｃ・ｄ、Ｓ－１１－ａ・ｂ　　規模　２１８×１８７／２０２×１７７／３６㎝

平面形　円形　　　　　　　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ｓ－１０区をⅥ層上面まで掘り下げた際に黒褐色土の落ち込みを確認した。調査区に沿っ

てトレンチを入れると不明瞭ではあったが立ち上がりが確認できたので遺構とした。皿状で円形の土

壙である。また、覆土２層上面から石鏃１点が出土した。自然堆積の上位から出土したもので、この

遺構に伴うものではない。なお、近接してＰ－６、Ｃ－１が検出された。

覆土　７層に分層した。自然堆積である。

遺物　１は覆土２層から出土した凸基有茎の石鏃（ⅠＡ５）である。一次剥離面を残し、基部を欠損

する。石材は黒曜石で、原産地分析によると赤井川産（第Ⅵ章３、分析番号７７７４４）である。

時期　石鏃はこの土壙に直接伴うものではないので不明であるが、周辺の遺物から縄文時代中期前半

の遺構と推測される。

Ｐ－６（図Ⅴ－３４・３５、図版４９・６３、表Ⅴ－２・６・９）

位置　Ｓ－１０－ｃ、Ｔ－１１－ｄ　　　　規模　８１×６２／５３×３６／３１㎝

平面形　楕円形　　　　　　　　　　　長軸方向　Ｎ－４２°－Ｅ

確認・調査　Ⅴ層上面で楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ、垂直な壁と平坦な

壙底面が確認できたので遺構とした。覆土２層からＵフレイクが出土した。

覆土　３層に分層した。自然堆積である。

遺物　１は覆土２層から出土したＵフレイク（ⅤＢ２）で、両側縁に使用によると推測される微細な

剥離がある。石材は頁岩である。

時期　Ｕフレイクはこの土壙に直接伴うものではないので不明であるが、周辺の遺物から縄文時代中

期前半の遺構と推測される。

Ｐ－７（図Ⅴ－３５、図版５０、表Ⅴ－２）

位置　Ｖ－１１－ａ　　　　　　規模　５８×４０／４８×２８／１６㎝

平面形　円形　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅵ層上面で円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ立ち上がりが確認でき

たので遺構とした。

覆土　１層で分層できなかった。埋め戻しと推測できる。

遺物　出土しなかった。

時期　遺物が出土しなかったので不明であるが、埋め土がⅢ層主体であることや周辺の遺物から縄文

時代中期前半の遺構と推測される。

Ｐ－８（図Ⅴ－３６、図版５０・６３、表Ⅴ－２・６・８）

位置　Ｑ－７－ｂ　　　　　　規模　７３×５４／７１×５５／２８㎝

平面形　円形　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅵ層上面で円形の暗褐色土の落ち込みを確認した。半截したところ垂直な壁と平坦な壙



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－３３　Ｐ－１～３



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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図Ⅴ－３４　Ｐ－４～６、Ｃ－１



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－３５　Ｐ－５・６とＰ－５・６出土の遺物、Ｐ－７



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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底面が確認できたので遺構とした。Ｈ－４に隣接し関連するものと推測される。覆土６層から土器が

１点出土した。

覆土　７層に分層した。自然堆積である。

遺物　１は覆土６層から出土した底部付近の土器。結束第１種羽状縄文が施文され、底部付近は無文

である。胎土からⅢ群ａ－２類に相当すると推測した。

時期　覆土下位の遺物およびＨ－４との関連から、Ⅲ群ａ－１～２類サイベ沢Ⅴ～Ⅵ式に相当する中

期前半の遺構と推測される。

Ｐ－９（図Ⅴ－３６、図版５０、表Ⅴ－２）

位置　Ｔ－７－ｃ　　　　　　規模　４４×１０／４３×１６／２４㎝

平面形　円形　　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅵ層上面で円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ立ち上がりが確認でき

たので遺構とした。壙底面は平坦ではなく尖り気味である。隣接するＨ－２との関連が想定される。

覆土　３層に分層した。自然堆積である。

遺物　出土しなかった。

時期　覆土下位の遺物およびＨ－２との関連が推測されることから、Ⅲ群ａ－３類サイベ沢Ⅶａ式に

相当する中期前半の遺構と推測される。

図Ⅴ－３６　Ｐ－８・９



４　Ａ地区の遺構と遺構出土の遺物
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（３）焼土

Ｆ－２（図Ⅴ－３７、図版５１、表Ⅴ－３）

位置　Ｎ－９－ｃ　　　　　　　　規模　４７×（２６）／５㎝

長軸方向　Ｎ－２４．５°－Ｅ

確認・調査　Ⅲ層を１０㎝ほど掘り下げた際に焼土粒と炭化物が散在していた。あまり明瞭なまとまり

ではなかったため、一部を掘り下げてしまった。

時期　検出層位や、周辺出土の遺物から縄文時代中期前半の遺構である。

Ｆ－３（図Ⅴ－３７、図版５１、表Ⅴ－３）

位置　Ｑ－１１－ｃ、Ｑ－１２－ｂ　　規模　５３×３３／１０㎝

長軸方向　Ｎ－４７°－Ｅ

確認・調査　風倒木痕の落ち込みを掘り下げている際に確認した。焼土の確認面が平坦ではなく、し

まりも弱いため、風倒木にかかる焼土と考えられ、人為的なものとは推測し難い。

時期　不明。

（４）炭化物集中

Ｃ－１（図Ⅴ－３４、図版５１、表Ⅴ－３）

位置　Ｓ－１１－ｃ・ｄ　　　　　　規模　１７×１５／１０㎝

長軸方向　―

確認・調査　Ⅴ層で木がそのまま炭化したようにまとまった炭化物を確認した。その検出状況から���

ｄ降下以前の炭化物集中であるが、人為的なものではない可能性がある。この炭化物の補正放射性炭

素年代は３５６０±４０���（��４�５）である（第Ⅵ章１参照）。

時期　遺物を伴わないので具体的な所属時期は不明であるが、検出状況や放射性炭素年代からこの遺

跡の主体となる縄文時代中期よりは新しいものと推測される。

（５）フレイク・チップ集中域

ＦＣ－１（図Ⅴ－３７、図版５１、表Ⅴ－３）

位置　Ｖ－６－ａ　　　　　　　　規模　１９×１７／５㎝

確認・調査　Ⅲ層を１５㎝ほど掘り下げた際に黒曜石のフレイク・チップが狭い範囲にまとまっていた。

同一母岩と思われる黒曜石のフレイクで、原産地分析によると豊泉産である（第Ⅵ章３、分析番号

７７７４７）。Ｈ－２に近接しており、関連するものと推測される。

遺物　移植ベラによりフレイク５９点を取り上げ、土壌水洗により細かいチップ４２１点を回収した。他

に礫１点、土壌水洗により回収した土器の砕片１０点の合計４９１点が出土した。また、同一層位で近接

して包含層復元土器８が出土した（図Ⅴ－３７）。

時期　土壌水洗により回収した土器片および確認面、近接して出土した土器、Ｈ－２との関連から縄

文時代中期前半、サイベ沢Ⅵ式もしくはサイベ沢Ⅶａ式に相当する時期の遺構と推測される。



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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図Ⅴ－３７　Ｆ－２・３、ＦＣ－１



５　Ｂ地区の遺構と遺構出土の遺物
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　Ｂ地区はＡ地区の南側に位置し、土壙２基、焼土２ヶ所、集石１ヶ所を確認した（図Ⅴ－８）。Ｂ

Ｆ－１を除き調査区西側の傾斜下方に位置する。土壙・焼土は覆土中もしくは周辺の遺物から縄文時

代中期前半の遺構と推測される。集石は湧水地点で確認されたものである。当初は水場遺構とも想定

したが、伊達市北黄金貝塚で見られたような定型的な礫石器が無かったこと、周辺の遺物も少ないこ

と、礫の全てが褐色を呈し地山の礫に類似しており他所から持ち込まれたような明瞭な礫がなかった

ことから、湧水に侵食されて地山の礫が現れ、まとまっているように見えたものと推測でき、人為的

な遺構の可能性は少ない。

（１）土壙

ＢＰ－１（図Ⅴ－３８、図版５２・６３、表Ⅴ－４・６・１１）

位置　Ｆ－１４－ｂ　　　　　規模　８５×６８／７０×５５／３１㎝

平面形　楕円形　　　　　　長軸方向　Ｎ－５９°－Ｅ

確認・調査　Ⅴ層上面で楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。半截したところ垂直な壁と平坦な壙

底面が確認できたので遺構とした。掘り込みはクッタラテフラ（Ｋｔ）に及んでいる。覆土１層と２

層からそれぞれ土器片が１点出土した。

覆土　３層に分層した。自然堆積である。

遺物　１は覆土１層出土の突起部分で、縄文施文後に斜め方向に沈線文を施したもの。突起部直下の

貼付文は剥離している。口唇部には撚糸を押捺している。２は覆土２層出土のＲＬ斜行縄文が施文さ

れた胴部破片。１・２はいずれもⅢ群ａ－３類に相当する土器である。

時期　覆土中および周辺の遺物から、中期前半のⅢ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式に相当する時期の遺構

と推測される。

ＢＰ－２（図Ⅴ－３８、図版５３・６３、表Ⅴ－４・６・１０・１１）

位置　Ｅ－１２－ａ　　　　　規模　１００×７９／９７×７２／４１㎝

平面形　円形　　　　　　　長軸方向　―

確認・調査　Ⅵ層上面で円形の黒褐色土の落ち込みを確認した。半截したところ垂直な壁と平坦な壙

底面が確認できたので遺構とした。覆土１層から３点、２層から２点、３層から１点の土器片が出土

した。

覆土　６層に分層した。自然堆積で、炭化物が混じっている。

遺物　１は覆土出土の土器片とＢＦ－２に近接して出土した土器集中とが接合し復元できたもの（図

Ⅴ－３９）。口縁部と底部は接合せず、推定復元した。山形突起が４ヶ所あり、頸部がややくびれ、胴

部が若干膨らむ器形である。底面近くは横方向に箆磨き調整され無文で、外側に張り出さない。器面

全面には撚りの異なる２種類の原体を用いた羽状縄文が施文され、その上から綾絡文も施されている。

口唇部にも縄文が回転施文され、断面形は丸みを帯びている。２はやや太めの原体によるＬＲ斜行縄

文が施文されたもの。３は底部付近の無文の破片である。１～３はいずれもⅢ群ａ－３類に相当する

土器である。

時期　覆土中および周辺の遺物から、中期前半のⅢ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式に相当する時期の遺構

である。

５　Ｂ地区の遺構と遺構出土の遺物



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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図Ⅴ－３８　ＢＰ－１・２とＢＰ－１・２出土の遺物



５　Ｂ地区の遺構と遺構出土の遺物
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図Ⅴ－３９　ＢＦ－１・２



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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（２）焼土

ＢＦ－１（図Ⅴ－３９、図版５３、表Ⅴ－５）

位置　Ｄ－１６－ｄ　　　　　規模　５１×２６／６㎝

長軸方向　Ｎ－７７°－Ｗ

確認・調査　Ⅲ層下位で確認した。薄く不明瞭な焼土で大きく２カ所に分かれる。周辺に遺物は少な

い。

時期　周辺出土の遺物が少なく不明であるが、検出層位から縄文時代中期前半の遺構と推測される。

ＢＦ－２（図Ⅴ－３９、図版５３、表Ⅴ－５）

位置　Ｅ－１２－ｃ　　　　　規模　７０×４０／３㎝

長軸方向　Ｎ－８４．５°－Ｅ

確認・調査　Ⅳ層上面で確認した。炭化物は少なく、焼土粒が散在する不明瞭な焼土である。焼土の

北側に近接し土器２個体と石製品（Ｂ地区包含層復元土器５・７、石器１４８）が、南側にはすり石（Ｂ

地区包含層石器９６）とＢＰ－２出土の破片と接合した１個体（ＢＰ－２復元１）および底部破片（Ｂ

地区包含層拓本土器５３）が出土した（図Ⅴ－３９）。

時期　検出層位や、周辺出土の遺物から中期前半のⅢ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式に相当する時期の遺

構である。

図Ⅴ－４０　ＢＳ－１（１）



５　Ｂ地区の遺構と遺構出土の遺物
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（３）集石

ＢＳ－１（図Ⅴ－４０・４１、図版５４、表Ⅴ－５）

位置　Ｂ－１２

規模　（４００）×３４０／―㎝

確認・調査　Ⅲ層を１０㎝ほど掘り下げた際に礫がまとまっているのを確認した。更に１０㎝掘り下げ全

体が現れた。湧水地点に近く、常に水が流れている地点である。湧水上流ほど小さな礫がまとまる傾

向がある。礫は５０㎝メッシュで取り上げた。礫の点数および重量の分布は図Ⅴ－４１に示した。礫に定

型的な石器が無いこと、周辺に遺物がほとんど見られないこと、集石の礫は褐色のものが多く地山の

礫に類似すること、から人為的な集石の可能性は低いと考えられる。おそらく、湧水により地山が侵

食され自然礫が現れ、さらに流れにより上方から礫が集まったものと推測される。

遺物　礫は合計１，４３９点が出土し、総重量は１５６．７㎏である。石材は安山岩である。

時期　不明である。

図Ⅴ－４１　ＢＳ－１（２）
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土器の概要

　今回の調査により包含層から出土した土器総数は６，２３９点である。内訳は縄文時代中期のⅢ群ａ類が

全体の９５．６％を占める５，９６５点で最も多く、次いで続縄文時代後葉のⅥ群ｃ類が２３１点と続き、縄文時

代後期初頭のⅣ群ａ類が１６７点、前期後半のⅡ群ｂ類が１２１点、後期中葉のⅣ群ｂ類が１１点、不明が８

点である。この内、Ａ地区出土は３，３２２点、Ｂ地区出土は２，９２５点である。分類毎の破片数の分布は図

Ⅴ－４２～４４に示した。Ⅲ群ａ類土器はＡ地区では住居跡周辺にまとまり、その下方斜面にも散在する

傾向がある。Ｂ地区ではＥ・Ｆ－１０～１２区とＧ－１５・１６区周辺に大きく分布が分かれる。Ⅱ群ｂ類土

器はＭ－８区のほぼ１グリットにまとまる。Ⅳ群ａ類土器はＨ－４周辺とＴ－１０区に分布が分かれる。

Ⅳ群ｂ類はＵ－７区、Ⅵ群ｃ類はＳ－１２区から出土した。

　Ａ地区では縄文時代中期のⅢ群ａ類が主体となるものの、円筒土器上層ｂ式～サイベ沢Ⅶ式・見晴

町式までの広い時期にわたる土器が出土している。また、Ⅲ群ａ－１類の上層ｂ式はＢ地区に近い調

査区にまとまる傾向がある。これに対して、Ｂ地区は合計４点のⅡ群ｂ類・Ⅳ群ａ類土器を除き、全

てが沈線文もしくは縄文が施文されたサイベ沢Ⅶ式土器が主体となる。Ａ地区とＢ地区では土器の様

相に若干の違いが見られることから、包含層出土の土器についてはＡ地区・Ｂ地区に分けて記載する

ことにする。

（１）Ａ地区出土の土器

　Ａ地区包含層からはⅢ群ａ類土器２，８０２点、Ⅵ群ｃ類土器２３１点、Ⅳ群ａ類土器１５８点、Ⅱ群ａ類土

器１２０点、Ⅳ群ｂ類土器１１点の合計３，３２２点が出土した。ここでは、主体となる縄文時代中期の土器か

ら記載することとする。

縄文時代中期の土器

Ⅲ群ａ－１類（図Ⅴ－４５・４９・５０－１・２・１０～２２、図版６４・６６・６７・７４、表Ⅴ－１３・１４）

　サイベ沢Ⅴ式に相当するもの。円筒土器上層ｂ式・ｃ式に相当するものである。主にＯ～Ｕライン

にかけてのＨ－３・４周辺および南西斜面に多く分布する。文様構成や部位からａ～ｅ類に細分した。

厚手で内面は非常に丁寧に調整され平滑である。胎土には砂が入っているものが多い。

ａ類　無文地に太い貼付帯で文様が構成されるもの（１・２、１０～１２）

　貼付帯上には撚糸による刻みが密に施されている。１・２、１０・１１は口唇部が肥厚するもの。

１は南西斜面下の無名沢の流路からまとまって出土したもの。口縁部がわずかに外反し、胴部は屈曲

のない筒型の器形である。突起部直下に垂下する２本と文様帯を区画する横走する貼付帯がある。３

本一組の縄線文が横走し、その間に撚糸による馬蹄形圧痕文が押引文風に押捺されている。胴部には

ＬＲ斜行縄文が施文され、その上から綾絡文が施されている。２は急斜面のＮ－５－ｂ区から口縁部

が、その斜面下から胴部が出土し接合したもの（図Ⅴ－４５）。外反する大きな弁状突起が４ヶ所あり、

胴部は屈曲無く筒型にすぼまる。突起部及びその直下と文様帯区画の横走する貼付帯がある。貼付帯

に沿って３本一組の縄線文が施文され、その間には箆状工具による刺突文が施されている。胴部には

結束第１種羽状縄文が底面近くまで施文されている。１０は３本一組の縄線文が貼付帯に沿って施文さ

れ、その間に撚糸による馬蹄形圧痕文が押捺されている。１１は口縁部から斜め方向に「Ｕ」字状の貼

付文があるもの。文様帯には縄端の圧痕がある。１２は口唇部に波状の貼付帯があるもの。

ｂ類　縄文地に太い貼付帯で文様が構成されるもの（１３）

６　包含層出土の遺物
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図Ⅴ－４５　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（１）
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　１３は結束第１種羽状縄文施文後、器面の摩滅が著しく判然としないが、横走する貼付帯が剥落して

おり、その下に「Ｊ」字状の貼付帯が施文された胴部。

ｃ類　無文地に比較的細めの貼付帯で文様が構成されるもの（１４～１７）

　１４・１５は貼付帯上に撚糸の刻みのあるもの。１４の貼付帯間には撚糸による馬蹄形圧痕文が押捺され

ている。１５は小型山形突起部で、その直下には粘土塊が貼り付けられ、無文部および横走する貼付帯

下には丸棒状工具による刺突文がある。１６・１７は同一個体で貼付帯が無文のもの。網目状および２条

の横走する貼付帯間には箆状工具による刺突文がある。

ｄ類　無文地に刺突文のあるもの（１８）

　１８は大きく外反する無文の口縁部に、先の割れた角形の工具により弧状の文様が施文されたもの。

ｅ類　胴部・底部（１９～２２）

　１９は結束第１種羽状縄文の施文された胴部。２０・２１は同一個体で結束第１種羽状縄文が底面近くま

で施文されたもの。２２は器面の摩滅が著しいが、２１と同じく縄文が底面近くまで施文されたものと推

測される。いずれも底面は外側に張り出さず、胎土には砂が多く入っている。

図Ⅴ－４６　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（２）
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図Ⅴ－４７　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（３）
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図Ⅴ－４８　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（４）
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図Ⅴ－４９　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（５）
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Ⅲ群ａ－２類（図Ⅴ－４６・５１～５４－３・４・２３～４４、図版６４・６７～６９、表Ⅴ－１３・１４）

　サイベ沢Ⅵ式に相当するもの。円筒土器上層ｄ式に相当するものである。おもにＱ～Ｒラインにか

けてのＨ－４周辺に多く分布する。地文が結束第１種・第２種羽状縄文や綾絡文で、地文上や無文の

口唇部に貼付帯が施文されるもの。貼付帯上には直交もしくは平行する撚糸の押捺もしくは工具によ

る刻みがある。最近ではサイベ沢Ⅶａ式に分類される場合も多い（『鳴川右岸遺跡』北埋調報８７、１９９３

など）。文様構成や部位からａ～ｅ類に細分した。内面は非常に丁寧に調整され平滑である。胎土に

は小石が入っているものが多い

ａ類　無文地に比較的細めの貼付帯で文様が構成されるもの（３・２３～２５）

　貼付帯はいずれも突起部もしくは突起部直下に限られる。２３は口縁部の断面形が切り出しナイフ形

でその口唇部、および円筒形の粘土塊の正面部には撚糸を丸めたものを押捺している。２４は小型弁状

突起部。３・２５は同一個体で、Ｗ－３－ｂ区の斜面下でまとまって出土したもの（図Ⅴ－４６）である

が接合しなかった。突起部およびその直下の三角形の無文部に貼付帯があり、無文の口唇部にも鋸歯

状に貼付帯が施文されている。突起部分の口唇部および貼付帯上には刻みがある。３は厚手で結束第

１種羽状縄文が施文されている。

ｂ類　縄文地に比較的細めの貼付帯で文様が構成されるもの（２６～２８）

　２６は突起部から垂下、および横走する２本一組の貼付帯があり、その間を埋めるように弧状の貼付

帯で文様が構成されるもの。口縁部文様帯では斜行縄文上に綾絡文が、文様帯下の胴部下半には撚り

戻しの縄文が施文されている。２７は口縁部断面形が切り出しナイフ型で、連続する弧状の貼付帯があ

るもの。２８は口縁部断面形が尖り気味となるもので、口唇部直下には貼付帯上と同じ２本一組の縄線

文がある。

図Ⅴ－５０　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（６）
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図Ⅴ－５１　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（７）
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図Ⅴ－５２　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（８）
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図Ⅴ－５３　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（９）
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ｃ類　口唇部を肥厚させ、口唇部の狭い無文帯に貼付帯で文様が構成されるもの（２９～３６）

　口縁部断面形は切り出しナイフ形で外反し、口唇部の狭い無文帯に貼付帯のあるものが多い。

　２９～３１は同一個体で、弁状突起部では孔を囲むように、口唇部から口縁部にかけての無文部には山

形の貼付帯があるもの。口縁部断面形は丸みを帯びている。０段多条の結束第１種羽状縄文が底面近

くまで施文されている。３２・３３も同一個体で、胴部にはＬＲ斜行縄文が施文され、底面近くは外側に

張り出す。３４は無文部ではなく、口唇部に縄文施文後に貼付帯を施したもの。３５は縦方向に貼付帯が

あるもの。３６には結束第１種羽状縄文が施文されている。

ｄ類　口縁部近くに地文の縄文のみが見えるもの（４・３７～３９）

　４はＬＲ斜行縄文施文後、綾絡文を施したもので、小型弁状突起と上向きに開いた「Ｃ」字状の２

種２対の突起を持つ。口縁部断面形は角形に近く、口唇部をわずかに肥厚させて丸棒状工具による溝

状の沈線を施している。３７は結束第１種羽状縄文施文後、綾絡文を施したもの。口唇部の形状は４に

類似する。３８・３９はＲＬ斜行縄文の施文後に綾絡文の施されたもの。３８は口縁部と底部が接合せず図

上復元したもので、内面の調整が非常に丁寧なことから本類に分類した。

ｅ類　胴部・底部（４０～４４）

　全体の器形や文様構成は不明であるが、Ⅲ群ａ－３類よりも比較的厚手で内面が丁寧に調整されて

おり、Ⅲ群ａ－１類に比べて胎土に砂が少ないものをⅢ群ａ－２類とした。４０～４３は胴部破片。４０は

縄文地に細めの貼付帯が施されたもの。地文はＲＬ斜行縄文でその上に綾絡文が施文される。４１は結

束第２種羽状縄文を、４２は結束第１種羽状縄文を、４３は撚りの異なる２種類の原体を用いた羽状縄文

施文後に綾絡文を、施文したもの。４４は底部で、縄線文の施文された、少なくとも横走する２条の貼

付帯のあるもの。胴部には撚りの異なる２種類の原体を用いた羽状縄文が施文されている。

図Ⅴ－５４　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（１０）
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Ⅲ群ａ－３類（図Ⅴ－４７・４８・５５～５８－５～９・４５～１０４、図版６４・６５・７０～７３、表Ⅴ－１３・１４）

　サイベ沢Ⅶ式・見晴町式に相当するもの。一部に榎林式の影響を受けていると推測されるものもあ

るが、取り敢えず本類に分類した。Ａ地区の全域に分布するが、なかでもＵ～Ｚラインにかけての南

半部に比較的まとまる傾向がある。文様構成や部位などからａ～ｇ類に細分される。口唇部は縄文が

回転施文されているもの、撚糸が押捺されているもの、刻みが施されているもの、無文のものがある。

また、口縁部断面形は切り出しナイフ形のもの、角形に近いもの、丸形に近いもの、尖り気味のもの

がある。内面は箆状工具で丁寧に調整され平滑であるが、Ⅲ群ａ－２類よりは凹凸が目立つものが多

い。胎土には量の多少はあるがいずれも海綿骨針が入っている。

ａ類　貼付帯で文様が構成されるもの（５・４５～４９）

　５は無名沢に近いＭ－４－ａ区の緩斜面で散在して出土したもの（図Ⅴ－４７）。胴部が大きく膨ら

む器形で、結束第１種羽状縄文施文後に「Ｘ」字状や突起部から垂下すると推測される無文の貼付帯

を施すもの。一部には貼付帯に沿って、縦もしくは斜め方向の沈線文もあるが非常に浅いため、貼付

帯を調整したものとも考えられる。４５・４６は同一個体で縄文地に貼付帯のあるもの。貼付帯が細いこ

と、および胎土から取り敢えず本類とした。地文はＬＲ斜行縄文上に綾絡文を施している。４７～４９は

突起部に貼付文のあるもの。４８には０段多条のＲＬ斜行縄文が施文されている。

ｂ類　沈線文で文様が構成されるもの（５０～５６）

　５０・５１は口縁部断面形が切り出しナイフ形に近いもので、口唇部には縄文が回転施文されている。

５２は口縁部断面形が角形に近い突起部で、口唇部には地文と同じＲＬの原体による縄線文が施文され

ている。５３～５５は断面形が丸形に近いもの。いずれも２本一組の沈線文が施文されている。５６は口縁

部断面形が尖り気味のもので、浅い１条の沈線文が横走している。

ｃ類　縄線文で文様が構成されるもの（５７）

　５７はＬＲの原体を用いた縄線文が口唇部直下を横走するもの。胴部は摩滅が著しく判然としないが、

縄線文と同じ原体を用いた斜行縄文施文後、綾絡文が施されているように見える。

ｄ類　口縁部近くに地文の縄文のみが見えるもの（６・７・５８～８７）

　６・５８～６１は口縁部断面形が切り出しナイフ形のもの。６はＨ－１近くのＹ－８・９区出土の破片

が接合したもの（図Ⅴ－４７）。４ヶ所の小型弁状突起があり、胴部にはＲＬ斜行縄文施文後、綾絡文

が施されている。口唇部には撚糸と棒状工具による刻みがある。５８・５９は同一個体で胴部には結束第

１種羽状縄文が施文されている。６０は綾絡文が、６１は斜行縄文がやや乱雑に施されたもの。６２～７１は

口縁部断面形が角形に近いもの。６２・６３は同一個体でＨ－１に近接してまとまって出土した。ＲＬ斜

行縄文施文後、綾絡文が施されており、突起部上面には縄端の押捺もある。６４・６５はＬＲ斜行縄文施

文後に綾絡文が、６６はＲＬ・ＬＲの撚りの異なる原体を用いた羽状縄文施文後に綾絡文が、６７はＬＲ

Ｌ複節斜行縄文が、６８～７１は斜行縄文が施文されたもの。６４は地文上に条痕も見える。６８・６９は突起

部である。７・７２～８６は口縁部断面形が丸形に近いもの。７は撚りの異なる２種類の原体を回転施文

し、部分的に羽状縄文を形成し、更にその上に結束第２種の結束部を回転した綾絡文を施すもの。口

縁部は波状口縁気味で、底面付近は外側に張り出さず、胎土には砂が多く入っている。７２～７４は同一

個体で、結束第１種羽状縄文が施文されたもの。底部は無文で底面付近は外側に張り出している。

７５・７６は結束第１種斜行縄文が、７７は撚りの異なる原体を用いた羽状縄文が、７８～８０は斜行縄文施文

後に綾絡文が施されたもの。７８・７９は同一個体で口唇部には中空の円筒形工具を用いた刺突文がある。

８１～８６は斜行縄文が施文されたもの。８１～８４は突起部で、８１・８２は貼付文が剥落している。８７は口縁

部断面形が尖り気味のもので、口唇部は無文である。
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図Ⅴ－５５　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（１１）
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図Ⅴ－５６　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（１２）
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図Ⅴ－５７　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（１３）
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ｅ類　無文のもの（８８）

　８８は器面が縦方向に調整され無文で、口唇部には刻みがあるもの。

ｆ類　胴部・底部（８・８９～１００）

　８９は結束第１種羽状縄文施文後、横走する細い貼付帯のあるもの。器壁が比較的薄手であることか

ら本類に分類した。９０は柾状の工具による幅広で浅い沈線文が施文されたもの。９１はニシンタイプの

魚骨回転文が施文されたもの。９２は無文のミニチュア土器の胴部。８・９３～１００は底部で、いずれも

底面付近は横方向に調整され無文で外側に張り出す。８はＦＣ－１の近くからまとまって出土したも

の（図Ⅴ－３７）。比較的厚手で胴部には結束第１種羽状縄文が施文され、その上から部分的に綾絡文

も施されている。底部は削り取られたように急にすぼまっている。９３は綾絡文がわずかに伺える。胎

土には小石が入っており、Ⅲ群ａ－２類の可能性もある。９４・９５は斜行縄文施文後、底部を調整した

もの。９６は底面の一部にＬＲ原体の圧痕がある。９７～１００は底面に近い無文部分のみが見える底部。

１００はミニチュア土器の底部。

ｇ類　榎林式の影響を受けていると推測されるもの（９・１０１～１０４）

　９は口縁部が外反し頚部がくびれ胴部が膨らむ器形で、地文のＲＬ斜行縄文のみが施文されたもの。

口縁部は断面形が切り出しナイフ形に肥厚し、口唇部とその直下は無文である。残存する突起は３ヶ

所で、その中間にも小突起がつくようである。内面は丁寧に調整されているが凹凸がある。１０１は口

縁部が若干肥厚し、口唇部に沈線文の施文されたもの。小破片で、この１点のみの出土である。胎土

などは他の沈線文が施文されたⅢ群ａ－３類土器に類似する。１０２～１０４は条痕文の施文された胴部破

片。１０４は厚手で胎土に繊維が多く入っている。

縄文時代前期の土器（図Ⅴ－５９－１・２、図版７３、表Ⅴ－１５・１６）

　円筒土器下層ｄ１式に相当する土器１個体がＭ－８区から出土した。１は胴部から底部にかけてや

やすぼまる筒型の器形で、底部付近まで多軸絡条体回転文が整然と施文されたもの。底部はやや上げ

底気味で、胎土には繊維が多く入っている。２は同一個体の口縁部。少なくとも３条の横走する縄線

文が施され、口唇部には撚糸が押捺されている。小破片で図示できなかったが、口頸部には低い隆帯

図Ⅴ－５８　Ａ地区包含層出土の土器　Ⅲ群（１４）
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図Ⅴ－５９　Ａ地区包含層出土の土器　その他（１）
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図Ⅴ－６０　Ａ地区包含層出土の土器　その他（２）
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が巡り、その下には綾絡文が施文されている。

縄文時代後期の土器（図Ⅴ－５９・６０－３～１２、図版７３、表Ⅴ－１５・１６）

Ⅳ群ａ類　天祐寺式に相当する土器（３～１１）

　Ｐ－６区とＴ－９・１０区を中心に８個体が出土した。口縁部に低い貼付帯が巡るもの、折り返し状

口縁となるもの、横走する縄線文が施文されるものがある。いずれも胎土には砂が多く入っている。

　３はＨ－２に隣接して出土した無文の土器（図Ⅴ－１７）。口縁部がやや肥厚し、胴部がやや膨らむ

器形である。器内外面とも調整は粗く、凹凸を残している。胎土に砂が多く繊維がほとんど見られな

いこと、口唇部の一部が平坦に調整されていることから本類に分類した。４は口縁部に少なくとも２

段の貼付帯が巡り、一番上の貼付帯上とその下で施文方向の異なる同一原体を用いた羽状縄文を構成

するもの。５～９は貼付帯の下位がややくびれ無文となるもの。口唇はいずれも指頭により調整され、

平坦である。１０は口縁部の無文帯に２条の縄線文が施文されたもの。９・１０はＡ地区平坦部のＴ－１０

－ａ区でややまとまり出土した（図Ⅴ－５９）。１１は南東斜面から回収した底部。やや上げ底気味で、

底面近くまで斜行縄文が施文されている。

Ⅳ群ｂ類　魚花澗式に相当する土器（１２）

　Ｕ－７－ｄ区から１個体の口縁部が出土した。１２は口縁部が開き、頸部がくびれる深鉢である。撚

りの異なる２種類の原体を用いた羽状縄文が密に施文されている。胎土には小石が多く入っている。

続縄文時代の土器（図Ⅴ－６０－１３～１４、図版７４、表Ⅴ－１６）

　Ⅵ群ｃ類、後北Ｃ１式の深鉢形土器１個体がＳ－１２－ｃ区から出土した（図Ⅴ－６０）。風倒攪乱の

影響を受け、器表面が摩滅しているものが多く接合しなかった。１３・１４は胴部上半の破片で、微隆起

線で文様が施文されている。１５は胴部下半で、横走および弧状の微隆起線の下に縞縄文が施されてい

る。

�
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（２）Ｂ地区出土の土器

　Ｂ地区包含層からはⅢ群ａ－３類土器２，９１３点、Ⅳ群ａ類土器３点、Ⅱ群ｂ類土器１点、不明土器

８点の合計２，２５点が出土した。ここでも、主体となる縄文時代中期の土器から記載することとする。

なお、Ⅱ群ａ類土器は胎土に繊維を多く含むものであるが、器表面の摩滅が著しく図示できなかった。

縄文時代中期の土器（図Ⅴ－６１～６８－１～６０、図版７５～８０、表Ⅴ－１７・１８）

　中期の土器は全てⅢ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式に相当するものである。文様構成や部位からａ～ｅ

類に細分した。口唇部は縄文が回転施文されているもの、撚糸が押捺されているもの、刻みが施され

ているもの、無文のものがある。また、口縁部の断面形は切り出しナイフ形のもの、角形に近いもの、

丸形に近いもの、尖り気味のものがある。内面は箆状工具で丁寧に調整されており、胎土には量の多

少はあるが海綿骨針が入っているものが多い。

ａ類　貼付文で文様が構成されるもの（１・１１～２２）

　突起部やその直下にのみに貼付文がある。このうち１５は縄線文と、１９～２２は沈線文との組み合わせ

になる。口唇部は１が無文、２１は刻みで、他は全て撚糸の押捺が施されている。

　１はＦ－１０区でまとまって出土したもの。４ヶ所の突起部を持ち、頸部のくびれはあまりなく、底

部が急にすぼまる器形で、底面付近はゆるやかに外側に張り出している。口唇直下に粘土紐を貼り付

けている。胴部にはＲＬ斜行縄文が丁寧に施文され、底部付近は無文である。１１～１４は突起部分。

１５・１６は同一個体で、胴部にはＲＬ斜行縄文が施され、突起部には同一原体の縄線文がある。１７・１８

は突起部直下に貼付文のあるもの。１７はボタン状の貼付文が２つ並んでおり、胴部には結束第２種羽

状縄文が施文されている。１８は貼付が剥離したもの。２２は突起部上面に深い刺突がある。

ｂ類　沈線文で文様が構成されるもの（２～４、２３～３１）

　沈線文は２本一組の場合が多い。口唇部には２・２３は円形刺突文が、２４・２７～２９・３１は刻みが、

３・４・２５・３０は撚糸の押捺が施されており、２６は無文である。

　２３は口縁部の断面形が切り出しナイフ形のもので口唇部に中空の棒状工具を用いた２列の円形刺突

文が施文されている。２４は細長い孔のある突起部。２・２５～３０は口縁部の断面形が角形に近いもの。

２はＧ－１６－ａ区でまとまって出土したもの（図Ⅴ－６１）。突起部を欠失するが、口縁部が外反し、

あまり屈曲無く底部まですぼまる器形で、底面近くは外側に張り出さない。２本一組による沈線文が、

突起部直下では「Ｕ」字状に、突起間では弧状に施文されている。胴部には０段多条の原体を用いた

結束第１種羽状縄文が施文されている。２６は口唇部直下の器面に地文と同じ原体を用いたＲＬの撚糸

が斜めに連続して押捺されている。２７～２９は同一個体で２種２対の突起のあるもの。３・４・３１は口

縁部の断面形が丸形に近いもの。３はおもにＥ・Ｆ－１０区でまとまって出土した。おそらく２種２対

の突起部を持つものと推測され、底部近くにゆるやかにすぼまる器形である。底面近くは丁寧に調整

され無文で、あまり外側には張り出さない。地文は撚りの異なる２種類の原体を回転施文し、部分的

に羽状縄文を形成しており、更にその上に綾絡文を施している。４はＧ－１６区でまとまって出土した

もの。あまり屈曲無く底部まですぼまる器形で、底面近くはわずかに外側に張り出す。沈線文は胴部

最大径部分で横走するほかは、突起部とそこから垂下するものに限られる。地文はＬＲ斜行縄文で、

底面近くの無文部の幅は広い。３１は突起部である。

ｃ類　縄線文で文様が構成されるもの（３２～３３）

　３２・３３は同一個体で、山形口縁部分に縦に並ぶ４つのボタン状粘土の貼付があるものと推測される。

縄線文は２本一組で、山形口縁下部は幾何学的に、その他は弧状に交差している。



６　包含層出土の遺物

―　���　―

図Ⅴ－６１　Ｂ地区包含層出土の土器（１）
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図Ⅴ－６２　Ｂ地区包含層出土の土器（２）
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ｄ類　口縁部近くに地文の縄文のみが見えるもの（５～９、３４～５０）

　地文の縄文には結束第２種羽状縄文、結束第１種斜行縄文、綾絡文、撚りの異なる原体を用いた羽

状縄文、斜行縄文がある。

　３４～３７は口縁部の断面形が切り出しナイフ形に近いもの。３４は結束第２種の羽状縄文が、３５は綾絡

文が、３６は結束第１種の斜行縄文が施文されたもの。３７はＬＲ斜行縄文と縦走気味の０段多条ＬＲの

２種類の原体を交互に施文したもの。５・６、３８～４３は口縁部の断面形が角形に近いもの。５は４ヶ

所の突起部を持ち、中央より下位に胴部最大径のある器形で、地文は結束第１種羽状縄文である。３８

～４０は斜行縄文上に綾絡文が、６・４１・４２は斜行縄文が施文されたもの。４２・４３は同一個体である。

６は口縁部からゆるやかにすぼまる器形で、地文は無節Ｌの斜行縄文上に綾絡文が施文されている。

７・８、４４～４８は口縁部の断面形が丸形に近いもの。４４は綾絡文が、４５は撚りの異なる２種類の原体

を用いた羽状縄文が、７・８、４６～４８は斜行縄文が施文されたもの。７はＥ－１２区でまとまって出土

したもの。４ヶ所の山形突起を持ち、頸部のくびれがほとんど無く底部までゆるやかにすぼまる器形

で、底面近くは外側に張り出さない。器内外面とも凹凸が著しく、胎土には小石が多く入っている。

口唇部は指頭により調整され無文で、断面形が角張っている部分も多い。地文はＬＲ斜行縄文で乱雑

に施文されており、胴下半は横走気味である。地文施文後、部分的に横方向に調整された擦痕もある。

８は小型の土器で、４ヶ所の突起を持ち、口縁部から底部まで屈曲無く直線的にすぼまる器形である。

地文はＲＬ斜行縄文で、口唇部には刻みがある。４７・４８は同一個体で、底部付近は無文である。９・

４９・５０は口縁部の断面形が尖り気味のもの。口唇部は無文である。４９は結束第２種羽状縄文が、５０は

綾絡文が施文されたもの。９はＥ－１１区でまとまって出土した、０段多条のＬＲ斜行縄文が施文され

たもの。底面近くで急にすぼまる器形のため、寸詰まりな印象を受ける。底面近くは削り取られたよ

うに内湾している。

図Ⅴ－６３　Ｂ地区包含層出土の土器（３）
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図Ⅴ－６４　Ｂ地区包含層出土の土器（４）
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図Ⅴ－６５　Ｂ地区包含層出土の土器（５）
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図Ⅴ－６６　Ｂ地区包含層出土の土器（６）
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図Ⅴ－６７　Ｂ地区包含層出土の土器（７）
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ｅ類　底部・胴部（１０・５１～６０）

　底部はいずれも箆状工具で横方向に丁寧に調整されており無文である。地文施文後に調整したと推

測され、地文が見えるものではいずれも下端が磨り消されている。底面付近が外側に張り出すもの、

垂直気味のもの、ほぼ直線的にすぼまるものがある。また、底面は不明の５９を除いて全て上げ底もし

くは上げ底気味である。これらの内、５２・５３、５５・５６は同一個体である。１０・５１～５４は底面付近が外

側に張り出すもの。１０はＧ－１６区から出土した、口縁部を欠失したもの。胴部が若干膨らむ器形で、

撚りの異なる２種類の原体を用いた羽状縄文が施文されている。５１は比較的厚手で胴部には結束第１

種羽状縄文が施文され、その上から綾絡文も施されたもの。５２・５３は焼土ＢＦ－２付近から出土した

もの（図Ⅴ－３９）。５５～５７は底面付近が垂直気味となるもの。５６は斜行縄文上に綾絡文が施文されて

いる。５７は底径４．５㎝の小型の底部。５８・５９は底面付近がほぼ直線的にすぼまるもの。

　６０は結束第２種の羽状縄文が施文された胴部破片。内面は箆状工具で縦方向に調整されている。

縄文時代後期の土器（図Ⅴ－６８－６１、図版８０、表Ⅴ－１８）

　Ⅳ群ａ類、天祐寺式に相当する土器１個体がＦ－１０区から出土した。６１は口縁部に貼付帯が巡り、

口唇部の断面形が丸みを帯びるもの。斜行縄文は貼付帯上と器面に同時施文されている。

図Ⅴ－６８　Ｂ地区包含層出土の土器（８）
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（３）石器など

　今回の調査により包含層から出土した石器、礫・礫片、土製品の総数は１，６０９点である。地区毎の

内訳はＡ地区１，１９２点、Ｂ地区４１４点、表採など３点である。石器については地区を分けて記載はして

いない。Ｂ地区出土のものは掲載番号の右上に「Ｂ」を付し、更に本文や表で触れている。

　剥片石器群では石鏃、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石核、Ｒフレイク、Ｕフレイク、

フレイクが出土した。石槍またはナイフ、両面調整石器は出土していない。磨製石器群では石斧が出

土した。擦り切り残片、研磨石材、石のみは出土していない。礫石器群ではたたき石、すり石、半円

状扁平打製石器、北海道式石冠、台石・石皿が出土した。石鋸、砥石、石錘、加工痕・使用痕のある

礫は出土していない。

　石器群毎の内訳はＡ地区では剥片石器群４２８点、磨製石器群１１点、礫石器群７５３点である。Ｂ地区で

は剥片石器群１１３点、磨製石器群２点、礫石器群２５１点で土製品４点、石製品１点、その他４３点である

（表Ⅴ－１２）。

　包含層に占める器種毎の割合は剥片石器群ではフレイクが６７．２％を占め、スクレイパー１０．９％、Ｕ

フレイク１０．３％と続く。フレイクを除く剥片石器群の割合はスクレイパー３３．１％、Ｕフレイク３１．５％、

Ｒフレイク１２．４％、原石８．４％、石鏃６．７％、石核４．５％、つまみ付きナイフ２．８％、石錐０．６％である。

Ｒ・Ｕフレイクが多く、フレイクの一部を加工したり、そのまま用いる傾向が強いと言える。

　礫石器群では礫・礫片が６２．６％、台石・石皿や北海道式石冠などの礫石器が破損もしくは被熱し

た際の剥片と推測される安山岩片（安山岩のフレイク）が９．９％と大きな割合を占める。礫・礫片、

安山岩片を除く礫石器群の割合は台石・石皿３６．２％、たたき石２２．８％、半円状扁平打製石器２２．８％、

北海道式石冠１４．５％、すり石３．６％である。

　器種毎の点数分布は図Ⅴ－６９～７９に示した。Ｂ地区はＡ地区と比べて調査面積が狭く、それに比例

して一部を除いていずれの器種も出土点数が少ない傾向がある。しかし、調査面積や遺物点数の比例

分を勘案してもなお、相対的にＢ地区の方が出土点数の多いものとして石鏃、つまみ付きナイフ、Ｒ

フレイクが挙げられる。逆にＢ地区での出土点数が少ないものとして、たたき石、北海道式石冠があ

る。このような傾向は住居跡を中心とする遺構の出現率と密接な関連があると推測される。すなわち、

礫石器がより多く出土するＡ地区は、住居跡やＰ－１～３に代表されるような台石を用いた作業場が

あることからより定住的な様相を示していると言える。それに対して、Ｂ地区は土壙と焼土のみが存

在し、石鏃・つまみ付きナイフなどの剥片石器群が多く、たたき石・北海道式石冠が少ないことから、

主に狩猟に関連するキャンプ地としての傾向が強いと推測されるのである。Ｂ地区において、石核が

少ないこと、剥片の一部を加工したり使用したＲフレイク・Ｕフレイクが多いことも相対的な非定住

性の傍証となろう。

　剥片石器群の石材は頁岩がほとんどを占め、黒曜石が少数、玄武岩が１点あった。黒曜石の原産地

分析の結果については第Ⅵ章３で報告されている。分析した１０点の内豊泉産４点、赤井川産４点、白

滝産２点であった。この他については肉眼観察を行った結果、最も遺跡に近い胆振地方豊浦町の豊泉

産がほとんどを占め、次に近い後志地方赤井川村産が少数あった。磨製石器群では緑色泥岩が多く、

蛇紋岩、砂岩が１点あった。礫石器群では安山岩が多く、凝灰岩が続く。

　この礫石器の石材は、同じ八雲町内でも遊楽部川をはさんで北側の山崎４遺跡・山崎５遺跡などで

は流紋岩が比較的多く使われる（『ポンシラリカ１遺跡・黒岩３遺跡』北埋調報１５５、『山崎４遺跡』

北埋調報１６２、『山崎５遺跡』北埋調報１６５）のに対して、南側の本遺跡ではほとんどが安山岩で流紋

岩が少ない傾向がある（第Ⅶ章２参照）。
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［剥片石器群］

石鏃（図Ⅴ－８０、図版８２、表Ⅴ－１９）

　１２点が出土し、全てを図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－６９に示した。Ｂ地区により多くまとまる

傾向がある。Ａ地区では１１ライン以上の平坦部と傾斜の転換点に分布する。

　１は五角形に近い無茎族（ⅠＡ２ｂ）。２～１２は有茎鏃（ⅠＡ５）で、２～６はかえしが不明瞭の

もの、７～１１は凸基、１２は凹基である。２～５・７～１１は一次剥離面を残す。

　石材は１・７が黒曜石で、原産地分析によるといずれも赤井川産である（Ⅵ章３、分析番号７７７４５・

７７７４６）。２は玄武岩で、その他は全て頁岩である。

石錐（図Ⅴ－８０、図版８２、表Ⅴ－１９）

　１点がＢ地区Ｅ－１３－ａ区から出土した。１３は剥片に機能部を作出したもの（Ⅱ１）で、先端部に

は回転使用によると推測される摩滅が見られる。石材は頁岩である。

つまみ付きナイフ（図Ⅴ－８０、図版８２、表Ⅴ－１９）

　５点が出土した。分類別の内訳はⅢ群Ａ１ｃ類４点、Ⅲ群Ａ４類１点である。この内、全体の形が

分かる４点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－７０に示した。Ａ地区では傾斜の転換点付近、Ｂ地区

では平坦部に分布する。

　１４～１６は片面の周縁を加工したもの（ⅢＡ１ｃ）で、１４は一側縁、１５・１６は両側縁に刃部を作出し

たもの。１６は下端部に節理面を残す。１７は素材の剥片の形状を大きく変えず、つまみ部を作出した小

型のもの（ⅢＡ４）で、一側縁に使用によると推測される刃こぼれ状の剥離が見られる。

　石材はいずれも頁岩である。
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図Ⅴ－８０　包含層出土の石器（１）
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図Ⅴ－８１　包含層出土の石器（２）
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図Ⅴ－８２　包含層出土の石器（３）
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図Ⅴ－８３　包含層出土の石器（４）
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図Ⅴ－８４　包含層出土の石器（５）
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スクレイパー（図Ⅴ－８０～８３、図版８２・８３、表Ⅴ－１９）

　５９点が出土した。分類別の内訳はⅢ群Ｂ２ａ類１８点、Ⅲ群Ｂ２ｂ類２２点、Ⅲ群Ｂ２ｃ類９点、Ⅲ群

Ｂ３ａ類３点、Ⅲ群Ｂ６類３点、Ⅲ群Ｂ９類４点である。この内３４点を図示した。出土点数の分布は

図Ⅴ－７０に示した。Ａ地区は調査区全域に散在しているが、傾斜の転換点付近およびその斜面下位部

分に、Ｂ地区では緩斜面下位に分布する傾向がある。２５を除き全て片面加工である。

　１８～２９は縦長剥片を用い側縁を加工したもので刃部が外湾するもの（ⅢＢ２ａ）。２１・２７・２９は両

側縁に刃部が作出されたもの。２５は石核の残核を用いたもの。２０・２４・２５は礫表皮面を、２３・２９は節

理面を残す。３０～４０は刃部が直線状のもの（ⅢＢ２ｂ）。３０・３１・３４・３５・３７・４０は両側縁に刃部が

作出されたもの。３９は礫表皮面を、３３・３６は節理面を残す。４１～４５は刃部が内湾するもの（ⅢＢ２ｃ）。

４２は両側縁に、４４は下縁の一部にも刃部が作出されたもの。４２・４３・４５は節理面を残す。４６～４８は横

長剥片を用い、刃部が外湾するもの（ⅢＢ３ａ）。４８は厚手の剥片を用い、刃部は粗く作出されてお

り鋸歯状となっている。４９～５１は尖端部のあるもの（ⅢＢ６）で、４９・５０は両側縁に刃部が作出され

ている。

　石材は全て頁岩である。

石核（図Ⅴ－８３、図版８３、表Ⅴ－１９）

　８点が出土した。いずれも剥片剥離後の残核と考えられる。この内２点を図示した。出土点数の分

布は図Ⅴ－７１に示した。Ａ地区の傾斜の転換点付近からその下位に分布する傾向がある。なお、原石

はＡ地区の傾斜の転換点から斜面下方を中心として１６点出土した（図Ⅴ－７１）。いずれも小さなもの

で石核として利用できずに廃棄されたものと推測される。

　５２は剥片剥離技術として打面と作業面を固定するもの。礫素材で礫表皮面を残し、推測される原石

の大きさはソフトボール大である。５３は少なくとも２回の打面転移のあるもの。５２・５３はいずれも剥

離面打面である。石材は頁岩である。

図Ⅴ－８５　包含層出土の石器（６）
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Ｒフレイク（図Ⅴ－８４、図版８３、表Ⅴ－１９）

　２２点が出土し、この内５点を図示した。刃部の作出が連続的でないもの、また素材となる剥片の側

縁部分が薄く、そのためスクレイパーとは異なり刃部の角度が急角度とならないものをＲフレイクと

した。出土点数の分布は図Ⅴ－７２に示した。Ａ・Ｂ両地区とも散在しているが、遺構付近にまとまる

傾向がある。

　５４は刃部が外湾するもの、５５・５６は直線状のもの、５７は内湾するもの、５８は横長剥片を用いたもの

である。５４・５５は礫表皮面を残す。石材は全て頁岩である。

［磨製石器群］

石斧（図Ⅴ－８４・８５、図版８４、表Ⅴ－１９）

　１３点出土した。分類別の内訳はⅥ群Ａ１類１点、Ⅵ群Ａ４類６点、破片・未成品などのⅥ群Ａ９類

６点である。この内、６点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－７３に示した。Ａ・Ｂ両地区とも特徴

的な分布を示さない。

　５９は擦り切り技法により製作されたもの（ⅥＡ１）で、両刃で直刃である。中期の包含層であるⅢ

層より下位のⅤ層出土であること、石材およびその製作方法から、中期よりも古い遺物の可能性があ

る。６０～６４は全面磨製（ⅥＡ４）で、成・整形方法が不明のもの。６０は片刃で円刃のもので、焼成を

受けている。６１は両刃で円刃のもの、６２は両刃で偏刃のもの。刃部の研ぎ出しは斜め方向が主である。

６３・６４は刃部を欠損するものである。６３は折れ面にたたき痕があり周縁にも剥離が多く見られるため、

刃部欠損後にたたき石として利用したものと推測される。

　石材は６０が蛇紋岩、６４が砂岩で、その他は緑色泥岩である。

［礫石器群］

たたき石（図Ⅴ－８６～８８、図版８４・８５、表Ⅴ－１９）

　６３点が出土した。分類別の内訳はⅦ群１類４０点、Ⅶ群２類７点、Ⅶ群３類１３点、Ⅶ群４類３点であ

る。この内２６点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－７４に示した。Ａ地区では調査区の全域に散在し

ているが、傾斜の転換点およびその下位斜面に比較的多く分布している。Ｂ地区では主に調査区中央

のＥ・Ｆラインの下位緩斜面にまとまっている。

　６５～７７は棒状礫もしくは扁平礫の一端もしくは両端にたたき痕のあるもの（Ⅶ１）。７１・７５は広い

範囲にたたき痕が見られ、一部は周縁にも及んでいる。７６・７７は三角形あるいは四角形状の扁平礫を

用い、その複数の頂点にたたき痕のあるもの。７８～８２は扁平礫の周縁にたたき痕のあるもの（Ⅶ２）。７９・

８０は側縁に、７８・８１・８２は側縁と端部にたたき痕がある。８０は側縁に打ち欠き状のたたき痕があるも

ので、すり石未成品の可能性もある。８３～８８は扁平礫の腹背面にたたき痕のあるもの（Ⅶ３）。長軸

長が短く、たたき痕が基本的に腹背面のいずれかもしくは両面の各１ヶ所で、たたき痕も浅いものを

本類とし、Ⅶ群４類と区別した。８６・８８は片面に、その他は両面にたたき痕のあるもの。８８は上下両

端にもたたき痕がある。

　８９～９１はくぼみ石と称されるもの（Ⅶ４）。出土した全てを図示した。いずれも長円形の扁平礫を

用い、長軸上に２ヶ所並んだ、深いくぼみ状のたたき痕があるもの。

　石材はいずれも安山岩である。
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すり石（図Ⅴ－８８～９２、図版８５～８７、表Ⅴ－１９）すり石については細分ごとに記述する。

断面三角形の礫の稜にすり面のあるもの（Ⅶ１）（図Ⅴ－８８、図版８５、表Ⅴ－１９）

　断面三角形の礫の稜にすり面のあるすり石は１点がＢ地区のＨ－１４－ａ区から出土した。９２は厚み

があるため本類に分類したが、典型的なものとは異なりⅦ群２類に類似する。石材は安山岩である。

扁平礫の側縁にすり面のあるもの（Ⅶ２）（図Ⅴ－８８、図版８５、表Ⅴ－１９）

　５点が出土し、破片を除く４点を図示した。機能部の打ち欠きが顕著でないもの、周縁の打ち欠き

が全周せず長軸両端のみのものは本類に分類した。Ⅶ群１・２・５・９類を合わせた出土点数の分布

は図Ⅴ－７４に示した。点数が少ないこともあり、まとまりは見られない。

　９３は平坦なすり面が見られず、未成品と推測される。９４～９７は平坦なすり面のあるもの（Ⅶ２）で、

いずれも長軸両端もしくは一端に打ち欠きがある。石材はいずれも安山岩である。

半円状扁平打製石器（Ⅶ３）（図Ⅴ－８８～９０、図版８６・８７、表Ⅴ－１９）

　６３点が出土し、この内ほぼ全体の形がわかる２１点を図示した。多くは扁平礫を用い、周縁もしくは

片面・両面の全面を半円状に打ち欠いて整形し弦をするものである。なかには平坦なすり面が無く断

面形が「Ｖ」字状になるものもある。周縁の打ち欠きが全周していないものもあるが、機能部の打ち

欠きが顕著なものは本類に分類した。出土点数の分布は図Ⅴ－７５に示した。Ａ地区では調査区全域に

散在して出土しているが、平坦部に少なく、傾斜の転換点から斜面下位にかけて多く分布する傾向が

ある。Ｂ地区ではＡ地区に近い部分にまとまる傾向がある。

　９８～１０２は腹背面ともに礫面を残し周縁の全周もしくは一部を打ち欠いたもの。いずれも平坦なすり

面がある。９８は本遺跡出土中で最も小型のもの。１０３は腹背面ともに礫面を残し全周を打ち欠いたも

ので、未成品と推測される。９８・９９・１０２は焼成を受けている。

　１０４～１１４は図裏面に礫面を残し、図正面の全面を打ち欠いたもの。１０６・１１０・１１１・１１３・１１４は打

ち欠いた面を研磨整形している。１０４～１０９は平坦なすり面がなく、断面形が「Ｖ」字状になるもの。

１１０～１１４は平坦なすり面のあるもの。１０５は焼成を受けている。

　１１５・１１６は腹背面のほぼ全面を打ち欠き整形したもので、いずれも平坦なすり面がある。１１５は焼

成を受けている。

　１１７は１点だけ出土した板状節理の礫を用いたものである。小型で薄く、すり面はないが、形状が

類似することから、取り敢えず半円状扁平打製石器とした。

　石材は９７が凝灰岩、１０９がデイサイトで、その他はいずれも安山岩である。

　

北海道式石冠（Ⅶ４）（図Ⅴ－９０・９１、図版８７、表Ⅴ－１９）

　４０点が出土し、この内、ほぼ全体の形がわかる１４点を図示した。完全な形をとどめているものは少

なく、多くは機能部に直行して欠損している。扁平礫を半割し鉢巻状の把握部のみを作出した小型の

ものが多く、全面敲打整形のものは少ない。出土点数の分布は図Ⅴ－７５に示した。住居跡や焼土など

の遺構周辺に多く分布する傾向がある。

　１１８～１２８は把握部のみを敲打し溝を作出しているもの。１２７・１２８はこの中では比較的大型のもので

ある。把握部が全周するものは１１８・１１９・１２５・１２７～１３０で、１２１～１２４・１２６は全周しないもの、１２０

は欠損部分があり不明なもの。１２３は１３６の台石とセットになって出土したもの（図版５２－４）。

　１２９・１３０は全面敲打整形のもの。１２９は焼成を受け、器表面が薄く剥離している。１３１は未成品と推
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測されるもので、扁平礫を半割し、周縁を粗く打ち欠いている。

　石材は１２９が凝灰岩で、その他はいずれも安山岩である。

円礫などの一部にすり面のあるもの（Ⅶ５）（図Ⅴ－９２、図版８７、表Ⅴ－１９）

　２点がＡ地区の斜面下位から出土し、全てを図示した。１３２は下側縁が平滑で稜が見られるもの。

１３３は腹背両面が平滑なもの。いずれも擦痕は不明瞭であるが、すり石の一種と推測した。石材は１３２

が凝灰岩、１３３は安山岩である。

台石・石皿（図Ⅴ－９２～９５、図版８８～９０、表Ⅴ－１９）

　１００点が出土した。この中には使用痕が見られないが、形態・出土状況から台石と推定したものも

含んでいる。この内１２点を図示した。出土点数の分布は図Ⅴ－７６に示した。Ａ地区では平坦部と斜面

下位に、Ｂ地区では緩斜面下位に分布する傾向がある。

　１３４～１４０は台石（Ⅹ）。１３４は円形で深いくぼみ状の使用部があるもの。１３７は石皿のくぼみを再利

用して台石としたもので、一部にすり面が残る。１３８は一部に不明瞭な擦痕があるもの。１３９は焼成を

受け、器表面が剥離しているもので、一部に炭化物が付着している。１４０はＰ－１・２の間から使用

部を上にして出土したもの（図Ⅴ－３３）。浅く不明瞭なたたき痕が見られる。

　１４１～１４５は石皿（Ⅹ）。１４１はすり面が凹状になるもの。平滑であるが、擦痕は不明瞭である。１４２

～１４５は平坦なすり面をもつもの。このうち、１４３はすり面が若干くぼんでいる。１４４はＡ・Ｂ地区か

ら出土した破片が接合したもの。焼成を受け、色調は赤褐色を呈しており、器表面の剥落が著しい。

１４５は欠損部分の稜が丸みを帯びており、その部分を研磨した可能性がある。

　石材はいずれも安山岩である。

土製品（図Ⅴ－９５、図版９０、表Ⅴ－１９）

　１４６は板状土偶に類似する土製品で、Ｂ地区のＥ－１２－ａ区から胴相当部分が、Ｅ－１２－ｃ区から

足相当部分が、Ｆ－１２－ｂ区から腕相当部分が出土し接合したもの。無文で、腕に相当する部分から

胸部分にかけて断面長方形の棒状工具を刺し込んだまま焼成した孔が見られる。胴部分は風倒攪乱の

影響を受け器表面が摩滅しているが、足相当部分は箆状工具で磨かれており光沢がある。片腕部分お

よび足相当部分の一部が欠損している。胎土には少量の繊維が入っており、焼成は良好でⅢ群ａ－３

類土器に近似している。

　１４７は土製円盤で、Ｂ地区のＤ－１４－ｄ区から出土したもの。ＲＬ斜行縄文が施文されたⅢ群ａ－

３類土器の周縁を打ち欠いて円形に整形している。胎土には海綿骨針と小量の繊維が入っている。

石製品（図Ⅴ－９５、図版９０、表Ⅴ－１９）

　１４８は小型石斧状の石製品で、Ｂ地区のＢＦ－２に近接したＥ－１２－ｄ区から出土したもの（図Ⅴ

－３９）。全面が研磨され整形されたもので、刃部は作出されていない。石材は砂岩である。
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図Ⅴ－８６　包含層出土の石器（７）
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図Ⅴ－８７　包含層出土の石器（８）



Ⅴ　山越４遺跡の調査

―　���　―

図Ⅴ－８８　包含層出土の石器（９）



６　包含層出土の遺物

―　���　―

図Ⅴ－８９　包含層出土の石器（１０）
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図Ⅴ－９０　包含層出土の石器（１１）
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図Ⅴ－９１　包含層出土の石器（１２）
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図Ⅴ－９２　包含層出土の石器（１３）
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図Ⅴ－９３　包含層出土の石器（１４）
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図Ⅴ－９４　包含層出土の石器（１５）
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図Ⅴ－９５　包含層出土の石器（１６）・土製品・石製品
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表Ⅴ－１　山越４遺跡　Ａ地区遺構規模一覧（１）住居跡

備　　　考�遺　物�時　期�長軸方向�平面形�
　　　確認面　　　　床　面　　単位（��）

　長軸　　×　短軸　／　長軸　×　短軸　／　深さ
位置（調査区）�遺　構

調査区外に広がる土器��点、石器など１１５点Ⅲａ－３―�楕円形？　　���　　×　　���　　／�����×�����／　��Ｚ－７－ｃ・ｄ、Ｚ－８Ｈ－１

床面に台石、掘りくぼめた炉土器���点、石器など��点Ⅲａ－３？Ｎ－����°�－Ｅ�楕円形　　　���　　×　　���　　／　　���　　×　　���　　／　��Ｕ－６・７、Ｖ－６・７Ｈ－２

石組炉を有する土器��点、石器など��点Ⅲａ－１Ｎ－��°�－Ｅ楕円形　　　―　　×�����　／�����×�����／　��Ｏ－６・７、Ｐ－６・７Ｈ－３

立ち上がり不明瞭土器��点、石器など��点Ⅲ�－�～�―�円形？　　�����×�����　／�����×�����／　��Ｒ－６（Ｒ－５、Ｑ－６）Ｈ－４

表Ⅴ－２　山越４遺跡　Ａ地区遺構規模一覧（２）土壙

備　　　考�遺　物�時　期�長軸方向�平面形�
　　　確認面　　　　床　面　　単位（��）

　長軸　　×　短軸　／　長軸　×　短軸　／　深さ
位置（調査区）�遺　構

近接して台石出土なし中期前半―�円形　　��　　×　��　／　��　×　　��　／　��Ｚ－６－ｃＰ－１

近接して台石出土なし中期前半―�円形　���　　×　��　／　��　×　��　／　��Ｚ－６－ａ、Ｙ－６－ｄＰ－２

近接して台石出土なし中期前半―�円形　　��　　×　��　／　��　×　��　／　��
Ｙ－６－ａ・ｂ、Ｘ－６－

ｃ・ｄ
Ｐ－３

Ｃ��年代����±��ｙ��なし中期前半―�円形　���　　×　��　／　　���　×　��　／　��Ｘ－８－ｃＰ－４

Ｐ－６、Ｃ－１に隣接石鏃�中期前半―�円形　���　　×　���　／　　���　×　　���　／　��
Ｓ－��－ｃ・ｄ、Ｓ－��

－ａ・ｂ
Ｐ－５

Ｐ－５、Ｃ－１に隣接Ｕフレイク１中期前半Ｎ－��°�－Ｅ楕円形　　��　　×　��　／　��　×　��　／　��Ｓ－��－ｃ、Ｔ－��－ｄＰ－６

埋め戻しなし中期前半―�円形　　��　　×　��　／　��　×　��　／　��Ｖ－��－ａＰ－７

Ｈ－４と関連か土器１Ⅲａ－�～�―�円形　　��　　×　　��　／　��　×　��　／　��Ｑ－７－ｂＰ－８

Ｈ－２と関連かなしⅢａ－�？―�円形　　��　　×　��　／　��　×　��　／　��Ｔ－７－ｃＰ－９

備　　　考�遺　物�時　期�確認面�
規　模　　　単位（��）�

長軸　×　短軸　／　深さ�
位置（調査区）�遺　構�

なし中期前半Ⅲ層２回目��　��×　����　／　　���Ｎ－９－ｃＦ－２�

風倒木痕中なし？風倒木痕中��　��×　　　��　　　／　　����
Ｑ－��－ｃ、Ｑ－��

－ｂ
Ｆ－３�

Ｃ��年代����±��ｙ��なし？Ⅴ層��　��×　　　��　　　／　　���Ｓ－��－ｃ・ｄＣ－１�

豊泉産黒曜石土器��、フレイク���Ⅲａ－３？Ⅲ層３回目���　��×　　　���　／　　���Ｖ－６－ａＦＣ－１�

表Ⅴ－３　山越４遺跡　Ａ地区遺構規模一覧（３）焼土・炭化物集中・フレイク・チップ集中

表Ⅴ－４　山越４遺跡　Ｂ地区遺構規模一覧（１）土壙

備　　　考�遺　物�時　期�長軸方向�平面形�
　　　確認面　　　　床　面　　単位（��）

長軸　　×　短軸　／　長軸　×　短軸　／　深さ�
位置（調査区）�遺　構�

調査区外に広がる土器�Ⅲａ－３Ｎ－��°－Ｅ楕円形　８５　　×　　６８　　／　　７０　　×　　５５　　／　　３１　�Ｆ－��－ｂＢＰ－１�

ＢＦ－２近くの土器と接合土器�Ⅲａ－３―�円形１００　　×　　７９　　／　　９７　　×　　７２　　／　　４１　�Ｅ－��－ａＢＰ－２�

備　　　考�遺　物�時　期�確認面�
規　模　　　単位（��）�

長軸　×　短軸　／　深さ�
位置（調査区）�遺　構�

周囲に遺物なしなし中期前半Ⅲ層下位　５１　��×　　　��　　　／　　６��Ｄ－��－ｄＢＦ－１�

周囲に土器、すり石散在なしⅢａ－３Ⅳ層上面　７０　��×　　　４０　　　／　　３��Ｅ－��－ｃＢＦ－２�

人為的なものではない可能性礫����不明Ⅲ層２回目（４００）��×　　３４０�　／　　－��Ｂ－��ＢＳ－１�

表Ⅴ－５　山越４遺跡　Ｂ地区遺構規模一覧（２）焼土・集石

表Ⅴ－６　山越４遺跡　遺構出土遺物点数一覧

合　
　

計�
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区�
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表Ⅴ－７　山越４遺跡　Ａ地区遺構出土復元土器一覧

備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類遺構名掲載番号

器面に爪跡？あり������・��・床面×������������
�－�・��・覆土�×��
�－�・��・覆土�×�Ⅲａ－３Ｈ－１�

付属土壙から出土�������������������－�・���・��－�床面×�Ⅲａ－３Ｈ－１�

���������������

�－�・��・覆土�×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅴ木根×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅴ×�
�－�－�・�・Ⅴ攪乱×�
�－�－�・�・攪乱×�

Ⅲａ－３Ｈ－１�

Ｈ－１出土復元土器

備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類遺構名掲載番号

壁際から出土�����������������

�－�・�・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�・�・Ⅲ��×�
�－�・��・Ⅲ��×�
�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－３Ｈ－２�

胎土が類似した小突起
部破片あり、接合せず���

�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�－�・�・Ⅲ×�
�－�－�・�・Ⅳ×�

������������������

�－�・�・覆土�×�
�－�・�・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×��
�－�・��・床面×�
�－�－�・�・Ⅲ×�
�－�・��・Ⅲ×�
�－���・�・Ⅳ×�

Ⅲａ－３？Ｈ－２�

Ｈ－２出土復元土器

備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類遺構名掲載番号

石組炉上からまとまっ
て出土����

�－�・�・床面×�
�－��・��・覆土�×�
�－�・���・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・床面×�
�－�・��・床面×�
�－�・��・床面×�
�－�－�・�・Ⅳ×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�

������������������

�－�・���・覆土�×��
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・覆土�×�
�－�・��・床面×�
�－�・��・床面×�
�－�・��・床面×�
�－�・��・床面×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅳ木根×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－�Ｈ－３�

Ｈ－３出土復元土器

備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類遺構名掲載番号

Ｈ－４覆土出土破片と
隣接したＱ－６－ｃ区
検出の土器集中の破片
とが接合

����

�－�・�・トレンチ×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×��
�－�－�・�・Ⅳ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅳ��×�
�－�－�・�・Ⅳ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�・�・Ⅳ風倒×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�

���������������

�－�・��・覆土�×�
�－�－�・��・Ⅳ×�
�－�－ｖ�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×��
�－�－�・�・Ⅳ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×��
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅳ��×�
�－�－�・��・Ⅴ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�
�－�－�・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－�Ｈ－４�

Ｈ－４出土復元土器

表Ⅴ－８　山越４遺跡　A地区　遺構出土拓本掲載土器一覧

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
���覆土�層��Ｈ－１Ⅲａ－３�

�������覆土�層��Ｈ－１Ⅲａ－３�

���覆土�層��Ｈ－１Ⅲａ－３�

���覆土�層��Ｈ－１Ⅲａ－３�

�������床面��Ｈ－１Ⅲａ－３�

�������床面��Ｈ－１Ⅲａ－３�

�������床面��Ｈ－１Ⅲａ－３��

��・��同一個体���Ⅲ層������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���覆土�層��Ｈ－１Ⅲａ－３��

���覆土�層����Ｈ－１Ⅲａ－３��

�������床面��Ｈ－１Ⅲａ－３��

���床面��Ｈ－１Ⅲａ－３��

���覆土�層��Ｈ－１Ⅲａ－３��

Ｈ－１拓本掲載土器一覧

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号

���
��覆土�層×�
��覆土�層×�

覆土�層��Ｈ－２Ⅲａ－３�

�・�同一個体���
��������Ⅲ�×�
���������Ⅲ�×�

Ⅲ層������Ⅲａ－３�

�・�同一個体���覆土�層��Ｈ－２Ⅲａ－３�

�・�同一個体。���

��覆土�層×�
��������Ⅲ�×�
��������Ⅲ�×�

覆土�層��Ｈ－２Ⅲａ－３�

�・�同一個体。����

�覆土�層×�
�覆土�層×�
�覆土�層×�
��覆土�層×�
��床面×�
������覆土×�
�������Ⅳ風�×�
��������Ⅲ�×�

覆土�層�Ｈ－２Ⅲａ－３�

���
��覆土�層×�
��覆土�層×�

覆土�層��Ｈ－２Ⅲａ－３�

Ｈ－２拓本掲載土器一覧

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号

底部���

��覆土�層×�
��覆土�層×�
��覆土�層×�
Ｕ��ａ��（Ⅲ）×�
Ｕ���ｄ��（Ⅳ）×�

覆土�層��Ｈ－２Ⅲａ－３�

�・�同一個体���

��覆土�層×�
��覆土�層×�
������覆土×�
������覆土×�
������覆土×�
��ａ���覆土×�
Ｕ���ｄ��（Ⅲ）×�

覆土�層��Ｈ－２Ⅲａ－３��

Ⅲａ－２の可能
性あり

���
��床×�
��床×�

床面��Ｈ－２Ⅲａ－３？��

Ⅲａ－２の可能
性あり

���床面��Ｈ－２Ⅲａ－３？��

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
�～�同一個体���床面��Ｈ－３Ⅲａ－１�

�～�同一個体���Ⅲ層�Ｑ���ｂⅢａ－１�

�～�同一個体���Ⅲ層�Ｑ���ｂⅢａ－１�

�・�同一個体�������覆土�層��Ｈ－３Ⅲａ－１�

�・�同一個体���覆土�層��Ｈ－３Ⅲａ－１�

���床面��Ｈ－３Ⅳａ�

Ｈ－３拓本掲載土器一覧

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
�・�同一個体���覆土�層��Ｈ－４Ⅲａ－２？�

�・�同一個体����Ｈ－４Ⅲａ－２？�

土製品？���覆土�層��ｂＨ－４Ⅲａ－３�

Ｈ－４拓本掲載土器一覧

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号
底部に近い���覆土�層�Ｐ－８Ⅲａ－��

Ｐ－８拓本掲載土器一覧



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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表Ⅴ－９　山越４遺跡　A地区　遺構出土掲載石器一覧

備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位分類遺物番号器種名遺構名掲載番号
��頁岩������������������覆土４ⅢＢ２ａ��スクレイパーＨ－１��

��頁岩�����������������覆土２ⅢＢ２ｂ��ａスクレイパーＨ－１��

��頁岩�����������������覆土４ⅢＢ３ａ��スクレイパーＨ－１��

��安山岩�������������������ＨＰ�１覆土４Ⅶ１��たたき石Ｈ－１��

��安山岩�����������������ＨＰ－１床Ⅷ５��すり石Ｈ－１��

��安山岩��������������������覆土２Ⅹ��台石Ｈ－１��

��安山岩����������������������覆土２Ⅹ�石皿Ｈ－１��

���掲載石器

備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位分類遺物番号器種名遺構名掲載番号
��頁岩�����������������覆土２ⅢＢ２ｂ��スクレイパーＨ－２��

��頁岩�����������������覆土２ⅢＢ２ｂ��スクレイパーＨ－２��

Ｈ‐�����覆土�と接合��頁岩�����������������覆土４ⅢＢ２ｂ��スクレイパーＨ－２��

��頁岩�������������������覆土４ⅢＢ２���スクレイパーＨ－２��

��頁岩�����������������覆土３ⅤＢ１��ＲフレイクＨ－２��

����～�接合��頁岩�����

������������

覆土３ⅤＣ��フレイクＨ－２����

����～�接合��頁岩�����覆土４ⅤＢ２��ＵフレイクＨ－２����

����～�接合��頁岩����覆土４ⅤＢ２��ＵフレイクＨ－２����

����～�接合��頁岩�����覆土４ⅤＣ��フレイクＨ－２����

����～�接合��頁岩�����覆土４ⅤＢ２��ＵフレイクＨ－２����

����～�接合��頁岩�����覆土４ⅤＣ��フレイクＨ－２����

��珪岩�������������������ＨＰ�１覆土２Ⅶ���たたき石Ｈ－２��

��安山岩�������������������覆土２Ⅶ���たたき石Ｈ－２��

��安山岩�������������������覆土２Ⅷ３��半円状扁平打製石器Ｈ－２��

��安山岩�������������������覆土４Ⅷ３��半円状扁平打製石器Ｈ－２��

��安山岩��������������������覆土３Ⅷ３��半円状扁平打製石器Ｈ－２��

��凝灰岩������������������覆土２Ⅷ５��すり石Ｈ－２��

��安山岩���������������������覆土２Ⅹ��台石Ｈ－２��

��安山岩���������������������覆土２Ⅹ��台石Ｈ－２��

��安山岩����������������������ＨＰ�１覆土Ⅹ����台石Ｈ－２��

��安山岩���������������������覆土２Ⅹ��台石Ｈ－２��

��安山岩�����������������������床Ⅹ���台石Ｈ－２��

被熱��凝灰岩�������������������覆土３��有孔自然岩Ｈ－２��

���掲載石器

備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位分類遺物番号器種名遺構名掲載番号
石錐に転用��頁岩����������������床ⅠＡ５��石鏃Ｈ－３�

��頁岩�����������������床ⅢＢ２ａ��スクレイパーＨ－３�

��頁岩�����������������ＨＰ�１覆土３ⅢＢ２ｂ��スクレイパーＨ－３��

��頁岩�����������������覆土４ⅢＢ３ａ��スクレイパーＨ－３��

��頁岩�����������������覆土３ⅢＢ３ｂ��スクレイパーＨ－３��

��頁岩�����������������床ⅤＢ２��ＵフレイクＨ－３��

��頁岩�����������������覆土４ⅤⅤＢ２�ＵフレイクＨ－３��

��安山岩������������������覆土３Ⅶ２��たたき石Ｈ－３��

��安山岩�������������������床Ⅷ４��北海道式石冠片Ｈ－３��

台石を炉石に転用Ｈ‐�����覆土�と接合��安山岩���������������������床（炉石）Ⅹ��台石Ｈ－３��

台石を炉石に転用��安山岩���������������������床（炉石）ⅩⅩ��台石Ｈ－３��

���掲載石器

備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位分類遺物番号器種名遺構名掲載番号
��頁岩�����������������覆土１ⅢＢ２��スクレイパーＨ－４�

��安山岩�������������������覆土４Ⅷ３��半円状扁平打製石器Ｈ－４�

��������Ⅵと接合��安山岩�������������������覆土１Ⅷ３��半円状扁平打製石器Ｈ－４�

���掲載石器

備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位分類遺物番号器種名遺構名掲載番号
赤井川産��黒曜石������������覆土２ⅠＡ５�石鏃Ｐ－５�

���掲載石器

備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位分類遺物番号器種名遺構名掲載番号
��頁岩�������������覆土２ⅤＢ３�ＵフレイクＰ－６�

���掲載石器

表Ⅴ－１０　山越４遺跡　Ｂ地区遺構出土復元土器一覧

備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類遺構名掲載番号

ＢＦ－２に近接して出
土した破片と接合����

��－�・�・覆土�×�
��－�・�・覆土�×�
�－��・�・Ⅳ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・��・Ⅳ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－ｖ�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×��
�－��－�・��・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・��・Ⅲ×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�

�����������������

��－�・�・覆土�×�
�－��－�・��・Ⅳ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅳ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×��
�－��－�・�・Ⅲ��×��
�－��－�・��・Ⅳ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅲ��×�
�－��－�・�・Ⅳ��×�

Ⅲａ－３ＢＰ－２�

ＢＰ－２出土復元土器



６　包含層出土の遺物
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表Ⅴ－１１　山越４遺跡　B地区　遺構出土拓本掲載土器一覧
ＢＰ－１拓本掲載土器一覧

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号

口縁突起���覆土�層�ＢＰ－１Ⅲａ－３�

胴部���覆土�層�ＢＰ－１Ⅲａ－３�

備考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号遺構名分類掲載番号

胴部���覆土�層�ＢＰ－２Ⅲａ－３�

底部に近い���覆土�層�ＢＰ－２Ⅲａ－３�

ＢＰ－２拓本掲載土器一覧

表Ⅴ－１２　山越４遺跡　出土点数一覧
剥片石器群�土　　器�

出
土
地
点�

地
区
名�

フ
レ
イ
ク

Ｕ
フ
レ
イ
ク

Ｒ
フ
レ
イ
ク

原
石

石
核

両
面
調
整
石
器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

石
錐

石
槍

石
鏃

不
明

Ⅵ
群
ｃ
類

Ⅳ
群
ｂ
類

Ⅳ
群
ａ
類

Ⅲ
群
ａ
類

Ⅱ
群
ｂ
類

��������������遺　構
Ａ地区�

�����������������������������包含層
�遺　構

Ｂ地区�
�������������������包含層

�表採などその他
��������������������������������合　計�

合　
　

計�

その他�礫石器群�磨製石器群�

出
土
地
点�

地
区
名�

炉
石

有
孔
自
然
石

石
製
品

焼
成
粘
土
塊

土
製
品

安
山
岩
片

礫
・
礫
片

石
錘

台
石
・
石
皿

砥
石

石
鋸

北
海
道
式
石
冠

半
円
状
扁
平
打
製
石
器

す
り
石

た
た
き
石

石
斧

�����������������遺　構
Ａ地区�

��������������������包含層
��������遺　構

Ｂ地区�
�����������������������包含層
���表採などその他

�������������������������������合　計�

表Ⅴ－１３　山越４遺跡　Ａ地区包含層出土　復元土器一覧（Ⅲ群ａ類）
備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類地区掲載番号

����南西斜面・�・Ⅲ×������南西斜面・�・Ⅲ×���Ⅲａ－１��

���
���・�・Ⅲ��×�
南西斜面・�・Ⅲ×���

���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ×�
�����・�・Ⅲ×�
����・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ×�
南西斜面・�・Ⅲ×�

Ⅲａ－１��

拓本��の胴部���

�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・��・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅳ×�

�������������������

�����・�・Ⅲ��×�
�����・��・Ⅲ��×��
�����・��・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅳ上×１
�����・�・Ⅲ風倒×�
北東斜面・�・Ⅳ～Ⅵ×�

Ⅲａ－２��

�����

�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・１・Ⅲ��×��
������・�・Ⅲ��×���
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ�木根×��
�����・�・攪乱×�
�����・�Ⅳ�攪乱×�

�������―��������

�����・�・Ⅲ��×�
�����・１・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
���・�・Ⅲ�木根×�

Ⅲａ－２？��

����
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��

������������������
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－３��

����
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�

����������������

�����・�・Ⅲ��×�
�����・１・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅴ×�

Ⅲａ－３��

����

���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�

�����������������

���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅳ×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅳ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
北東斜面・�・Ⅳ～Ⅵ×�

Ⅲａ－３��

ＦＣ－１に隣接して出
土����

�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×１

�����������������

���・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
不明×�

Ⅲａ－３��

����

�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅳ��×�
���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ��×�
���・��・攪乱×�
�����・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅳ�風倒×�

�������―��������

�����・�・Ⅲ��×��
�����・１・Ⅳ��×�
�����・�・Ⅳ��×�
���・１・Ⅲ��×�
���・�・Ⅳ�風倒×��
���・��・Ⅳ�風倒×�

Ⅲａ－３��
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表Ⅴ－１４　山越４遺跡Ａ地区包含層出土　拓本掲載土器一覧（Ⅲ群ａ類）
備　　考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号

���Ⅲ層����Ⅲａ－１��
���Ⅲ層����Ⅲａ－１��
���Ⅲ層����Ⅲａ－１��

���

�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
Ｎ����・Ⅲ×�
Ｎ����・Ⅲ×�
Ｎ����・Ⅲ×�

Ⅲ層２回目������Ⅲａ－１��

����
Ｓ�����・Ⅲ風倒×�
Ｓ����ｂ��・Ⅴ×�
Ｖ���ａ��・Ⅲ×�

Ⅲ層風倒�����Ⅲａ－１��

���Ⅲ層風倒�����Ⅲａ－１��

��・��同一個体���

Ｑ���ｃ��・Ⅲ×�
Ｑ���ｃ��・Ⅲ×�
Ｑ�����・Ⅲ風倒×�
Ｒ���ａ��・Ⅲ×�
Ｒ����ａ��・Ⅳ×�

Ⅳ層１回目�Ｒ����ａⅢａ－１��

��・��同一個体���Ⅲ層２回目�Ｒ����ｂⅢａ－１��

��・��同一個体���
������・Ⅲ風倒×�
������・Ⅲ風倒×�Ⅲ層風倒�����Ⅲａ－１��

���
Ｏ����・Ⅲ×�
Ｏ����・Ⅲ×�Ⅲ層����Ⅲａ－１��

����

�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層３回目������Ⅲａ－１��

���
�����・Ⅲ・風倒×�
����ｃ��・Ⅲ×�
����ｃ��・Ⅲ×�

Ⅲ層３回目������Ⅲａ－１��

���Ⅲ層�Ｏ��Ⅲａ－１��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－２��
���Ⅲ層撹乱�����Ⅲａ－２��

復元土器�の口
縁部���

�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
��������・�Ⅲ×�

Ⅲ層４回目������Ⅲａ－２��

����Ⅲ層２回目������Ⅲａ－２��
���Ⅲ層�南東斜面Ⅲａ－２��
���Ⅲ層１回目������Ⅲａ－２��

��～��同一個体���

�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
����ｄ��・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
��������・Ⅲ×�

Ⅲ層１回目�Ｒ����ａⅢａ－２��

��～��同一個体���
��������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�����ｄ��・Ⅲ×�

Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－２��

��～��同一個体���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－２��
��・��同一個体���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－２��

��・��同一個体���

�������・Ⅲ×�
�����・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
��������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層３回目�������Ⅲａ－２��

���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－２��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－２��
���Ⅲ層１回目������Ⅲａ－２��

���

�������・Ⅳ×�
�����・Ⅲ風倒×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層２回目������Ⅲａ－２��

��の口縁部���
�������・Ⅳ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層１回目������Ⅲａ－２��

��の底部���
�������・Ⅳ×�
�������・Ⅲ×�Ⅳ層１回目������Ⅲａ－２��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�Ⅲ層４回目������Ⅲａ－２��

���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－２��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
��������・Ⅳ×�

Ⅲ層２回目������Ⅲａ－２��

���
�������・Ⅲ×�
�����・Ⅲ×�Ⅲ層５回目������Ⅲａ－２��

���
�������・Ⅲ×�
�����・Ⅲ×�Ⅲ層４回目������Ⅲａ－２��

���

�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
����ｂ��・Ⅲ×�

Ⅲ層３回目������Ⅲａ－２��

��・��同一個体
���

�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��

備　　考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号

��・��同一個体���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層４回目������Ⅲａ－３��

���Ⅲ層４回目������Ⅲａ－３��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��

���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��
���Ⅳ層３回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目����Ⅲａ－３��
���Ⅳ層風倒����Ⅲａ－３��

���
�����・Ⅲ×�
�����・Ⅲ×�Ⅲ層２回目����Ⅲａ－３��

���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��

��・��と同一個体���
�������・Ⅳ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅳ×�

Ⅳ層１回目������Ⅲａ－３��

��・��と同一個体���Ⅳ層１回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��
���Ⅳ層２回目������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���Ⅴ層������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
�������・Ⅴ攪乱×�
�������・Ⅴ攪乱×�Ⅴ層������Ⅲａ－３��

����

�����・Ⅲ×�
������・Ⅲ風倒×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�

Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��

���
��������・Ⅳ×�
�������・Ⅲ×�Ⅳ層１回目�������Ⅲａ－３��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅳ×�

Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��

���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��
���Ⅳ層１回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層１回目����Ⅲａ－３��
���Ⅳ層風倒����Ⅲａ－３��

��～��同一個体���Ⅴ層撹乱������Ⅲａ－３��

��～��同一個体���
�������・Ⅲ×�
��������・Ⅳ×�Ⅲ層４回目������Ⅲａ－３��

��～��同一個体���
�������・Ⅲ×�
��������・Ⅲ×�Ⅲ層４回目������Ⅲａ－３��

���
Ｙ���ｂ��・Ⅲ×�
Ｙ����・Ⅲ×�Ⅲ層１回目������Ⅲａ－３��

���Ⅳ層～Ⅵ層�北東斜面Ⅲａ－３��

���
������・Ⅲ×�
������・Ⅳ×�Ⅲ層３回目����Ⅲａ－３��

��・��同一個体���Ⅲ層風倒������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�
Ｙ���ｄ��・Ⅲ×�

Ⅲ層１回目������Ⅲａ－３��

���不明����Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目�����Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目����Ⅲａ－３��
���Ⅲ層風倒����Ⅲａ－３��
���Ⅲ層３回目����Ⅲａ－３��
���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層風倒����Ⅲａ－３��
���Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層４回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�Ⅲ層３回目������Ⅲａ－３��

���
�������・Ⅲ×�
�����・�×�Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��

���Ⅲ層４回目������Ⅲａ－３��

���
�������・Ⅲ×�
�������・Ⅲ×�Ⅲ層２回目������Ⅲａ－３��

���Ⅲ層１回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層１回目������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層４回目����Ⅲａ－３��
���Ⅳ層１回目������Ⅲａ－３���
���Ⅳ層３回目������Ⅲａ－３���
���Ⅲ層２回目����Ⅲａ－３���
���Ⅲ層１回目�����Ⅲａ－３���
���Ⅲ層１回目������Ⅲａ－３���

表Ⅴ－１５　山越４遺跡　Ａ地区包含層出土　復元土器一覧（その他）
備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類地区掲載番号

２の胴部����

�����・１・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅳ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ風倒×�

�����������������

�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×��
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅳ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅲ��×�
�����・�・Ⅳ��×�
�����・�・Ⅳ�木根×�
���・�・Ⅲ×�

Ⅱｂ��

Ｈ－２に隣接して出土�������������������・�・Ⅲ��×�Ⅳａ��

備　　考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号
���Ⅲ層３回目�Ｍ���ｃⅡｂ�
���Ⅳ層１回目������Ⅳａ�
���Ⅲ層４回目������Ⅳａ�
���Ⅲ層１回目�������Ⅳａ�
���Ⅲ層１回目������Ⅳａ�
����Ⅳ層１回目������ａⅣａ�

����
��������・Ⅳ×�
Ｔ����ｂ��・Ⅲ×�Ⅳ層１回目������ａⅣａ�

備　　考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号
����Ⅲ層１回目�������Ⅳａ��
���Ⅲ層�南東斜面Ⅳａ��
���Ⅲ層１回目�Ｕ�７�ｄⅣｂ��
���Ⅲ層攪乱�Ｑ��Ⅵｃ��
���Ⅲ層攪乱�Ｑ��Ⅵｃ��
���Ⅲ層攪乱�Ｑ��Ⅵｃ��

表Ⅴ－１６　山越４遺跡Ａ地区包含層出土　拓本掲載土器一覧（その他）

表Ⅴ－１７　山越４遺跡　Ｂ地区包含層出土　復元土器一覧
備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類地区掲載番号

����������・�・Ⅲ���������������
������・�・Ⅲ��×��
����・�・Ⅲ��×�Ⅲａ－３��

����������・�・Ⅲ�����������������

������・�・Ⅳ��×�
������・�・Ⅳ��×��
������・�・Ⅳ��×１
������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅳ��×��

Ⅲａ－３��
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備考図版番号破片数同一個体器高（��）底径（��）口径（��）破片数接　　合分類地区掲載番号

����

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
����・�・Ⅲ��×�
����・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・１・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・１・Ⅲ��×�
������・�・Ⅳ��×�

����������������

����・�・Ⅲ��×�
����・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ��×�
���・�・Ⅲ��×�
����・�・Ⅲ��×��
����・�・Ⅲ��×�
����・�・Ⅲ��×�
未注記×１

Ⅲａ－３��

����

������・�・Ⅳ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�

�����������������

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅳ��×�
������・�・攪乱×�
������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅴ��×�

Ⅲａ－３��

ＢＦ－２に隣接して出
土����

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅲ��×�
������・１・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅳ��×�

����������������

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅲ��×�
������・��・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
����・�・攪乱×�
������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅳ��×１
����・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－３��

���������・�・Ⅲ��������������������

������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅴ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅳ�１×�
����・�・攪乱×�

Ⅲａ－３��

ＢＦ－２に隣接して出
土���

������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅲ��×�
未注記×�

����������������

������・�・Ⅲ��×�
������・��・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－３��

���

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�

����������������

����・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－３��

����
����・�・Ⅲ×��
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅳ��×�

���������������

����・�・Ⅲ×��
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�

Ⅲａ－３��

����

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅲ��×��
�������・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅳ��×��
������・�・Ⅲ��×�

������������������

������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅲ��×��
������・�・Ⅲ��×�
������・�・Ⅳ��×��

Ⅲａ－３���

表Ⅴ－１８　山越４遺跡Ｂ地区包含層出土　拓本掲載土器一覧
備　　考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号

���Ｆ����ａ・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�������Ⅲａ－３��
���Ｆ��・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�Ｆ�９Ⅲａ－３��
���Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��
���Ｆ��・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�Ｆ�９Ⅲａ－３��

��・��同一個体����Ｅ�����・�Ⅲ×��Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��
��・��同一個体����Ｅ�����・�Ⅲ×��Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

���Ｇ����ｃ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��
���Ｆ���・�Ⅳ層×�Ⅳ層１回目�����Ⅲａ－３��

���
Ｇ����ｄ・�Ⅲ×�
Ｈ����ｄ・�Ⅳ層×�
Ｆ����ａ・�Ⅲ×�

Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��

���Ｅ���・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�����Ⅲａ－３��

���

Ｆ��・�Ⅲ×�
Ｆ��・�Ⅲ×�
Ｆ���・�Ⅲ×�
����・�Ⅲ×�
����・�Ⅲ×�

Ⅳ層１回目�����Ⅲａ－３��

���Ｃ���・�攪乱×�攪乱�����Ⅲａ－３��
���Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅳ層３回目�������Ⅲａ－３��
���Ｇ����ｃ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��
���Ｆ����ｂ・�Ⅳ層×�Ⅳ層３回目�������Ⅲａ－３��
���Ｆ����ｂ・�Ⅳ層×�Ⅳ層２回目�������Ⅲａ－３��
���Ⅲ層�試掘調査Ⅲａ－３��

���
Ｅ����ｂ・�Ⅳ層×�
Ｅ����ｃ・�Ⅲ×�Ⅳ層１回目�������Ⅲａ－３��

���Ｅ����ｃ・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��
���Ｆ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�������Ⅲａ－３��
���Ｈ����ａ・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���Ｆ��・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�Ｆ�９Ⅲａ－３��
��・��同一個体���Ｆ��・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�Ｆ�９Ⅲａ－３��

���
Ｆ���・�Ⅲ×�
Ｇ���・�Ⅲ×�Ⅲ層�����Ⅲａ－３��

���Ｅ���・�Ⅲ×�Ⅲ層�����Ⅲａ－３��
���Ｅ����ｂ・�Ⅳ層×�Ⅳ層１回目�������Ⅲａ－３��

���
Ｅ����ｄ・�Ⅲ×�
Ｅ���・�Ⅲ×�
Ｅ���・�Ⅲ×�

Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

���Ｈ����ｃ・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��
���Ｅ���・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�����Ⅲａ－３��
���Ｇ����ｃ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��
���Ｈ����ｃ・�Ⅳ層×�Ⅳ層３回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���Ｇ����ｄ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��

備　　考図版番号破片数接　　合層　位遺物番号発掘区分類掲載番号
��・��同一個体���Ｇ����ｄ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��

���
Ｅ���・�Ⅲ×�
Ｅ���・�Ⅳ層×�Ⅲ層４回目�����Ⅲａ－３��

���
�����ｂ・�Ⅲ×�
�����ｂ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��

���
Ｄ����ａ・�Ⅲ×�
Ｄ����ｄ・�Ⅲ×�
Ｄ���・�Ⅲ風倒×�

Ⅲ層３回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�
Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�
Ｅ���・�Ⅲ×�

Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�
Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

���Ｆ���・�Ⅲ×�Ⅲ層４回目�����Ⅲａ－３��
��Ⅲ層３回目�������Ⅲａ－３��

����

Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�
Ｃ����ｃ・�Ⅲ×�
Ｄ����ａ・�Ⅲ×�
Ｄ����ａ・�Ⅲ×�
Ｄ����ｄ・�Ⅲ×�
Ｄ����ａ・�Ⅳ風×�

Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
Ｆ�����・Ⅲ×�
Ｅ����ｃ・��Ⅲ×�Ⅲ層３回目��������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
Ｅ����ｃ・��Ⅲ×�
Ｆ����ｄ・��Ⅲ風倒×�
Ｆ����ａ・�Ⅲ×�

Ⅲ層５回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
Ｄ����ａ・�Ⅳ層×�
Ｄ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅲ層２回目�������Ⅲａ－３��

��・��同一個体���
Ｅ����ａ・�Ⅲ×�
Ｅ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅳ層１回目�������Ⅲａ－３��

����
Ｅ���・�Ⅲ×�
Ｅ���・�Ⅲ×�
Ｅ���・�Ⅲ×�

Ⅲ層２回目�����Ⅲａ－３��

���
Ｆ����ｂ・�Ⅲ×�
Ｆ����ｂ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��

���
Ｆ����ａ・�Ⅲ×�
Ｆ����ａ・�Ⅲ×�Ⅲ層３回目�������Ⅲａ－３��

���
Ｅ����ｄ・�Ⅲ×�
Ｅ����ｄ・�Ⅲ×�Ⅲ層１回目�������Ⅲａ－３��

���
Ｆ���・�Ⅲ×�
Ｆ���・�Ⅲ×�Ⅲ層４回目�����Ⅲａ－３��

���Ⅲ層２回目�������Ⅳａ��



Ⅴ　山越４遺跡の調査
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表Ⅴ－１９　山越４遺跡　包含層出土掲載石器一覧
備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位遺物番号発掘区分類器種名掲載番号

赤井川産��黒曜石����������������Ⅲ層３回目�Ｐ－��－ｃⅠＡ２ｂ石鏃�

��玄武岩����������������Ⅲ層２回目�Ｙ－�－�ⅠＡ５石鏃�

Ｂ地区出土��頁岩����������������Ⅲ層３回目�Ｅ－��－�ⅠＡ５石鏃�

��頁岩����������������Ⅲ層風倒木痕�����－ｂⅠＡ５石鏃�

��頁岩����������������Ⅲ層１回目�Ｕ－�－ａⅠＡ５石鏃�

��頁岩����������������Ⅳ層３回目��－�－ｂⅠＡ５石鏃�

赤井川産��黒曜石����������������Ⅲ層３回目��－��－�ⅠＡ５石鏃�

Ｂ地区出土��頁岩����������������Ⅲ層２回目�Ｆ－��－ｄⅠＡ５石鏃�

Ｂ地区出土��頁岩����������������Ⅲ層３回目���－��－ｃⅠＡ５石鏃�

Ｂ地区出土��頁岩����������������Ⅳ層１回目��－��－�ⅠＡ５石鏃��

��頁岩����������������Ⅳ層１回目��－�－ｂⅠＡ５石鏃��

Ｂ地区出土��頁岩����������������Ⅲ層１回目��－��－ｄⅠＡ５石鏃��

Ｂ地区出土２点接合��頁岩�����������������Ⅲ層５回目��－��－�Ⅱ１石錐��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層１回目�Ｇ－��－�ⅢＡ１ｃつまみ付きナイフ��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層１回目�Ｆ－��－ｂⅢＡ１ｃつまみ付きナイフ��

��頁岩�����������������Ⅳ層木根�Ｐ－�ⅢＡ１ｃつまみ付きナイフ��

��頁岩����������������Ⅲ層２回目��－�－�ⅢＡ４つまみ付きナイフ��

��頁岩�����������������Ⅲ層４回目�Ｕ－�－ｃⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ～Ⅴ層�北東斜面ⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層１回目��－�－ｃⅢＢ２ａスクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層３回目���－��－ｃⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層３回目��－�－ｃⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層３回目�Ｍ－�ーａⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層４回目���－�－ｂⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩������������������Ⅲ層２回目��－�－�ⅢＢ２��スクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層１回目��－�－ｃⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層４回目��－�ⅢＢ２ａスクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層３回目�Ｇ－��ⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層１回目�Ｕ－�－ｃⅢＢ２ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層１回目��－�－ｃⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層２回目��－�－ｄⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層木根�Ｐ－�ⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層４回目��－�－ｃⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層��－�ⅢＢ２ｂスクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層２回目��－��－ｃⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層風倒木痕��－��ⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層５回目�Ｐ－�－ｄⅢＢ２ｂスクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層４回目��Ｆ－��－ｄⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層４回目��－�－ｃⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩������������������Ⅲ層３回目��－�－ａⅢＢ２ｂスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層１回目��－�－ｂⅢＢ２ｃスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層１回目�Ｕ－�－ｂⅢＢ２ｃスクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層１回目�Ｆ－��－ｄⅢＢ２ｃスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅳ層風倒木痕��－�－ｂⅢＢ２ｃスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層風倒木痕��－�ⅢＢ２ｃスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層��－�ⅢＢ３ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層１回目�Ｎ－�－ｃⅢＢ３ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層風倒木痕��－�ⅢＢ３ａスクレイパー��

��頁岩�����������������Ⅲ層１回目��－��－ｄⅢＢ６スクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層４回目�Ｆ－��－ｄⅢＢ６スクレイパー��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層４回目�Ｆ－��－ｄⅢＢ６スクレイパー��

��頁岩������������������Ⅳ層��－�－�ⅤＡ１石核��

��頁岩������������������Ⅲ層２回目�Ｎ－�－�ⅤＡ１石核��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅲ層３回目���－��－ｃⅤＢ１Ｒフレイク��

��頁岩�����������������Ⅲ層２回目��－�－ｃⅤＢ１Ｒフレイク��

��頁岩�����������������Ⅳ層１回目��－�－ｂⅤＢ１Ｒフレイク��

Ｂ地区出土��頁岩�����������������Ⅳ層２回目��－��－�ⅤＢ１Ｒフレイク��

��頁岩�����������������Ⅲ層２回目��－�－ｃⅤＢ１Ｒフレイク��

��蛇紋岩�������������������Ⅴ層��－�－ｃⅥＡ１石斧��

Ｂ地区出土��緑色泥岩�����������������Ⅲ層３回目��－��－ｄⅥＡ４石斧��

Ｂ地区出土��緑色泥岩�����������������Ⅲ層２回目��－��－ｄⅥＡ４石斧��

２点接合��緑色泥岩�������������������Ⅲ層４回目��－�ⅥＡ４石斧片��

��緑色泥岩��������������������Ⅲ層２回目�Ｎ－�－ｃⅥＡ４石斧��

��砂岩��������������������Ⅳ層風倒木痕��－�－ｂⅥＡ４石斧��

��安山岩������������������Ⅲ層１回目��－�－ｃⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層２回目��－�－�Ⅶ１たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層３回目��－�－ｃⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層３回目��－�－ｄⅦ１たたき石��

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��Ｆ－��－ｄⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅴ層撹乱��－�－ｄⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層４回目��－�－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層３回目��－�－�Ⅶ１たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層４回目��－�－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層５回目��－�－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩�������������������Ⅳ層１回目��－�－ｃⅦ１たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層３回目�Ｎ－�－ｄⅦ１たたき石��

��安山岩��������������������Ⅲ層４回目��－�－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層３回目��－�－ｂⅦ�たたき石��

��安山岩�������������������Ⅰ層��－�Ⅶ�たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－�－ｄⅦ�たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層��－�Ⅶ�たたき石��

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－��－ｂⅦ１たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層３回目��－�－ｄⅦ�たたき石��



６　包含層出土の遺物
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備　　　考接　　合図版番号石　質重さ（ｇ）厚さ（��）幅（��）長さ（��）層位遺物番号発掘区分類器種名掲載番号

��安山岩������������������Ⅲ層１回目��－�Ⅶ�たたき石��

��安山岩������������������Ⅲ層�南東斜面Ⅶ�たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層２回目��－��－ｃⅦ�たたき石��

Ｂ地区出土��安山岩������������������Ⅲ層１回目��－��－ｄⅦ�たたき石��

両端にたたき痕あり��安山岩������������������Ⅲ層１回目��－�－�Ⅶ３たたき石��

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－��－ｄⅦ４たたき石��

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅵ層��－��－�Ⅶ４たたき石��

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層３回目��－��－ｃⅦ４たたき石��

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－��－�Ⅷ１すり石��

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－�－ｄⅧ２すり石��

��安山岩�������������������Ⅲ層２回目��－��－ｃⅧ２すり石��

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－�－ｄⅧ２すり石��

Ｂ地区出土��安山岩��������������������Ⅲ層４回目��Ｆ－��－ｄⅧ２すり石��

��凝灰岩�������������������Ⅲ層４回目��－�－ｃⅧ２すり石��

�������Ⅲと接合��安山岩������������������Ⅲ層���－�Ⅷ３半円状扁平打製石器��

��安山岩�������������������Ⅲ層４回目��－�－ｄⅧ３半円状扁平打製石器��

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－��－ｄⅧ３半円状扁平打製石器���

��安山岩��������������������Ⅳ～Ⅴ層�北東斜面Ⅷ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－�－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

未成品��安山岩��������������������Ⅲ層１回目��－�－ｄⅧ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層３回目��－�－ｃⅧ３半円状扁平打製石器���

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－��－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－��－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

Ｂ地区出土�����ｄ����Ⅲと接合��安山岩��������������������Ⅲ層２回目���－��－ｂⅧ３半円状扁平打製石器���

��安山岩��������������������Ⅳ層１回目��－��－ｂⅧ３半円状扁平打製石器���

Ｂ地区出土��デイサイト��������������������Ⅲ層６回目���－��－ｂⅧ３半円状扁平打製石器���

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅲ層４回目�Ｆ－��Ⅷ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層５回目���－�－ｄⅧ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層４回目���－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

Ｂ地区出土��安山岩�������������������Ⅳ層１回目��－��－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層５回目���－�－ｄⅧ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅴ層��－�－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層���－�Ⅷ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�����������������Ⅳ層２回目��－�－ｄⅧ３半円状扁平打製石器���

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－�－ｂⅧ４北海道式石冠���

��安山岩�������������������Ⅲ層２回目��－�－ｄⅧ４北海道式石冠���

Ｒ－�ｃ��Ⅲと接合��安山岩������������������Ⅲ層３回目��－�－�Ⅷ４北海道式石冠���

��安山岩�������������������Ⅲ層�南東斜面Ⅷ４北海道式石冠���

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目�Ｓ－�－�Ⅷ４北海道式石冠���

���の台石と隣接し出土��安山岩�������������������Ⅲ層２回目��－��－ｂⅧ４北海道式石冠���

Ｂ地区出土Ｈ－�����Ⅲ層撹乱と接合��安山岩�������������������Ⅲ層２回目��－��－ｄⅧ４北海道式石冠���

Ｂ地区出土Ｅ－������Ⅲと接合��安山岩�������������������Ⅲ層２回目�Ｅ－��－ｄⅧ４北海道式石冠���

��安山岩��������������������Ⅲ層１回目�Ｖ－��－�Ⅷ４北海道式石冠���

Ｓ－�－ａ���Ｖと接合��安山岩���������������������撹乱�Ｒ－�Ⅷ４北海道式石冠���

��安山岩���������������������Ⅴ層１回目�Ｓ－�－�Ⅷ４北海道式石冠���

��凝灰岩�������������������Ⅲ層撹乱��－�－ｂⅧ４北海道式石冠���

Ｒ－��－ｄ�Ｉ�Ⅲと接合��安山岩���������������������Ⅲ層３回目�Ｒ－��－ｄⅧ４北海道式石冠���

未成品��安山岩���������������������Ⅳ層２回目���－�Ⅷ４北海道式石冠���

��凝灰岩�����������������Ⅲ層２回目��－�Ⅷ５すり石���

��安山岩�����������������Ⅲ層２回目��－�－�Ⅷ５すり石���

��安山岩���������������������Ⅲ層撹乱�Ｍ－�Ⅹ台石���

��安山岩�������������������Ⅲ層１回目��－�－ｂⅩ台石���

���の石冠に隣接し出土��安山岩���������������������Ⅲ層２回目��－��－ｂⅩ台石���

Ｂ地区出土��安山岩���������������������Ⅲ層２回目�Ｇ－��－ｃⅩ台石���

��安山岩���������������������Ⅲ層風倒木�Ｚ－�－�Ⅹ台石���

Ｂ地区出土

���������Ⅲ������������Ⅲ�

�����������Ⅲ�����������Ⅲ�

�����������Ⅲ������������Ⅳ�

と接合

��安山岩�����������������������Ⅲ層２回目��Ｅ－��－ｂⅩ台石���

���～�の側におかれる��安山岩�����������������������Ⅴ層�Ｚ－�－�Ⅹ台石���

Ｂ地区出土��安山岩���������������������Ⅲ層１回目�Ｅ－��－�Ⅹ石皿���

Ｕ－�－ｄ��Ⅳと接合��安山岩���������������������Ⅲ層２回目��－�－ｃⅩ石皿���

��安山岩�����������������������Ⅲ層４回目��－�－ｂⅩ石皿���

ＡＢ両地区出土破片が接合

��������Ⅲ�����������Ⅲ�

���������Ⅲ����������	�Ⅲ�

����������Ⅲ�����������Ⅲ�

�����������Ⅲ��������Ⅲ攪乱）

と接合

��安山岩�����������������������Ⅲ層２回目�Ｅ－��－�Ⅹ石皿���

Ｂ地区出土��安山岩�����������������������Ⅲ層４回目�Ｆ－��Ⅹ石皿���

Ｂ地区出土
������ｃ����Ⅲ�����������Ⅲ�と

接合
�����������（���）����Ⅲ層１回目�Ｅ－��－ａ土製品（土偶？）���

Ⅲ群ａ－３類土器、Ｂ地区出

土
������������������Ⅲ層３回目�Ｄ－��－ｄ土製円盤���

全面研磨、Ｂ地区出土��砂岩�����������������Ⅲ層３回目�Ｅ－��－ｄ石製品���
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八雲町山越３遺跡・山越４遺跡の放射性炭素年代
備　　　　　考遺構・遺物の時期層　　位遺物番号遺構名など放射性炭素年代番号遺跡

土器（図Ⅳ－��－�）に付着した炭化物縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類床面Ｈ－２����±��������－�

山
越
３
遺
跡

土器（図Ⅳ－��－�）に付着した炭化物縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類床面Ｈ－２����±��������－�

土器（図Ⅳ－��－�）に付着した炭化物縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類覆土�層下Ｈ－２����±��������－�

土器（図Ⅳ－��－�）に付着した炭化物縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類Ⅲ層（風倒木痕）Ⅰ�����・�土器集中５����±��������－�

土器（図Ⅳ－��－�）に付着した炭化物縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類Ⅲ層（風倒木痕）Ⅰ�５��・�土器集中１０����±��������－�

土器（図Ⅳ－��－�）に付着した炭化物縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類Ⅲ層（風倒木痕）Ⅰ�５��・�土器集中１０測定不能���－�

付属土壙壙底面出土縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類��－�床面��Ｈ－１����±��������－�

山
越
４
遺
跡

付属土壙覆土中出土縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類��－�覆土�層��Ｈ－１����±��������－�

柱穴中出土縄文時代中期Ⅲ群ａ－�類？��－��覆土���Ｈ－２����±��������－�

埋め土下位出土縄文時代中期前半覆土�層�Ｐ－４����±��������－�

包含層検出の炭化物集中不明Ⅲ層�Ｃ－１����±��������－�
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�吉崎昌一・��椿坂恭代�

（１）遺跡と調査の概要

　遺跡の名称：山越４遺跡（Ｂ－１６－４６）

　遺跡の所在：北海道山越郡八雲町山越３３６－１ほか

　調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

　調査担当者：遠藤香澄・藤原秀樹

　調　査　期　間：平成１２年（２０００年）９月１日～１０月３１日

　遺跡の年代：縄文時代中期前半

　検　出　遺　構：竪穴住居跡４軒、土壙１１基、焼土３ヶ所，黒曜石フレイク・チップ集中１ヶ所、集石

１ヶ所、などが検出された。

　遺跡の立地：八雲町の市街地から南東約５��を流れる弥之助川左岸の噴火湾を望む段丘上にあり、

無名沢に面した南東向きの緩斜面に位置する。標高は約３２～３８ｍである。

　　　　　　　

（２）扱った資料

　分析資料として扱った炭化植物は、縄文時代中期前半のＨ－２、Ｈ－３、Ｈ－４竪穴住居各遺構と

屋外で検出された焼土などから土壌を採取しフローテーション法で処理後、種子の第一次選別を経て

送付されてきた。これらの資料について実体顕微鏡で観察並びに撮影を行った。検出された植物種子

の出土表は表Ⅵ－１に示しておいた。

（３）検出された種子　

　タデ科　���������	�	（図版１）

　２号竪穴住居跡（Ｈ－２）から１粒出土している。種子は三稜形で小型である。保存状態がきわめ

て悪いため種までの分類は出来なかった。計測値は長さ１．２��、幅０．８５��。

　

　キハダ属　������������������．（図版２）

　種子は半横広卵形．表面は浅い凹みによる網目模様があり粗面である。フレイク・チップ集中域

（ＦＣ－１）からキハダ　�������������	
������	����．が１粒検出されている。計測値は長さ

３．９��、幅２．３��、長さ１．３��。

　クリ属　�������������．（図版３ａ、３ｂ）

　竪穴住居跡（Ｈ－３・４）と焼土（Ｆ－１）から８片出土している。いずれも子葉の砕片である。

　不明１（図版４ａ、４ｂ）

　各遺構から堅果類の表皮と考えられる破片が少数出土している。資料の保存状態が悪いため詳細な

分類は出来なかった。

　不明２は資料の保存状態が悪く分類できなかったものを一括して扱った。

２　山越４遺跡から出土した炭化植物種子



２　山越４遺跡から出土した炭化種子の同定
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（４）若干のコメント

　同地域の平成１１年度調査結果と同様に、かなりの土壌が採取されているのだが、植物種子の検出量

が少ない。したがって、種子の検出量の少なさは、第一には炭化・酸化種子の保存が難しい土壌で

あった可能性がある。第二には植物遺体そのものが少なかった可能性も考えられる。しかし、検出さ

れた植物遺体としてはクリが多く見られたので、この時期にはクリを積極的に採取していた可能性が

考えられる。ほぼ同時期の北海道南茅部町大船遺跡や有名な青森県三内丸山遺跡でもクリの積極的な

採取がみられる。利用規模の差はあれ、この遺跡においてもクリ利用の重要性がうかがいしれること

に注目しておきたい。山越４遺跡周辺のクリ資源の密度などが花粉分析などによって確認されること

が望ましい。

　

　����札幌国際大学　

　���札幌国際大学�吉崎研究室考古植物研究会

表Ⅵ－１　山越４遺跡炭化種子出土表

不明２
（片）

不明１
（片）

クリ属
（片）

キハダ属
（粒）

タデ科
（粒）

土器形式遺構の時期
土壌採取量
（ｇ）

資料採取位置層　　位
遺　構　名
（出土区）

資料
番号

１２１サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－２２

２サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－２３

５サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－２４

８サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－２５

１サイベ沢Ⅴ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－３６

１サイベ沢Ⅴ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－３７

１１サイベ沢Ⅴ～Ⅵ式縄文時代中期中葉５００����（焼土）竪穴住居跡�－４８

１縄文時代中期５００焼　　土�－１９

１４縄文時代中期５００焼　　土�－１１０

１縄文時代中期５００焼　　土�－２１１

４サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００焼　　土��－１１２

１サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００焼　　土��－２１３

９１サイベ沢Ⅶ式縄文時代中期中葉５００フレイク・チップ集中��－１１４

７２８８１１６５００
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１

２

３ａ ３ｂ

４ａ ４ｂ

出土資料

１　タデ科、　２　キハダ属、　３ａ、ｂ　クリ属子葉　４ａ、ｂ　不明１



３　平成１２年度山越４遺跡出土の黒曜石製石器、石片の原材産地分析
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藁科　哲男（京都大学原子炉実験所）�

（１）はじめに

　石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光Ｘ線分析法により黒曜石およびサヌカイト製遺物の

石材産地推定を行なっている１、２、３）。　石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要が

ある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石

の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたル－トを地形学などで証明できれば、

十分条件を満たす。ただ一カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物

の産地分析では『石器とある産地の原石が一致したからと言っても、他の産地にも一致する可能性が

あるために、一致した産地のものと言い切れないが、しかし一致しなかった場合そこの産地のもので

ないと言い切れる』が大原則である。

　考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての

形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致す

ると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が

一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。石器の様式による分類ではなく、

自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動

キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代

用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石器原材であっても、遺跡近くの似た

組成の原石産地の石材と思いこみ誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とＡ産地

原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、

十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がＡ産地の原石と決

定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料となら

ない、確かにＡ産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、Ｂ、Ｃ、Ｄの産地でないと

の証拠がないために、Ａ産地だと言い切れない。Ｂ産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料

として非常に有用である。それは石器に関してはＢ産地と交流がなかったと言い切れる。ここで、十

分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ・・・・）の原石群と比較して、

Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がＡ産地の原石と決定する

ことができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能であると思われる。

また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析

法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所

の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い

結果と言える。

　黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行い、これを、

産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、原産地ご

とに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対

比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産

出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従っ
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て、分析した有限個の原石から産地全体の無限に近い個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテ

リングのＴ２乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある石器原材と同じ成分組成の原

石はＡ産地では１０個中に一個みられ、Ｂ産地では一万個中に一個、Ｃ産地では百万個中に一個、Ｄ産

地では・・・・一個と各産地毎にもとめられるような、客観的な検定結果からＡ産地の原石を使用し

た可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地

を同定する。

　今回分析を行なった試料は、八雲町山越４遺跡から出土した黒曜石製石器、石片の合計１０個で、産

地分析の結果が得られたので報告する。

　（２）黒曜石原石の分析

　黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光Ｘ分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素は�、��、��、��、��、��、��、�、��、��

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、����、����、�����、�����、�����、�����、����、

�����の比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱

根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図Ⅵ

－１に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類

し表Ⅵ－２に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると２０２個の原石群にな

る。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北

海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２��にある採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約２��の幌加

沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色

に関係無く赤石山群（旧白滝第１群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観

察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った（旧白滝第２群）、また、八号沢の黒曜石

原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの

転礫の中で７０％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの３０％は赤石

山群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、この原石の元素

組成は置戸群にまとまる。この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円

礫が採取されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町十勝三股の十

三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この

十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒

曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ

川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら組成の近

似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群

に同定されたとしても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなけ

ればならない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察

する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産

出する黒曜石から２個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄

市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これら

を組成で分類すると８８％は名寄第一群に、また１２％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、

嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、２０�が近文台第一群、６９�が近

文台第二群、１１�が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒
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曜石の礫は、組成で分類すると約７９�が滝川群にまとまり、２１�が近文台第二、三群に組成が一致す

る。滝川群に一致する組成の原石は、北竜町恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に

開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状

は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致し

さらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこ

の付近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質

とはいえない原石で赤井川第１群を、また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤

井川第２群を作った。これら第１、２群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、

赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第１、２群の２群に区

別され、豊泉第２群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広

がり、一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取さ

れた円礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ

沢地区に流入する中村川の上流で１点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ

地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する

露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の

両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、

成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第１、２群と弁別は

可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石

鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５㎝

大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

　（３）結果と考察

　遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。����、����の両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはやゝ不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。

　今回分析した山越４遺跡から出土した黒曜石製石器、剥片の分析結果を表Ⅵ－３に示した。石器の

分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡

単にするため�����の一変量だけを考えると、表Ⅵ－３の試料番号７７７４４番の遺物では�����の値は

０．９０１で、赤井川第１群の［平均値］±［標準偏差値］は、０．９６９±０．０６０である。遺物と原石群の差

を標準偏差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群から１．１σ離れている。ところで赤井川原産

地から１００ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から±１．１σのずれより大きいものが２７個ある。

すなわち、この遺物が、赤井川第１群の原石から作られていたと仮定しても、１．１σ以上離れる確率

は２７％であると言える。だから、赤井川第１群の平均値から１．１σしか離れていないときには、この

遺物が赤井川第１群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を赤

石山群に比較すると、赤石山群の平均値からの隔たりは、約６σである。これを確率の言葉で表現す

ると、赤石山群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から６σ以上離れている確率は、百万分の

一であると言える。このように、百万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が
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作られたとは考えられないから、この遺物は、赤石山群の原石から作られたものではないと断定でき

る。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤井川第１群に２７％の確率で帰属され、信

頼限界の０．１％を満たしていることから赤井川第１群原石が使用されいると同定され、さらに赤石山

群に一万分の一％の低い確率で帰属され、信頼限界の０．１％に満たないことから赤石山原石でないと同

定される」。遺物が一ヶ所の産地（赤井川産地）と一致したからと言って、例え赤井川第１群と赤石

山群の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大き

くなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中で

の分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤井川産地）に一致

したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表Ⅵ－２の２０２個すべ

ての原石群について行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて赤井川

産地の石材のみが使用されていると判定される。実際は�����といった唯１ヶの変量だけでなく、前

述した８ヶの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばＡ原産地のＡ群

で、��元素と��元素との間に相関があり、��の量を計れば��の量は分析しなくても分かるような

ときは、Ａ群の石材で作られた遺物であれば、Ａ群と比較したとき、��量が一致すれば当然��量も

一致するはずである。したがって、もし��量だけが少しずれている場合には、この試料はＡ群に属

していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した

多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのＴ２検定である。これによっ

て、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する４、５）。産地の同定結果は１個の遺物に対し

て、黒曜石製では２０２個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果

については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究で

はこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、

赤井川産原石と判定された遺物について、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用され

ている原石および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産

地のみの結果を表Ⅵ－４に記入した。原石群を作った原石試料は直径３㎝以上であるが、多数の試料

を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を

打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素

組成のバラツキ範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判

定の信頼限界としている０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原

石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離Ｄ２の値を記した。この遺物については、

記入されたＤ２の値が原石群の中で最も小さなＤ２値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原

石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと

判断されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市

戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、鷹森山、大釈迦の各群の

組成が赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門

原産地と赤井川または十勝産地、またこれら３ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見ら

れる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第１群と第２群に同

定される頻度を求め、これを戸門産地における第１群（５０％）と第２群（５０％）の産出頻度と比較し戸門

産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第２群に帰属される遺物が

見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石

は非常に小さく、分析した遺物よりも小さい原石であり、本遺跡で使用された可能性は低いと推測さ
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れた。鷹森山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、これら産地に

同定された遺物の帰属確率の差は十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、

鷹森山の各群の帰属確率の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮するが、この場合は、

客観的な産地分析法により赤井川産、十勝産、鷹森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似

た原石が赤井川産地、十勝産地、鷹森山産地のいずれに多かを考慮して原石産地を判定した遺物も一

部ある。また、白滝地域のあじさい滝、八号沢、白土沢、幌加沢の一部の原石は、相互に元素比組成

が似ていて産地分析の結果で区別できない遺物がみられ場合があり、梨肌表面の遺物を八号沢、白土

沢地区の原石、滑らかな表面の遺物をあじさい滝または幌加沢地区の原石と肉眼で判断し、判定の欄

に記した。

　今回分析を行なった山越４遺跡から出土した黒曜石製石器、石片の合計１０個の結果中で産地が特定

された遺物について、赤井川産と同定された遺物は４個（４０�）、豊泉産が４個（４０�）、赤石山産は

２個（２０�）であった。今回分析した遺物の各産地原石使用頻度は無作為で抽出したものではなく、

肉眼観察で分類したため、遺跡で多く使用された原石の産地と交流、交易が活発であると推測する資

料として、使用頻度から推測する交流の活発さは求められないが、同定された産地地方と交流があり

産地地方の生活情報、文化情報が八雲町山越４遺跡に伝播していたと推測しても産地分析の結果と矛

盾しない。これら産地分析の結果は、他の出土遺物の様式学と組み合わせ、総合的に考古学すること

により、本遺跡の性格を考察する上に貴重な資料を与えることができると思われる。
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�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＡＩ２遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＡＩ３遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±��������ＡＩ４遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±��������ＡＩ５遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＦＳ遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＳＤ遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＡＣ１遺物群

新
潟
県

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＡＣ２遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＡＣ３遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＩＮ１遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＩＮ２遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＮＫ遺物群長野県

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＹＭ遺物群
山
口
県

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＮＭ遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＭＫ��遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＭＫ��遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＫＩ�遺物群

鹿
児
島
県

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＫＩ�遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＵＴ�遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＳＧ遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＯＫ遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＫＫ�遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ＫＫ�遺物群

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������会寧城外遺跡遺物群北朝鮮

�����±����������±����������±����������±����������±����������±�����������±����������±����������±�����������±�������イリスタヤ

ロ　
　

シ　
　

ア

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������パラトウンカー�

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������パラトウンカー�

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������パラトウンカー�

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������パラトウンカー�

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������ナチキ

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±�������アバチャ

�����±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±����������±��������ＪＧ－�ａ）標準試料

　ＨＳ２群＝置戸・置戸山群に一致、ＦＲ２群＝ケショマップ第一群に一致

　平均値±標準偏差値、　＊：ガラス質安山岩　ＮＫ遺物群：中ッ原遺跡、ＨＹ遺物群：日和山遺跡、ＳＮ遺物群：三内丸山遺跡出土、ＫＮ遺物群：此掛沢遺跡、ＨＳ遺物群：北進遺跡、ＫＩ遺物群：
桐木遺跡、ＵＴ遺物群：内屋敷遺跡、ＡＩ遺物群：相ノ沢遺跡、ＦＳ遺物群：房ノ沢遺跡、ＳＤ遺物群：下舘銅屋遺跡、ＦＲ遺物群：東麓郷１，２遺跡、ＦＨ遺物群：東９線８遺跡、ＫＴ遺物群：北区１
遺跡、ＫＳ遺物群：キウス４遺跡Ａ�Ｒ地区、ＳＧ遺物群：志風頭遺跡、ＯＫ遺物群：奥名野遺跡、ＴＢ遺物群：戸平川遺跡、ＮＭ遺物群：長桝遺跡、ＭＫ遺物群：南方遺跡、ＹＭ遺物群：南方、藤尾、
岩上遺跡、ＡＣ１、２、３遺物群：アチャ平遺跡、ＩＮ１、２遺物群：岩野原遺跡、Ｋ１９遺物群：Ｋ３９遺跡、ＫＫ１，２遺物群：計志加里遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：
イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アバチャ遺跡
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　平成１２年度の山越３遺跡の調査では住居跡３軒、土壙１８基、焼土３ヵ所、フレイク・チップ集中域

１ヵ所を検出し、遺物は土器６，９７２点、石器等３，０５５点の計１０，０２７点が出土している。ここでは検出さ

れた遺構については若干の類例を挙げ、遺物に関しては特徴をいくつか挙げて簡単に述べておきたい。

１　遺構について

（１）住居について

　検出された３軒の住居跡はいずれも全体を把握することができなかった。Ｈ－１、３は平面形が概

ね円形を呈するとみられる重複する住居である。円筒上層ｂ～サイベ沢Ⅶ式に相当するとみられ、床

面は平坦ではなく段がある。柱穴は明瞭ではないが、住居の外周を巡るように付属土壙が配されてい

る。このような構造を持つ住居の類例は今のところない。唯一類似の例として、詳細な時期は不明で

あるが平面形や段の構造がよく似る上ノ国町小岱遺跡Ｈ－１１、１２（北埋調報３０　１９８５）を挙げておき

たい。また本遺跡Ｈ－１、３は段丘斜面の落ち際にあり、地形、立地の点から人為的でない落ち込み

を利用した住居の可能性も考えられる。さらに重複関係に関しても可能性はあるものの、説得力のあ

る結論を出せなかった。今後の調査の課題としていきたい。

（２）土壙について

　検出された１８基の土壙のうち、Ｐ－８は覆土が炭化物、黄褐色土ブロックが混じる埋め戻しの様相

を呈し、覆土中から礫石器、礫、土器片などの遺物が出土している。こうした遺物の出土状態や、覆

土の様相は本遺跡では特殊なものである。同時期の類例は函館市陣川町遺跡Ｐ－１２２、６９（函館市教

育委員会　１９８９）、七飯町鳴川右岸遺跡（北埋調報８７　１９９５）の土壙Ｂ類とされたもののうち�Ｐ－８

が挙げられる。本遺跡では明瞭ではないが、鳴川右岸、陣川町の両遺跡では居住区から離れた狭い範

囲に形状の似た土壙が集中して作られる傾向がある。

　山越３遺跡の遺構の分布状況は第Ⅳ章にも述べたように、段丘の先端部と平坦部の２ヵ所に分かれ、

それぞれ集中している。しかし２軒の住居跡がいずれも調査区南側境界付近で検出されていること、

遺物も調査区境界においても出土量が多かったことから、山越３遺跡の居住域の中心は調査区より南

西部の段丘平坦面、またはより北側の段丘斜面沿いにあったと思われる。

２　遺物について

　石器等

　出土した石器の内訳については既に第Ⅲ章に述べた。ここではスクレイパーとＵフレイクの区別に

関して簡単に述べておきたい。

　本遺跡においてスクレイパーとしたものは、概ね一枚の剥離の深さが５㎜以上で、比較的連続して

細部調整されるものである。Ｕフレイクは概ね深さが５㎜以下の微細な剥離がつくものとしたが�両

者の区別はつきがたいものが多い。そのためＵフレイクをあらためて観察、細分し、スクレイパー類

似のＵフレイクについて抽出を試みた。ＵフレイクＡ（図Ⅳ－５０－３４、３５）としたものは背面に、側

縁に並行する稜線がある石刃様の縦長剥片を用いるもの、ＵフレイクＢ（図Ⅳ－５０－３６）としたもの

は同じく縦長剥片であるが、原石面が一部に残る剥片を利用するものである。さらにその他不定形な

剥片を使用するものはＵフレイクＣ（図Ⅳ－５０－３７）とした。スクレイパーと分類したものの中にも

Ⅶ　まとめ
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Ａ、Ｂ類と同様な剥片を使用するものが少なからずあり（図Ⅳ－４７－１５～２９）、直接的な証拠はないが、

ＵフレイクＡ・Ｂ類とした石器はスクレイパーのうち細部調整のなされていないものである可能性が

指摘できる。分類区分が不完全である可能性もあるが、このことはいいかえると一定の方法で得られ

た剥片をフレイク→Ｕフレイク→（細部調整）→スクレイパーという順序で道具として長く使用して

いたことを示しているとみられる。また遺跡内で石器製作に関わる遺構や遺物が少ないこともこのこ

とを裏付けているように思われるが、本遺跡ではこれ以上の分析ができるほどの資料を得ていないた

め、可能性の指摘のみにとどめておきたい。なおこれらの細分については一覧表中に記しておいた。

　この他、特徴のあるものに軽石製の有孔石製品がある。このような形態の類例は今のところ見つかっ

ていないが、軽石を素材とする同時期の石製品は、八雲町内では栄浜１遺跡から、家形石製品（八雲

町教委　１９９８）、穿孔のある垂飾状のもの、北海道式石冠のミニチュア状のものなどが出土している

（八雲町教委　１９９５）。本遺跡出土例に関しての類例検索、用途の解明などを充分検討するまでに到

らなかったので、報告の後も引き続き行っていきたい。�����������������������������������　（立田）

１　遺跡と遺構について

　平成１２年度の山越４遺跡の調査により、住居跡４軒、土壙１１基、焼土４ヶ所、炭化物集中１ヶ所、

集石１ヶ所、フレイク・チップ集中１ヶ所が検出された。遺物は土器６，５０３点、石器など３，７７４点の合

計１０，２７７点が出土した。遺構、特に住居跡の存在の有無や遺物の出土状況から、今回のＡ・Ｂ２つの

調査区はその性格が若干異なるものと考えられる。

　Ａ地区は縄文時代中期の円筒土器上層ｂ式からサイベ沢Ⅶ式にかけての土器が主体となり、時期不

明とした遺構の多くもこの時期のものと推測される。住居跡は掘り込みも深く、柱穴もしっかりとし

たもの（Ｈ－１・２）と、掘り込みが浅く、柱穴が不明瞭なもの（Ｈ－４）とがある。前者は覆土中

や周辺から多数の土器片や台石・石皿などが出土している。それに対して、後者は覆土中・周辺とも

遺物が少なく、地床炉も明瞭なものではなかった。なお、石組炉を有するＨ－３は撹乱のため掘り込

みなどは不明瞭であり、柱穴も判然とはしなかったが、覆土中から遺物がまとまって出土した。

　Ｈ－１・２はⅢ群ａ－３類、サイベ沢Ⅶ式期の住居跡である。当該期の遺物は出土量が最も多く、

Ａ地区全域に散在するが、住居跡周辺のＡ地区北半部に比較的まとまる傾向がある。また、検出状況

から台石を用いた作業に関連すると推測したＰ－１～３もＨ－１近くに位置することから、この時期

は主に調査区北半部（海岸寄り）にしっかりとした住居を構築し、「ヤムクシナイ」の名に由来する

ような植物性食料の獲得などの生業を営んでいたと推測される。

　一方、Ｈ－３・４はⅢ群ａ－１～２類、サイベ沢Ⅴ～Ⅵ式期の住居跡である。当該期の遺物はＡ地

区の南半部に分布する傾向があるが、出土量は少ない。よって、この時期は掘り込みの浅い仮小屋的

住居を構築し、比較的短期間居住していたと推測される。

　Ｂ地区は縄文時代中期のサイベ沢Ⅶ式が主体となるほぼ単純遺跡と言え、遺構も全て同じ時期のも

のと考えられる。遺物の分布は平坦部のＧ－１６区と無名沢に面したＥ・Ｆ－１０～１２区に大きく分かれ

る。両者の時期差はあまり明確ではないが、Ｆ－１０～１２区側のほうが貼付文・沈線文などの文様や地

文、器形が多種多用であることから、Ｇ－１６区周辺に途中一時的に移動したものと推測される。なお、

Ⅴ章６「包含層出土の石器」において既述したが、主に住居跡の有無や石器組成から、Ａ地区と比べ

てＢ地区は相対的に非定住的で、狩猟などの一時的キャンプ地ではなかったかと考えられる。

２　山越４遺跡
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２　遺物について

（１）土器

　出土した土器は縄文時代中期前半のものが最も多く、今回はⅢ群ａ－１～３類に大きく３分した。

このうち、ａ－１・２類はＡ地区のみで出土した。

　Ⅲ群ａ－１類：包含層出土のａ・ｂ類と細分したものおよびＨ－３出土の土器が三宅氏の分類によ

る上層ｂ式に相当する。同じくｃ・ｄ類としたものおよびＨ－４の復元土器が上層ｃ式に相当する。

いずれも底面近くまで地文が施文され、厚手であり、また内面調整が非常に丁寧で、胎土に砂が多く

入っていることが特徴である。なお、ｃ・ｄ類の胎土には小石が比較的多く入っている傾向がある。

　Ⅲ群ａ－２類：サイベ沢Ⅵ式としたもので、地文施文後、細い貼付帯で胸骨文、菱形・木葉形のモ

チーフを描くものである（高橋１９８１）。また、口唇部が肥厚して外側に開き、その無文部（Ⅰ文様帯）

に波状に粘土紐が貼り付けられたものも本類とした（Ａ地区Ⅲ群ａ－２類・ｃ類）。これらは三宅氏

の上層ｄ式に相当する。地文の縄文のみが施文され、貼付帯がないものでも胎土や焼成が類似するも

のはａ－２類とした。しかし、サイベ沢Ⅶａ式の特徴である２種２対の突起を持つものもある。口唇

部に粘土紐を貼り付けたもの＝ｃ類を除いて本類は円筒土器上層式をａ式・ｂ式・サイベ沢Ⅶ式と３

分するなかで（大沼１９９３）、最近ではサイベ沢Ⅶａ式とされることもある。

　Ⅲ群ａ－３類：サイベ沢Ⅶ式・見晴町式土器としたもので、最も多く出土した。特にＢ地区は当該

期の遺跡である。薄手で小型の土器が多く、内面の調整はａ－１・２類と比べるとやや雑である。文

様は沈線文や地文の縄文のみのものが主体となり、貼付帯があるものでも突起部およびその周辺に限

られる。底部は底面近くが外側に張り出すものと張り出さないものがあるが、いずれも磨かれており

無文である。また、胎土には海綿骨針が入っているものが多い。

　以上のようにＡ地区ではⅢ群ａ類土器を１～３類に細分した。ａ－１類はＨ－３・４周辺のＯ～Ｒ

ラインにかけて、ａ－２類はＨ－４周辺のＱ～ＳラインとＵ～Ｗラインの大きく２ヶ所に、ａ－３類

はＨ－１・２周辺のＵ～Ｚラインに分布する傾向があるが、重複して混在する部分も多い。

　函館市石川１遺跡の調査者はおおまかな変遷の傾向は認めつつも、高橋の設定したサイベ沢Ⅴ式～

見晴町式が独立した段階を持つことに疑問を呈している（北埋調報４５、１９８８）。本遺跡ではその変遷

や組成などについて具体的に示すことはできなかったが、特にサイベ沢Ⅵ式とⅦａ式の細分について

はなお検討の余地があると思われる。

（２）石器

　今回出土した石器と、地区毎の組成差についてはⅤ章６で述べた。ここでは石器の石材について簡

単に触れてみたい。剥片石器の石材は周辺で比較的容易に採取できる頁岩がほとんどであった。黒曜

石は遺跡に最も近い産地である豊浦町豊泉産のものが多い。礫石器は安山岩が最も多く、凝灰岩がわ

ずかにあった。遊楽部川をはさんで八雲町の北側の遺跡では礫石器の石材として安山岩、凝灰岩の他

に流紋岩が比較的多く選択される傾向があり、南側の遺跡とは若干の相違がある。

　八雲町北側から長万部町にかけての流紋岩の選択は遺跡周辺の地質と密接に関連すると思われる。

貫入岩の流紋岩は長万部町国縫周辺に大きな岩脈があり（石田１９８３）、また長万部市街地付近にも小

さな岩脈が見られる（久保ほか１９８３）。渡島半島周辺では他に２ヶ所の岩脈が山中に存在する（北海

道立地下資源調査所１９８０）が、最も広く分布し、海岸部に近い丘陵上に存在するのは国縫周辺であり、

河川の河床礫としても採取できる（北埋調報１３９、２０００）。実際にこの岩脈から最も近い長万部町花岡

２・３遺跡では礫石器に流紋岩が多く使われている。

　また、半円状扁平打製石器の石材として八雲町北側の山崎４・５遺跡では板状節理の礫が比較的多
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く使用される。これは安山岩もしくは流紋岩である。これに対して、八雲町の南側に位置する山越

３・４遺跡では扁平礫を打ち欠いて製作されるものが多く、これは多くが安山岩である。前者の板状

節理の礫は、長万部町に隣接する虻田町清水のホロナイ川流域（虻田町教委、角田氏のご教示による）、

および豊浦町内（伊達市縄文フェスタの解説による）で採取することができる。

　礫石器はその性格から石材があまり遠隔地まで運ばれないと考えられる。長万部町に近い八雲町北

側と南側の遺跡での石材の相違、特に流紋岩や板状節理の礫の使用については、遺跡周辺および近接

する地域の地質と密接に関連していると言える。

　この他、八雲町の南側から森町にかけての遺跡では剥片石器に玉髄（めのう）が多く使用されてい

る（野田生５遺跡、落部１遺跡、栄浜１遺跡など）。特に平成１３年度に調査した森町濁川左岸遺跡で

は原石も多く出土しており（北海道埋蔵文化財センター調査年報１４、２００２）、この遺跡が原産地から

あまり遠くない場所に立地しているものと推測される。実際に踏査して実見してはいないので、類似

する石材か即断はできないが、近接した森町蛯谷川にめのうの産地があることが知られている（北海

道地下資源調査所１９８３）。この点については、来年度以降の踏査や森町での発掘調査の進展を踏まえ

て更に考えてゆきたい。

（３）土偶に類似する土製品ついて

　その他に特徴的な遺物としてＢ地区から出土した土製品が挙げられる。無文で横方向に穿孔された

もので、その形状から土偶の可能性があると考えた。類似するものは同じ八雲町の栄浜１遺跡（八雲

町教委１９８３）、函館市石川１遺跡（北埋調報４５、１９８８）、泊村ヘロカルウス遺跡（北文研調報３、１９８７）

で出土している。いずれも本遺跡と同じ中期前半のものである。形状は下方が長い「十」字形で、縦

方向に穿孔されたものもある。ヘロカルウス遺跡のものは全く無文で穿孔もないものである。

　青森県でも本遺跡例のように無文のものは近野遺跡からも出土している（青森県調報２２、１９７５）が、

これは後期の十腰内Ⅰ式に伴うもののようである。また、青森県出土の中期の土偶をまとめた鈴木氏

は無文のものを８類と分類したが（鈴木１９８５）、掲載された類例に全く無文のものではなく、顔や乳

房などが粘土の貼付によって表現されたものである。

　そのため、本遺跡例のように全く無文のものは円筒土器文化圏でも類例はあまり多いものではない

と言える。　���������������������������������������������������������������������������（藤原）
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１）円筒上層ｂ式～見晴町式に関する器形の並存関係　

　山越３遺跡の調査においてⅢ群ａ－３類に属する土器がややまとまって出土した。これらはサイベ

沢Ⅵ式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式に相当するものであり、徐々に大木８ａ式の影響が色濃くなってい

く時期の土器群である。

　このことを踏まえて出土土器を概観すると、本遺跡出土例の中にも時期的には近接しているが明ら

かに円筒土器文化から外れる器形の存在も見て取れる。ここではそのような器形がどのような段階か

ら出現してくるのか、あるいは円筒土器の器形はどのように変化していき、山越３遺跡の出土例はど

のような段階として解釈できるのかを探ってみたい。

　まず　試みに渡島半島及び長万部までの噴火湾沿岸において、円筒上層ｂ式、サイベ沢Ⅶ式、見晴

町式の各時期のほぼ単独出土例といってよい資料を抽出した。選んだ基準は、各遺跡において同一層

または同一地区（報告書の記述によった）、または同一遺構内でⅢ群ａ類土器のみが複数個体復元で

きた場合において、拓本資料中にもその他の時期の資料がほとんど混じらないものとした。本来の意

味よりおそらくやや広い時間幅があるとみられるが、ここではこうした資料を一括資料と呼んでおき

たい。

　さらに各一括資料において、復元個体の型式の供伴関係と大きさを調べてみた。また狭義の型式を

超えた土器のセットを強調する意味において石川１遺跡において提唱された「段階」という呼称を各

時期につけた。各時期の内訳は以下のとおりである。

・　円筒上層ｂ式新段階一括資料

（川上Ｂ遺跡ＡＨ－４�同包含層出土資料、オバルベツ２遺跡Ｈ－１９覆土一括資料、鳴川右岸遺跡Ｅ

区一括資料）また若干の混入があるものとしては、白坂遺跡第６、７、８地点、舘崎遺跡３号竪穴、

浜町Ａ遺跡３０号住居、中浜Ｅ遺跡Ｈ－１床面一括出土資料がある。

・　サイベ沢Ⅶ式古段階一括資料

（桔梗２遺跡Ｈ－１４覆土一括資料、鳴川右岸遺跡Ｓ区一括資料、桜町７遺跡包含層出土資料）また、

若干の混入があるものとしては桔梗２遺跡Ｈ－１９覆土中～上層、サイベ沢遺跡４号住居、陣川町遺跡

４３号住居、浜町Ａ遺跡ＨＰ－３７床面一括資料がある。

・　サイベ沢Ⅶ式新段階一括資料

（石川１遺跡Ｐ－５６出土資料、同Ｐ－３４出土資料、陣川町遺跡Ｈ－８９出土資料）また若干の混入があ

るものとして石川１遺跡Ｈ－３、同Ｐ－２出土資料、サイベ沢遺跡１号住居出土資料、同８号住居出

土資料、サイベ沢Ｂ遺跡２号住居出土資料があげられる。

・　見晴町式段階一括資料

（新道４遺跡、ＢＨ－８、ＤＨ－１３出土資料、山越２遺跡、Ｈ－４、９出土資料、山崎４遺跡、Ｈ－

１１出土資料、大岱沢Ａ遺跡Ｐ４壙底一括資料、Ｐ－３出土資料）また若干の混入があるものとしては、

サイベ沢Ｂ遺跡１号住居出土資料、権現台場遺跡２８号住居出土資料がある。

　これらの復元土器の器形をトレースしたものが図Ⅷ－１である。大まかに器形を大中小、さらに２
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図Ⅷ－１　Ⅲ群ａ類土器編年表

ｂ
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分し都合６種類の器種を設定してみたが、見晴町式の段階で大型の土器がなくなること、また円筒上

層ｂ式のメルクマールである縄による馬蹄形圧痕文は小型の器種に関してはサイベⅦ式の段階まで継

続して使われている事がわかる。同時期で沈線文土器が中型に現れ、馬蹄形圧痕文の名残である半截

竹管状工具の刺突文が大型土器の突起周辺に残っていることから、中型・小型の一部の土器に最も早

い変化が現れ、大型、小型の一部の土器は古い伝統の残るものが同時に使用される傾向にあるという

ことがいえる可能性がある。

　次に各段階の概略を説明する。

　ここではできる限り広範囲の土器の変化を大まかに捕らえるために、文様の細部関しての説明は最

小限にとどめ、土器の集合状態、言い換えればどのようなものが共存の関係にあってどのようなもの

がどの段階では消滅しているのかに重点をおいて説明する方法をとりたい。

　円筒上層ｂ式新段階

　貼付帯によって区画された無文面上に馬蹄形圧痕文が施文される狭義の円筒上層ｂ式と、高橋正勝

氏のいう「（文様帯に）結節・綾くりの羽状・斜縄文が器面全体に施文される」サイベ沢Ⅵ式が混在

する状況を呈する。長万部町オバルベツ２遺跡Ｈ－１９の出土状態は報告者も「円筒上層ｂ～ｄ式が

（中略）一括して出土した」と指摘するようにまさにこの時期に相当するといえる。また、筆者もか

つて鳴川右岸遺跡において出土した複数の土器型式の混交状況について、明言しなかったが同時期の

一括資料を提示したことがある。

　この前段階である円筒上層Ｂ式古段階との区分はサイベ沢Ⅵ式土器の器種構成中の有無で判断でき

る。また大島直行氏の指摘するような、文様帯との区画が１条の貼付帯でなされるもの（大島１９７６中

第１図、第Ⅰ段階ａモチーフの１～５、ｂモチーフ１～３にあたる）は新段階には存在しない。円筒

上層ｂ式古段階に該当する一括資料は現在北海道内では、権現台場遺跡２４号住居、若干混入があるも

のに鳴川右岸遺跡Ｎ区出土資料等を確認しているが、器種構成に幾分不明な点があるので今回は言及

しない。

　サイベ沢Ⅶ式古段階

　高橋正勝氏のいうサイベ沢Ⅵ式と、「２種２対の突起をもつか、結節、綾くりの縄文が施文される」

狭義のサイベ沢Ⅶａ式が混在する状況を呈する。これは石川１遺跡報文において佐川俊一氏が指摘し

ているとおりである（北埋調報４５）。器種構成中には沈線文が胴部に施文される土器が登場し始める。

しかし復元土器全体の割合からすると極めて低い段階にとどまっており、中型と小型の一部の土器に

限定して施文されている。また、沈線文も突起から垂下する２条の沈線を単位としており、上層Ｂ式

における貼付体の文様をそのまま置き換えたものが多い。また円筒上層ｂ式のメルクマールとして使

われることの多い馬蹄形圧痕文はこの段階においても使用されつづける。桔梗２遺跡、鳴川右岸遺跡

の出土例に顕著であるが、小型の土器の無文面上に施文している。また中型、大型の土器の突起付近

にも限定した形で施文されるが、伝統的な円筒土器の手法である無文面上への施文は小型土器以外に

は行われないといってよい。

　筆者が一括資料とした鳴川右岸遺跡Ｓ区の出土資料の中型土器に２例類似の文様があるが、これは

一方は自縄自巻原体によるものではなくＬＲ斜行縄文を折り曲げて施文されたもの。他方は爪形の圧

痕文である。さらに桔梗２遺跡Ｈ－１９覆土一括資料の中にも見られるが、馬蹄形圧痕文と管状工具に

よる刺突が押し引き状に施されている。これらは円筒上層ｂ式に伴う伝統的な手法そのものとは言え

ず、この時期の傾向である。また縄をコイル状に巻いたいわゆる自縄自巻的手法による馬蹄形圧痕文

が無文面上に施文されるものは、現時点ではこの時期を境に消滅するといえる。
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　サイベ沢Ⅶ式新段階

　サイベ沢Ⅶａ式と、沈線文の無い土器で、結束のある縄文か斜行縄文が施文され、口唇への刻み、

底部の張り出し、小さな山形突起部分に簡素な貼り付けのある土器（一般的にはサイベ沢Ⅶｂ式とい

われるが、研究者によって違う解釈がなされているので、仮に見晴町式傾向土器と呼んでおく）が混

在する状況を呈するものである。サイベ沢Ⅵ式土器は本段階には伴わないとみられるが、一括資料の

中にも破片資料としてわずかながら出土する例が多く、明確にはしがたい。古段階との区別は、見晴

町式傾向土器が器種構成中に加わることとしておきたい。馬蹄形圧痕文はわずかにのこり、沈線文と

ともに施文される例が、石川１遺跡Ｈ－３出土資料、サイベ沢遺跡１号住居出土資料にある。

　見晴町式段階

　上記の見晴町式傾向土器と斜行縄文が施文され、突起下にのみ孔や沈線、粘土紐による装飾がつけ

られる見晴町式土器が混在する状況を呈するものである。木古内町新道４遺跡ＧＨ－１３床面出土の２

つの完形個体がサイベⅦｂ（見晴町式傾向土器）式と見晴町式であったことに象徴されている。胴部

に沈線が施文された土器も前段階に続き出土するが、サイベ沢Ⅶ式古段階にあったような突起に対し

て垂下するような沈線ではなく、胴部を横位に巡るものに変化するものが多数を占める。また器種構

成も変化し大型の器形はこの段階には無くなる。

　なおこの段階においては、一括資料とした山崎４遺跡Ｈ－１１、山越２遺跡Ｈ－９出土資料などには

見晴町式傾向土器は伴っておらず、細分できる可能性がある。この点に関しては渡島半島域での地域

差も充分考慮して今後集成作業を続けたいと考えている。

　この後は茂尻Ｃ遺跡出土例のような大木８ｂ式に相当する段階へと移行していくものと考えられる。

　これら各段階の土器が単独出土した場合、どの様に呼ばれるか図Ⅷ－２に示した。これによると円

筒上層ｅ式、また円筒上層ｂ式と呼ばれる土器は、約３段階にわたって使用された一つの土器型式
� �

で

あり、必ずしもその土器単独の存在のみが厳密な単位としての時期を示すものではないことは明らか

である。

　これらの各段階において筆者が画期として使用した土器の変化はまったく新しいものではなく、む

しろ先学の成果を再構成したものに過ぎない。しかしこのような供伴関係を明らかにすることによっ

て初めて各段階に伴う遺構、土器以外の道具、また各段階の地域性の理解へと到達することになると

筆者は考えている。

　最後に大沼氏と小柳氏により近年行われている北海道における当時期の編年作業との対応関係を述

べておきたい。

　筆者の言うサイベ沢Ⅶ式の新古段階は大沼氏のいうサイベ沢Ⅶａ、Ⅶｂという区分（大沼　１９９３ほ

か）に対応する。また泊村での調査成果を元に小柳氏がまとめたもの（小柳　１９９９）は、サイベ沢Ⅶ

ｂ式（＝サイベ沢Ⅶ式新段階）と見晴町式の設定内容に関して図版を見る限り筆者の区分と概ね矛盾

するものではない。しかしこのサイベ沢Ⅶａ、Ⅶｂの区分は、研究者や報告書によってさまざまな解

釈がなされており、統一した区分として使用することは難しいと思われる。それに対し、サイベ沢Ⅶ

新古段階は、複数の土器の存在があって初めて使用できるものとして前者の呼称と区別しておきたい。

２）放射性炭素年代と編年上の関係　

　山越３遺跡において、復元した土器のうち４個体の表面についた炭化物の年代を測定した。その結

果、Ｈ－２床面出土のサイベ沢Ⅶ式土器が４，４７０～９０±５０���，Ｈ－２覆土８層下部出土の大型深鉢が

４，３７０±４０���、包含層土器集中５出土大型深鉢が４，９１０���±４０���、土器集中１０出土の見晴町式に

相当する土器が４，４００±５０���の値が出ている。このうち土器集中５に関しては報告にもある通り試料
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図Ⅷ－２　各段階における円筒上層各型式の共伴関係図

表Ⅷ－１　近年の円筒土器各時期の時期別炭素年代測定結果 ( ＡＭＳ法による )（三内丸山遺跡と北海道埋蔵文化財センター調査分）
試料採取方法測定方法時期補正炭素年代����������　��遺跡名土器形式

同一層位のニワトコ種子ＡＭＳ前期後半����±������－�����三内丸山下層ａ式
同一層位の炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ａ式
同一層位出土のかご製品ＡＭＳ前期後半����±������－�����三内丸山下層ａ式
盛土遺構出土炭化クルミＡＭＳ前期後半����±������－������虎杖浜２下層ａ式
盛土遺構出土炭化クルミＡＭＳ前期後半����±������－������虎杖浜２下層ａ式
�－�、焼土出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������虎杖浜２下層ａ式
�－��、��－３出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������虎杖浜２下層ａ式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｂ式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｂ式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｂ式
�－�床面出土ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
�－�床面出土ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
�－３床面出土ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
Ｈ－��床面出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
Ｈ－��床面出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
土壙墓�－１覆土ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
Ｐ－６出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
土壙墓�－４覆土ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
Ｐ－�出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
Ｐ－��出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
�－��埋設土器出土ＡＭＳ前期後半����±������－������山崎５下層ｃ式
Ｈ－�床面出土炭化材ＡＭＳ前期後半����±������－������花岡２下層ｃ式
Ｈ－７床面出土炭化材ＡＭＳ前期後半����±������－������花岡２下層ｃ式
Ｈ－�覆土出土炭化材ＡＭＳ前期後半����±������－������花岡２下層ｃ式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ１式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ１式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ２式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ２式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ２式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ２式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山下層ｄ２式
同一層位出土炭化物ＡＭＳ前期後半����±������－������三内丸山上層�式
Ｈ－１付属土壙壙底出土炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越４サイベ沢Ⅶ式新段階
Ｈ－１付属土壙覆土出土炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越４サイベ沢Ⅶ式新段階
Ｈ－２柱穴中出土炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越４サイベ沢Ⅶ式新段階
土器表面に付着した炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越３サイベ沢Ⅶ式新段階
土器表面に付着した炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越３サイベ沢Ⅶ式新段階
Ｈ－３床面地焼炉出土炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越２見晴町式
Ｈ－��、ＨＰ－�出土炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越２見晴町式
Ｈ－６床面出土炭化材ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式
Ｈ－��焼失住居炭化材ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式
Ｈ－��床面地焼炉出土炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式
Ｈ－��床面出土炭化材ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式
Ｈ－��床面出土炭化材ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式
Ｈ－��床面出土土器に付着した炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式
Ｈ－��床面出土土器に付着した炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４見晴町式？
堀上土出土大木８ａ式土器に付着した炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山崎４大木８ａ
土器表面に付着した炭化物ＡＭＳ中期中葉����±������－������山越３見晴町式

ｂ
ｄ
ｅ
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が不均質な物質であり、異常な数値が出ている。今村峰雄氏が指摘する海産物などを煮炊きした結果

であるかもしれない。覆土８層出土の土器は、やや新しく年代が振れているが同一層位に出土してい

る見晴町式相当の時期の炭化物の混入などが加わった可能性がある。

　よって今回の分析の結果最も妥当な値としては、Ｈ－２床面出土のサイベ沢Ⅶ式土器が４，４７０～９０±

５０���、見晴町に相当するかと見られる土器集中１０の４，４００±５０���である。両者の間隔は７０炭素年

である。

　近年八雲町において当センターの調査がこの前後の時期にあたることが多く、山崎４、山越２遺跡

また本報告にある山越４遺跡についても、放射性炭素年代の測定が行われている。それによると、山

崎４遺跡住居跡Ｈ－１１の床面から出土した見晴町式の土器表面の炭化物は４，３４０±４０���、山崎４遺跡

出土の大木８ａ式土器が４，５４０±４０���、山越２遺跡の住居跡Ｈ－３（見晴町式）の地焼炉出土炭化物

が４，４１０±４０���、さらにサイベ沢Ⅶ新段階～見晴町式段階考えられる山越４遺跡住居跡出土の炭化物

は４，４００���付近である。これらの年代からおよそ４，４００���付近の年代が見晴町式とサイベⅦ式の境

界に相当する時期ではないかという推論ができる。

　放射性炭素年代を使い土器の年代を決定する試みは、三内丸山遺跡で盛んである。その方法として

は土器の出土した層位と同一の層から出土した炭化物を測定するものである。この結果によると、円

筒下層�式の層位から検出された４点の試料は４，９５０～５，０５０±５０～６０���である。円筒下層ｂ式に関

しては、３点の試料があり、４，８５０～４，９７０±５０���でややばらつきはあるが、概ね下層�式に続く値

が得られている。円筒下層ｄ式の時期に関しては４，５７０～４，６８０���±５０～６０���でややばらついてい

るが概ね４，６００���とみることができる。これに続く円筒上層の各時期も測定されているがばらつきが

多く、はっきりした年代を得ることができていない。

　昨年調査した八雲町山崎５遺跡は円筒下層ｃ式の時期に相当するものであり、遺構から出土した炭

化物１５点の年代を測定している。それらから住居床面、土壙墓出土などの試料は４，６８０～４，８２０±４０～

５０の値を示し、円筒下層ｂ～ｄ式をつなぐ値が得られている。これらの点から、概ね従来の土器形式

が補正炭素年代にして約１００年の間の推移であった可能性がある。

　また、これを見晴町式期が４，４００年付近であることを考慮に入れると、円筒上層ｂ式とサイベ沢Ⅶ

式の間が４，５００年となり、本図各段階は５０炭素年程度の変化であった可能性が指摘できる。しかし現

段階では各時期の資料についてばらついた値も多い。しかも炭素年代は４，５００年付近で牛歩期に入るた

め正確な年代が出ないという。そのためここで援用した炭素年代もあくまで目安としての仮の値にと

どめておきたいと考える。しかしながら、近年の調査において比較的一致した値が出ていることは注

目に値する。今後土器編年の整合性を主眼においた土器表面の炭化物の分析に期待したいと思う。

３）土器一括資料の器種構成変化による理解の有効性

　本論に立ち返り、山越３遺跡出土資料との対比を試みる。図Ⅷ－３は山越３遺跡の復元土器を遺構、

包含層の別無く示したものである。第Ⅳ章冒頭に述べたように、本遺跡では土器は段丘先端部と、段

丘平坦部の２ヵ所に分かれて出土している。前者のグループには、土器集中１０の見晴町式相当土器を

始め、見晴町式段階の特徴を持っていることがわかる。また段丘平坦部のグループは沈線文を主体と

する、見晴町式相当土器が若干混入しているサイベ沢Ⅶ式新段階の特徴があるということができる。

このことから、山越３遺跡はサイベ沢Ⅶ式新段階の時期に段丘平坦面に生活し、後の見晴町式段階に

おいて段丘先端部に生活域を変えたことが理解できる。山越３遺跡の資料は一括資料ではないものの、

調査区内での生活域の変遷を明確に理解することができる。
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図Ⅷ－３　山越３遺跡復元土器
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　今回のまとめは筆者がかつて調査した鳴川右岸遺跡において出土した円筒上層ｂ式古段階からサイ

ベ沢Ⅶ式古段階にかけての資料と、北海道内での調査成果、また本遺跡の調査成果を通じて理解可能

な編年を提示することを目的とした。順序が逆ではあるが、編年の方法論、器種を分けた根拠に関し

て詳しく述べる期間的、紙面的余裕がまったく無かった。これらの点に関しては項を改めて述べるこ

とをにしたい。　���������������������������������������������������������������������　（立田）

　半円状扁平打製石器は扁平礫の周囲を半円状に打ち欠き、弦部を擦ったものである。なお、必ずし

も全周を打ち欠くものではなく、また弦部に明瞭な平坦面のないものもある。このような形態の石器

は古くから注目されており、主に縄文時代前期の円筒土器下層ｄ式から中期の上層式に伴い、東北北

部から北海道南部に分布するすり石の一種と考えられている。しかしその用途についてはいまだ結論

が出たとは言い難い。

　草間は岩手県の発掘調査から円筒下層ｄ１式に伴うこの石器を形状から横刃形石斧と命名し打石器

と（草間１９５８）、鈴木は弦部の磨擦痕を重視し何かを擦りつぶすか擦り減らすものと考えた（鈴木１９５８）。

村越は石鋸および打製石斧的機能を有すると推測した（村越１９７４）。小笠原は青森県熊沢遺跡の報告

書で制作方法・形態から大きく４つに分類し、用途は磨り潰すもしくは、樹木やツタなどを擦り切る

道具と推定している（青森県埋文調報３８、１９７８）。

　一方、北海道では大場が岩内町の東山遺跡をまとめる中で、「庖丁形石器」と名づけている（大場

ほか１９５８）。詳しい説明はないが、その名称から何かを切る道具と考えていたらしい。高橋はすり石・

北海道式石冠を細分する中で、半円状扁平打製石器を第Ⅱ類とし、他の幅２㎝以下のすり石とともに

皮なめしや植物性物質の加工に用いられたとした（高橋１９７１）。羽賀は高橋の分類を踏襲し、獣皮な

めしに用いたと考えた（羽賀１９８３）。小島は具体的用途には触れていないが、半円状扁平打製石器は

東北・北海道に分布するのに対して、共伴する北海道式石冠は北海道に分布が偏ることから、同じす

り石でも対象物や作業が異なり、両者は使い分けされていたと推測している（小島１９９９）。

　現在では、半円状扁平打製石器に幅が狭いものの、すり面が存在するものが多いことから打製石斧

説はあまり採用されず、擦りつぶす・擦り切ることに用いられたとする考えが大勢を占めるようになっ

た。この対象物の一つに、北海道では獣皮が、東北地方では樹木・樹皮が想定されている。

　本報告の山越４遺跡は縄文時代中期を主体とする遺跡で半円状扁平打製石器が７０点出土した。ほぼ

同じ時期の山越３遺跡からも５５点が出土した。山越３遺跡の半円状扁平打製石器を整理する中で、同

遺跡の半円状扁平打製石器の腹背面の一部にくぼみのあるものがあり、それは手持ち部、特に親指の

置き場に相当するのではないかと推測された。実際に手に取ると親指の位置に、ちょうど良い大きさ

の窪みがあるものが数点あった。

　このようなことから、山越４遺跡出土の半円状扁平打製石器を改めて観察すると、同じ位置に同様

のくぼみのあるものが何点か存在した。従来、半円状扁平打製石器の持ち方は漠然と想定されている

だけであろう。その持ち方は使用法と密接に関連すると思われるため、今回観察された窪みが手持ち

部に相当するのか、具体的な持ち方はどのようであったか、について考えてみた。
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　山越３・４遺跡出土の半円状扁平打製石器の内、腹背面のいずれかに窪みがあるものを示したのが

図Ⅷ－４である。図網掛け部分が窪みで、その制作方法から大きく４つに細分できる。

　Ａ類：敲打により深い窪みを作出したもの（山越３－５５、山越４－１１０）。この中には研磨整形によ

りたたき痕が不明瞭であるが、窪みが深いため同様の方法を用いたと推測されるものもある（４－１１３・

１１４）。

　Ｂ類：片面もしくは両面を打ち欠いて整形する際に浅いくぼみが作出されたもの（３－５６・５７、４

－９９・１０４・１０６・１１１）。打ち欠き後に研磨整形されている場合が多く、窪みが不明瞭なものも多い。

　Ｃ類：打ち欠きの際の階段状剥離により、浅いくぼみと凸部が形成されるもの（４－１０５）。

　Ｄ類：礫面にある自然の窪みのもの（深い…３－５８・６１、浅い…４－１００）

　Ａ類はたたき石との複合石器の可能性がある。しかし、たたき痕の上から研磨されているものも存

在することから、窪みを作ることに一義的な意味があったと推測できる。Ｂ類は窪みが必ずしも明瞭

ではないものがあり、意図的な作出か疑問も残る。しかし、周辺から打ち欠いて整形する場合、中央

部が高まりとして残る可能性のほうが高いと考えられる。Ｃ類は薄く打ち欠いた際の失敗部分として

考えることができる。１０５の図矢印部分が高まり部分で、下方向に力を加える際の指かかり部分とし

ては有効である。Ｄ類も自然のものであるが、５８・６１・１００の窪みの位置は類似している。５８のよう

な大型の円形扁平礫を半割して製作する場合には、自然のくぼみの位置を念頭に置いていたと考えら

れる。

　この窪みの位置は左右いずれかに偏り、高さはちょうど中央部かそれよりも若干低く、大きさは親

指大である。また、５８・６１・１０５のように図裏面に礫面を残すものでは窪みと同じ高さにザラザラし

た部分がある。この部分は人差し指や中指など位置に相当すること、擦痕やたたき痕ほど明瞭でない

ことから使用時の把握によって形成されたものと推測される。

図Ⅷ－４　半円状扁平打製石器の分類



２　半円状扁平打製石器について
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　このような腹背面にある窪みを親指置き場と考えることができるなら、この石器の持ち方は図Ⅷ－

５のように推定できる。これは通常漠然と想定されているものと同じであろう。そして、すり面の擦

痕が確認できるものではいずれも長軸方向であるから、肘から下を前後に動かして使用したと推測さ

れる。

　なお、青森県熊沢遺跡などでは半円形の弧の部分にも擦痕が見られるものものあり、これを積極的

な使用痕と考えているようである。そのように使用したとするなら、図Ⅷ－５のような持ち方は想定

できなくなる。しかし、断面図を見るとほとんど平坦なすり面が無いこと、弦部分のすり面の方が幅

広であることから、これらを積極的な使用痕とするよりは、手持ち時に手のひらがあたる部分の刃つ

ぶしに主眼があったと考えることができる。

　さて、この半円状扁平打製石器の用途であるが、このような持ち方と擦痕、すり面の横断面が凸状

になることも少ないことから、長軸方向への使用が一般的であり、皮なめし的な用途は想定し難い。

八雲町山崎５遺跡は縄文時代前期、円筒土器下層ｃ式期の遺跡であるが、半円状扁平打製石器が２７５

点と比較的大量に出土した。この遺跡では石鋸との複合石器や、折れた際に石鋸への転用が見られる

（北埋調報１６５、２００２）。このことから、半円状扁平打製石器の用途は石鋸と同じく長軸方向の往復運

動による擦り切り行為に密接に関連すると推測される。すり面がなく断面形が「Ｖ」字状のものがあ

ること、すり面があってもその幅は１㎝前後であることからも、磨りつぶすよりは擦り切る行為が主

体であると考えられるのである。

　また、石鋸や北海道式石冠と比べてすり面が縦方向に内湾・外湾することは少なく、擦痕が腹背面

に及ぶこともない。これは擦り切られる対象物は厚みがあまりなく、小さいか平らなものであるか、

または使用時に台となるものが平坦であった可能性も示す。

　そして、山崎５遺跡での半円状扁平打製石器の出土分布を考察した際に、包含層での出土率と比べ

て、遺構内もしくは遺構近くでの出土率が大幅に低いことから、主に屋外で使用されたものとも推測

図Ⅷ－５　半円状扁平打製石器の持ち方（想像図）



Ⅷ　成果と問題点

―　���　―

した。反面、北海道式石冠は廃棄されて包含層から出土するものも多かったが、住居跡床面で確認さ

れるものも多数あった。このことから石冠は屋内もしくは住居跡周辺での使用が想定され、小島の指

摘のように両者は使い分けされていたと考えられる。このような遺跡内での出土傾向からも石冠の主

たる用途である植物性食料の加工との関連はより薄いと考えられる。

　以上のような持ち方や使用痕・使用方向、出土状況から考えて、擦り切る対象はあまり大きいもし

くは太くはないものであったと考えられる。消去法的ではあるがあまり太くはない枝状ものやツタ類、

あるいは樹皮・獣皮のように厚みがないものを擦り切っていたと推測される。

　なお、全ての半円状扁平打製石器に今回推測したような手持ち部としての窪みが確認出来る訳では

ない。特に、板状節理の礫ではほとんど無いと言える。これは、窪みが必ずしも必要なものではなく、

半円形に形に整えることで十分に手の力が加わりやすくなるためと考えられる。　�������������（藤原）
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山越３遺跡 図版１

１　調査区遠景（山越２遺跡から）

２　基本土層
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図版２ 山越３遺跡

１　調査終了（北西から）

２　調査終了（北から）
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山越３遺跡 図版３

１　Ｈ－１（北東から）

２　Ｈ－１土層断面（北東から）
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図版４ 山越３遺跡

１　Ｈ－１覆土石皿出土状況（南から） ２　Ｈ－２（北西から）

３　Ｈ－２土層断面（北から） ４　Ｈ－２床面土器出土状況（北から）

５　Ｈ－２覆土遺物出土状況（北から） ６　Ｈ－３（北東から）
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山越３遺跡 図版５

１　Ｐ－１（北東から） ２　Ｐ－２（東から）

３　Ｐ－３・４土層断面（西から） ４　Ｐ－５（北東から）

５　Ｐ－６土層断面（南東から） ６　Ｐ－７（西から）
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図版６ 山越３遺跡

１　Ｐ－８遺物出土状況（東から） ２　Ｐ－９（南西から）

３　Ｐ－１０（西から） ４　Ｐ－１１（南東から）

５　Ｐ－１２（南から） ６　Ｐ－１３（東から）
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山越３遺跡 図版７

１　Ｐ－１４（北から） ２　Ｐ－１５（北から）

３　Ｐ－１６（西から） ４　Ｐ－１７（北東から）

５　Ｐ－１８（北から） ６　Ｆ－１（北から）
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図版８ 山越３遺跡

１　Ｆ－２（北から） ２　Ｆ－３（南西から）

３　ＦＣ－１（東から） ４　土器集中１（東から）

５　土器集中２（南から） ６　土器集中３（南から）
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山越３遺跡 図版９

１　土器集中４（東から） ２　土器集中５（東から）

３　土器集中５裏面（東から） ４　土器集中６（南西から）

５　土器集中７（西から） ６　土器集中８（西から）
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図版１０ 山越３遺跡

１　土器集中９（北から） ２　土器集中１０（北東から）

３　石槍出土状況（北東から）
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山越３遺跡 図版１１

１　Ｈ－１出土の土器（図Ⅳ－１０－１）

２　Ｈ－１出土の遺物

２ ３ ４

５ ６ ７

８ ９

１０

１
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図版１２ 山越３遺跡

３　Ｈ－２出土の土器（図Ⅳ－１３－２）

２　Ｈ－２出土の土器（図Ⅳ－１３－１）

１　Ｈ－１・Ｈ－３出土の石器

Ｈ－１

Ｈ－３

１１ １２

１３

１
２
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山越３遺跡 図版１３

１　Ｈ－２出土の土器（図Ⅳ－１４－３）

２　Ｈ－２出土の土器

４

５

６

７

８

９
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図版１４ 山越３遺跡

１　Ｈ－２出土の石器

２　Ｐ－３・Ｐ－８出土の遺物

１０
１１

１２

１３ １４ １５

１

２

３

４

１

Ｐ－３
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山越３遺跡 図版１５

１　Ｐ－８出土の石器

２　Ｐ－９出土の土器（図Ⅳ－１９－１）

３　Ｐ－９出土の土器

５

７

６
８

２ ３

４

５ ６
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図版１６ 山越３遺跡

１　Ｐ－１０・Ｐ－１６出土の遺物 ２　Ｐ－１３出土の土器（図Ⅳ－２１－１）

３　Ｐ－１４出土の土器（図Ⅳ－２１－１） ４　Ｐ－１４出土の土器（図Ⅳ－２１－２）

Ｐ－１０

Ｐ－１６

１

１ ２
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山越３遺跡 図版１７

１
　
Ｈ
－
２
出
土
の
土
器
（
図
Ⅳ
－
１３
－
１
）
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図版１８ 山越３遺跡

１
　
包
含
層
出
土
の
土
器
（
図
Ⅳ
－
３０
－
４
）
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山越３遺跡 図版１９

１
　
包
含
層
出
土
の
土
器
（
図
Ⅳ
－
３１
－
６
）
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図版２０ 山越３遺跡

１　包含層出土の土器（図Ⅳ－２９－１）

３　包含層出土の土器（図Ⅳ－３０－３）

５　包含層出土の土器（図Ⅳ－３０－５）

４　包含層出土の土器（図Ⅳ－３０－４）

２　包含層出土の土器（図Ⅳ－３０－２）
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山越３遺跡 図版２１

１　包含層出土の土器（図Ⅳ－３１－６） ２　包含層出土の土器（図Ⅳ－３１－７）

３　包含層出土の土器（図Ⅳ－３１－８） ４　包含層出土の土器（図Ⅳ－３１－９）

５　包含層出土の土器（図Ⅳ－３２－１０） ６　包含層出土の土器（図Ⅳ－３２－１１）
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図版２２ 山越３遺跡

１　包含層出土の土器（図Ⅳ－３２－１２）

３　包含層出土の土器（図Ⅳ－３３－１４）

５　包含層出土の土器（図Ⅳ－３３－１６）

４　包含層出土の土器（図Ⅳ－３３－１５）

２　包含層出土の土器（図Ⅳ－３２－１３）
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山越３遺跡 図版２３

１　包含層出土の土器（１）

１７

１８
１９

２０ａ

２０ｂ

２１
２２

２３

２４

２５

２６

２７
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図版２４ 山越３遺跡

１　包含層出土の土器（２）

２８ａ ２８ｂ

２９ ３０

３１
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山越３遺跡 図版２５

１　包含層出土の土器（３）

３２

３３
３４

３５ａ

３６

３５ｂ

３７ａ

３７ｂ
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図版２６ 山越３遺跡

１　包含層出土の土器（４）

３８ ３９ ４０

４１
４２ ４３

４０ｂ

４５

４４

４６

４７

４８ ４９ ５０
５１

５３ ５４ ５５５２
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山越３遺跡 図版２７

１　包含層出土の土器（５）

５６ ５７
５８５８

５９

６３ａ

６１

６２
６０

６４

６５ｂ

６３ｂ

６５ａ
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図版２８ 山越３遺跡

１　包含層出土の土器（６）

６６

６７

６８

６８７０

７１
６９

７３ａ

７２ ７３ｃ

７３ｂ
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山越３遺跡 図版２９

１　包含層出土の土器（７）

７４ａ

７４ｂ

７４ｂ

７６

７５
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図版３０ 山越３遺跡

１　包含層出土の土器（８）

７７ａ

７７ｂ

７８

７９ｂ

７９ａ

８０ａ ８０ｂ
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山越３遺跡 図版３１

１
２ ３ ４

６

５

７

８ ９

１４

１３

１２

１１

１５ １６ １８ １７ １９

２５
２３

２２
２１

２０

２４ ２６ ２７ ２８ ２９

１　包含層出土の石器（石鏃・石槍・石錐・つまみ付きナイフ・スクレイパー）

１０
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図版３２ 山越３遺跡

１　包含層出土の石器（両面調整石器・石核・Ｕフレイク・Ｒフレイク・石斧）

３０

３１

３２

３６

３５
３４３４

３３

３７

３８ ３９
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山越３遺跡 図版３３

２　包含層出土の石器（すり石・半円状扁平打製石器（１））

１　包含層出土の石器（たたき石）

４１ ４２

４４ ４５

５０

４７

４８

４９

４６
４０

５１

５２
５３

５５

５７５６

５４

４３
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図版３４ 山越３遺跡

２　包含層出土の石器（北海道式石冠）

１　包含層出土の石器（半円状扁平打製石器（２）

５９

６０ ６１

６３６２

６４ ６５ ６６

６９６８６７

５８
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山越３遺跡 図版３５

１　包含層出土の石器など（石皿・土製品・石製品）

７１

７２

７０

７４

７３
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図版３６ 山越４遺跡

１　発掘前の遺跡の状況（東から）

２　調査区遠景（野田生１遺跡から）
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山越４遺跡 図版３７

１　Ａ地区２５％調査状況（西から）

２　Ｂ地区調査状況（北東から）
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図版３８ 山越４遺跡

１　Ａ地区完掘状況（北東から）

２　Ｂ地区完掘状況（北東から）
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山越４遺跡 図版３９

４　Ａ地区メインセクションＳ～Ｔ－１３区付近（南東から）

３　Ａ地区メインセクションＭ－１１・１２区付近（北から）

１　Ａ地区南東斜面完掘状況（南から） ２　Ａ地区南東斜面完掘状況（西から）
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図版４０ 山越４遺跡

１　Ｂ地区メインセクション（南西から）

２　Ｈ－１セクション（南東から）

３　Ｈ－１セクション（西から）
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山越４遺跡 図版４１

５　Ｈ－１　ＨＰ－４・６・７完掘（北から）４　Ｈ－１　ＨＰ－２セクション（南から）

２　Ｈ－１　ＨＰ－１遺物出土状況（北から） ３　Ｈ－１　ＨＰ－１壙底面遺物出土状況（北から）

１　Ｈ－１遺物出土状況（南から）



―　���　―

図版４２ 山越４遺跡

１　Ｈ－１完掘（西から）

２　Ｈ－２完掘（北から）
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山越４遺跡 図版４３

１　Ｈ－２セクション（南から）

２　Ｈ－２セクション（東から）

３　Ｈ－２　ＨＦ－１検出状況（南東から） ４　Ｈ－２　ＨＦ－２・３検出状況（南から）
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図版４４ 山越４遺跡

１　Ｈ－２覆土３層遺物出土状況（北東から） ２　Ｈ－２壁際遺物出土状況（北から）

３　Ｈ－２床面遺物出土状況（北から） ４　Ｈ－２床面遺物出土状況（北から）

５　Ｈ－２床面台石出土状況（南東から） ６　Ｈ－２付近の土器出土状況（西から）
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山越４遺跡 図版４５

１　Ｈ－２　ＨＰ－３セクション（西から） ２　Ｈ－２　ＨＰ－３完掘（西から）

３　Ｈ－３セクション（北東から）

４　Ｈ－３　ＨＦ－２（Ｆ－１）セクション（東から）５　Ｈ－３石組炉確認状況（北から）
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図版４６ 山越４遺跡

１　Ｈ－３完掘（北から）

２　Ｈ－４完掘北から
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山越４遺跡 図版４７

１　Ｈ－４セクション（南西から）

２　Ｈ－４セクション（北西から）

３　Ｈ－４　ＨＦ－１検出状況（北東から）

４　Ｈ－４　ＨＰ－１セクション（南西から）

５　Ｈ－４　ＨＰ－２完掘（北から）

６　Ｐ－１～３完掘（北東から）
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図版４８ 山越４遺跡

１　Ｐ－１セクション（北から） ２　Ｐ－１完掘（東から）

３　Ｐ－２セクション（南東から） ４　Ｐ－２完掘（東から）

５　Ｐ－３セクション（南西から） ６　Ｐ－３完掘（北西から）



―　���　―

山越４遺跡 図版４９

１　Ｐ－４セクション（南西から） ２　Ｐ－４完掘（西から）

３　Ｐ－５セクション（南東から） ４　Ｐ－５完掘（北東から）

５　Ｐ－６セクション（南から） ６　Ｐ－６完掘（東から）
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図版５０ 山越４遺跡

１　Ｐ－７セクション（東から） ２　Ｐ－７完掘（南西から）

３　Ｐ－８セクション（西から） ４　Ｐ－８完掘（西から）

５　Ｐ－９セクション（南東から） ６　Ｐ－９完掘（西から）
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山越４遺跡 図版５１

１　Ｆ－２検出状況（北から） ２　Ｆ－３検出状況（西から）

３　Ｃ－１検出状況（南西から） ４　ＦＣ－１検出状況（南東から）

５　ＦＣ－１付近土器出土状況（東から） ６　Ｎ－５－ｂ区土器出土状況（北から）
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図版５２ 山越４遺跡

１　Ｗ－３－ｂ区土器出土状況（南から） ２　Ｔ－１０－ａ区土器出土状況（北東から）

３　Ｓ－１２－ｃ区土器出土状況（北東から） ４　Ｕ－１０－ｂ区北海道式石冠・台石出土状況（南から）

５　ＢＰ－１セクション（西から） ６　ＢＰ－１完掘（東から）
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山越４遺跡 図版５３

３　ＢＦ－１検出状況（西から）

２　ＢＰ－２完掘（北から）１　ＢＰ－２セクション（西から）

４　ＢＦ－１セクション（北から）

５　ＢＦ－２検出状況（南から） ６　ＢＦ－２付近の遺物（北西から）



―　���　―

図版５４ 山越４遺跡

１　ＢＳ－１検出状況（北から）

２　Ｂ地区土製品出土状況（北から） ３　Ｂ地区石製品出土状況（南西から）
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山越４遺跡 図版５５

１　Ｈ－１出土の土器　１

２　Ｈ－１出土の土器　２

３　Ｈ－１出土の土器　３

４　Ｈ－１出土の遺物（１）

４

５

６

７
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図版５６ 山越４遺跡

１　Ｈ－１出土の遺物（２）

８ ９

１０ １１

１２
１３

１４

１５ １６

１７

１８ １９

２０

２１

２２ ２３
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山越４遺跡 図版５７

１　Ｈ－２出土の土器　１

２　Ｈ－２出土の土器　２

３　Ｈ－２出土の遺物（１）

３
４

５
６

７
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図版５８ 山越４遺跡

１　Ｈ－２出土の遺物（２）

１２
１１

１０

８
９
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山越４遺跡 図版５９

１　Ｈ－２出土の遺物（３）

１３ １４
１５

１６

１７

１８（表） １８（裏）

１９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４
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図版６０ 山越４遺跡

１　Ｈ－２出土の遺物（４）

２５

26

２７

２８

２９
３０
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山越４遺跡 図版６１

２　Ｈ－３出土の遺物（１）

１　Ｈ－３出土の土器

４

５

６

７

３

２

１
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図版６２ 山越４遺跡

１　Ｈ－３出土の遺物（２）

８

９ １０

１１ １２

１３

１４
１５

１６

１７

１８
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山越４遺跡 図版６３

１　Ｈ－４出土の土器 ２　Ｈ－４出土の遺物

３　ＢＰ－２出土の土器 ４　土壙出土の遺物

１

１

５

７

６

４

２ ３

Ｐ－５　１

Ｐ－６　１

Ｐ－８　１

ＢＰ－１　１
２

ＢＰ－２　２ ３



―　���　―

図版６４ 山越４遺跡

２　Ａ地区出土の土器　２ ５　Ａ地区出土の土器　５

４　Ａ地区出土の土器　４

３　Ａ地区出土の土器　３

１　Ａ地区出土の土器　１
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山越４遺跡 図版６５

１　Ａ地区出土の土器　６ ２　Ａ地区出土の土器　７

３　Ａ地区出土の土器　８ ４　Ａ地区出土の土器　９

５　Ａ地区出土の土器（Ⅱ群ｂ類）１ ６　Ａ地区出土の土器（Ⅳ群ａ類）３
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図版６６ 山越４遺跡

１　Ａ地区包含層出土の土器（１）

１８ １９

１７

１６

１５

１４
１３

１０

１１

１２
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山越４遺跡 図版６７

１　Ａ地区包含層出土の土器（２）

２８

２７

２９

２６

２５

２３ ２４

２０
２２

２１
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図版６８ 山越４遺跡

１　Ａ地区包含層出土の土器（３）

３６

３７

３４ ３５
３３

３２

３０ ３１
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山越４遺跡 図版６９

１　Ａ地区包含層出土の土器（４）

３８

３９

４０

４１

３８

４２

４３ ４４
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図版７０ 山越４遺跡

１　Ａ地区包含層出土の土器（５）

４５

４６

４７

４８

４９

５０ ５１

５２
５３

５４

５５

５７
５６

５８

５９
６２

６０ ６１

６３
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山越４遺跡 図版７１

１　Ａ地区包含層出土の土器（６）

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０ ７１

７２

７３

７４ ７５ ７６
７７
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図版７２ 山越４遺跡

１　Ａ地区包含層出土の土器（７）

７８

７９

８０

８２

８１

８３

８４ ８５
８６

８７

８８
９２

９１
９０８９

９３

９４

９５

９８

９９９７９６
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山越４遺跡 図版７３

１　Ａ地区包含層出土の土器（８）

１００ １０１ １０２ １０３ １０４

２
４

５ ６

７

８

９

１０

１１

１２
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図版７４ 山越４遺跡

１　Ａ地区包含層出土の土器（９）

２　Ａ地区出土復元土器２の展開写真

１３

１４ １５
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山越４遺跡 図版７５

５　Ｂ地区出土の土器　５ ６　Ｂ地区出土の土器　６

３　Ｂ地区出土の土器　３ ４　Ｂ地区出土の土器　４

１　Ｂ地区出土の土器　１ ２　Ｂ地区出土の土器　２
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図版７６ 山越４遺跡

５　Ｂ地区包含層出土の土器（１）

１１
１２ １３ １４

３　Ｂ地区出土の土器　９ ４　Ｂ地区出土の土器　１０

１　Ｂ地区出土の土器　７ ２　Ｂ地区出土の土器　８
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山越４遺跡 図版７７

１　Ｂ地区包含層出土の土器（２）

２２

２３
２４ ２５ ２６

１９
２０

２１

１８

１７

１５

１６
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図版７８ 山越４遺跡

１　Ｂ地区包含層出土の土器（３）

４０

４１ ４２ ４３

３５

３６ ３７
３８

３９

３４ ３２ ３３

３１

２７
２８ ２９

３０
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山越４遺跡 図版７９

１　Ｂ地区包含層出土の土器（４）

４４

４５

４６

４７

４８

４９ ５０

５１

５２
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図版８０ 山越４遺跡

１　Ｂ地区包含層出土の土器（５）

５３
５６

５４

５５

５７

５９

５８

６０
６１
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山越４遺跡 図版８１

２　Ｂ地区出土の復元土器（Ⅲ群ａ－３類）

１　Ａ地区出土の復元土器（Ⅲ群ａ類）
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図版８２ 山越４遺跡

１　包含層出土の石器（１）

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ １０ １１

１２

１３ １４
１５

１６

１７
１８

１９
２０

２１ ２２

２３

２４ ２５

２６
２７ ２８ ２９

３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５
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山越４遺跡 図版８３

１　包含層出土の石器（２）

３６
３７

３８
３９

４０

４１

４２ ４３ ４４ ４５

４６

４７

４８

４９
５０ ５１

５２

５３

５４ ５５ ５６ ５７
５８
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図版８４ 山越４遺跡

１　包含層出土の石器（３）

５９

６０ ６１
６２

６３
６４

６５
６６ ６７

６８

６９

７０
７１ ７２ ７３

７５７４ ７６ ７７
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山越４遺跡 図版８５

１　包含層出土の石器（４）

７８

７９
８０

８１ ８２

８３

８４

８５

８６

８８

８７

８９
９０ ９１

９２
９３

９４ ９５

９６ ９７
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図版８６ 山越４遺跡

１　包含層出土の石器（５）

９８
９９

１００

１０１ １０２ １０３

１０４ １０５ １０６

１０７

１０８
１０９

１１０

１１１
１１２

１１３ １１４
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山越４遺跡 図版８７

１　包含層出土の石器（６）

１１５
１１６ １１７

１１８ １１９ １２０ １２１

１２２ １２３ １２４

１２５ １２６
１２７

１２８ １３０

１２９ １３２ １３３ １３１
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図版８８ 山越４遺跡

１　包含層出土の石器（７）

１３４ １３５

１３６

１３７ １３８
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山越４遺跡 図版８９

１　包含層出土の石器（８）

１３９ １４０

１４２
１４１
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図版９０ 山越４遺跡

１４３

１４５

１４４

１４６（表）

１４６（裏）

１４７

１４８

１　包含層出土の石器（９）

２　包含層出土の土製品・石製品
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